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午前９時 00分開会 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。 

 本日、令和２年第４回津和野町議会定例会が招集されましたところ、議員各位にはお

そろいでお出かけをいただきまして、ありがとうございます。 

 既に、新聞、テレビ等の報道で御承知のとおり、我が国は通常国会が１７日に閉会を

いたしました。今国会では、新型コロナウイルス対策関連の、補正１次、２次を含めて、

５８兆円という膨大な補正予算も成立をしたところであります。 

 国会が終了するとともに、かねてより新聞、テレビ報道で報道されました、広島県選

出の国会議員、河井御夫妻、河井衆議院議員、奥様の参議院議員、両議員が現職国会議

員として逮捕になったと、まれに見る、公職選挙法買収疑惑のこの逮捕であります。極

めて、去年の参議院選挙では、膨大な選挙資金が動き、そうしたものがこの事件に大き

く影響しとるのではないかというような報道等もされておりますが、いよいよ逮捕によ

ってその実態が明らかになってくるであろうと、かように思います。誠に類を見ない、

我々が経験したことのない、こういう事件が発生をしております。 

 併せて、既に忘れ去っては困るわけでありますが、森友・加計学園問題、総理主催の

桜を見る会等々のこの疑惑も、いまだ解明をされないままに今日に至っておりますが、

与野党を通じて、この真意もただしてもらいたい、かように思うところでもあります。 

 本町においても、町長はじめ執行部におかれては、この新型コロナウイルス対策で、

今、世界、日本全国、全ての産業に大きな影響を与えております。人間の命を守ること

の大事さもさることながら、経済が誠に疲弊してしまって、いつどういう事態が起こる

か分からないという、そういうふうな町の実態、国の実態であります。何とかこの難局

を乗り越えて、また成長著しい我が日本に戻ってほしいと、特にそのように思うところ

でもあります。 

 町では、独自に様々な施策を講じていただいて、国の施策と併せて何とか救済に努力

をしていただいておりますが、何しろ終息を見ない、これからまだ２波、３波が訪れる

であろうという、こういう状況下の中でありますので、引き続き御努力をいただかにゃ

ならないと、かように思います。 

 また、時節も梅雨時期に入りまして、これから集中豪雨等が非常に懸念されるところ

であります。併せていろいろな御心痛をかけることとなると思いますが、引き続いて御

奮闘をぜひともお願いをして、災害の少ない、そういう町にぜひしていきたいと、かよ

うに思うところでもあります。 

 本日の出席議員数は、全員の出席１２名であります。定足数に達しておりますので、

令和２年第４回定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 それでは、マスク着用でありますので、マスクをかけて、これから進行させていただ

きたいと思います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 



────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、６番、丁泰仁君、７番、御手

洗剛君を指名します。 

 それでは、先日、議会運営委員会を開催しまして、今定例会の会期及び議事日程等に

ついて協議しておりますので、その結果について、委員長の報告を求めます。１０番、

後山幸次君。 

○議会運営委員会委員長（後山 幸次君）  皆さん、おはようございます。 

 それでは、先日、議会運営委員会を開催いたしましたので、報告をいたします。 

 議会運営委員会協議報告書。 

 議会運営委員会を令和２年６月１５日に開催し、今定例会の議会運営について協議し

ましたので、その結果を津和野町議会会議規則第７７条の規定により報告いたします。 

 今定例会の会期は、本日６月１９日から６月２４日までの６日間としたいと思います。 

 初日の１９日金曜は、議長より諸般の報告を受け、町長提出議案の説明を受けた後、

各一部事務組合議会議員の辞職に伴う選挙を執り行いたいと思います。 

 ２２日月曜、２３日火曜の２日間は、一般質問を行います。今回の一般質問は７人の

１６件であります。 

 ２４日水曜は、議案の質疑、討論、表決、及び請願の所定の処理を行い、全日程を終

了したいと思います。 

 以上、議会運営委員会の協議結果を報告いたします。 

 令和２年６月１９日、津和野町議会議長、沖田守様、議会運営委員会委員長、後山幸

次。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（沖田  守君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りをいたします。今定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から６

月２４日までの６日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から６月

２４日までの６日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（沖田  守君）  日程第３、諸般の報告をします。 



 ３月定例会招集日以降における議会行事につきましては、お手元に配付のとおりであ

ります。 

諸般の報告書 

 【３月定例会以降】 

  ３月 ６日（金） 全員協議会、令和２年度予算審査特別委員会（初日） 

           広報広聴常任委員会 

     ９日（月） 一般質問通告締め切り 正午 

    １０日（火） 総務経済常任委員会所管事務調査 

    １１日（水） 令和２年度予算審査特別委員会（２日目） 

    １２日（木） 令和２年度予算審査特別委員会（３日目） 

    １３日（金） 令和２年度予算審査特別委員会（４日目） 

    １６日（月） 令和２年度予算審査特別委員会（５日目） 

    １８日（水） 議会運営委員会 

    １９日（木） 総務経済常任委員会請願審査 

    ２４日（火） 全員協議会 

    ２５日（水） 萩・津和野線道路改良促進期成同盟会監査 議長 

    ２７日（金） 広報広聴常任委員会 

           津和野町ケーブルテレビＦＴＴＨ化工事竣工式 議長：中止 

  ４月 ６日（月） 広報広聴常任委員会 

           高津川水系治水砂防整備促進期成同盟会監査 議長 

    １０日（金） 全員協議会、広報広聴常任委員会 正副委員長 

           鹿足郡町村議会議長会定例会（吉賀町役場） 正副議長 

    １４日（火） 文教民生常任委員会請願審査 

  ５月１１日（月） 第３回臨時会、全員協議会、広報広聴常任委員会 

           山口線利用促進協議会監査 議長 

    １３日（水） 高津川水系治水砂防期成同盟会総会 議長：書面議決 

           浜田市～津和野町間幹線道路整備推進協議会総会 議長：書面

議決 

           浜田・益田間高規格道路建設促進期成同盟会総会 議長：書面

議決 

    １４日（木） 鹿足郡防犯連合会監査 議長 

    １８日（月） 萩・石見空港利用拡大推進協議会総会 議長：書面議決 

    ２０日（水） 島根県町村議会議長会第１回臨時総会（西ノ島町） 議長： 

～２２日（金） 無期延期 

    ２４日（日） 全国町村議会議長会研修会（東京都） 正副議長：中止 

   ～２６日（火） 国会議員との懇談会（東京都） 正副議長：中止 



    ３１日（日） 第７１回全国植樹祭（大田市） 議長：延期 

  ６月 １日（月） 全員協議会 

     ９日（火） 議会運営委員会 

    １２日（金） 島根県立津和野高等学校後援会総会 議長：書面議決 

           一般質問通告締め切り 正午 

    １５日（月） 議会運営委員会、文教民生常任委員会 

           島根県旅館組合総会（稲成神社） 議長：延期 

────────────・────・──────────── 

日程第４．請願の委員会付託 

○議長（沖田  守君）  日程第４、請願の委員会付託について。 

 本日までに受理した請願は、お手元に配付しました請願文書表のとおり、所管の総務

経済常任委員会に付託しましたので、報告いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第６４号 

日程第６．議案第６５号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第６４号令和２年度津和野町役場本庁舎（元

日原診療所）改修工事請負契約の締結について及び日程第６、議案第６５号小型動力

ポンプ付普通積載車の取得について、以上２案件につきましては、会議規則第３７条

の規定により一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  皆様、おはようございます。本日は６月定例議会の招集をお

願いいたしましたところ、おそろいで御出席を賜りましてありがとうございます。 

 今定例会に提案いたします案件は、契約案件２件、条例案件１３件、一般会計をはじ

め各会計補正予算案件１０件の、合計２５案件でございます。 

 いずれも重要な案件でございますので、慎重審議を賜り、それぞれ可決賜りますよう

お願い申し上げます。 

 議案第６４号令和２年度津和野町役場本庁舎（元日原診療所）改修工事請負契約の締

結について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長か

ら御説明を申し上げます。 

 議案第６５号でございますが、小型動力ポンプ付普通積載車の取得について議会の議

決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げま

す。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第６４号を御説明をいたします。 

 令和２年度津和野町役場本庁舎（元日原診療所）改修工事請負契約の締結について、

地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 



 工事名につきましては、先ほども申し上げておりますけども、令和２年度津和野町役

場本庁舎（元日原診療所）改修工事でございます。 

 契約の方法でございますが、一般競争入札による契約でございます。 

 入札業者は３社ございまして、６月９日に執行したところであります。落札率につき

ましては、９８.５８％でございます。 

 契約の金額につきましては、６億２,７００万円。うち、取引に係る消費税及び町消

費税の額は、５,７００万円でございます。 

 契約の工期につきましては、津和野町議会の議決のあった日の翌日から令和３年３月

３１日の間でございます。 

 契約の相手方は、島根県鹿足郡津和野町枕瀬５７５番地９、堀建設株式会社代表取締

役堀大地でございます。 

 １枚めくっていただきまして、資料１といたしまして、仮契約書の写しを添付してお

ります。 

 次に、参考資料１が配置図になります。図面下側に、駐車場（新整備）と記載されて

おりますけども、既存の高台にある駐車場を本庁舎入り口と同じ高さにした場合の、駐

車場の配置になります。 

 また、図面左側になりますが、２階屋上から国道１８７号線に向けて新設通路橋を設

けております。 

 公用車の車庫、木造でございますが、これを新たに配置をいたします。 

 次の、参考資料２を見ていただけたらと思います。１階の平面図になります。 

 入り口にエントランスホールを設け、右側の西中国信用金庫津和野支店日原出張所を

設けております。 

 正面に、税務住民課、左側の元診療室については、出納室、つわの暮らし推進課及び

総務財政課を配置をしております。その並びに、副町長室、廊下を挟んで町長室の配置

をしております。 

 図面上段には、建設課及び組合事務所を配置しておるところでございます。 

 次に、参考資料３が２階の平面図になります。主に議場等の議会関係と、防災及び電

算室を配置しておるところでございます。 

 以上でございます。 

 それでは、続いて、議案第６５号を御説明いたします。 

 小型動力ポンプ付普通積載車の取得について、地方自治法第９６条第１項第８号の規

定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 契約の目的につきましては、小型動力ポンプ付普通積載車の売買契約でございます。 

 畑迫地区を担当しております第４分団に配備しております積載車が、購入後２３年を

経過しており、老朽化が進んでおりますので、消防団総合整備計画に基づき、更新する

ものでございます。 



 積載車の仕様につきましては、ディーゼルエンジン搭載のパワーステアリング付四輪

駆動で、乗車定員６名でございます。 

 契約の方法でございますが、指名競争入札による契約でございます。指名業者は７社

でございましたが、４社辞退されましたので、３社で６月９日に執行いたしました。落

札率につきましては、９４.９２％でございます。 

 契約の金額につきましては、１,０３９万５,０００円でございます。 

 契約の相手方は、島根県松江市学園１丁目６─１４、株式会社クマヒラセキュリティ

松江支店支店長小松幹昇でございます。 

 １枚めくっていただきまして、資料を御覧ください。 

 納入期限でございますが、令和３年３月２６日を期限としております。 

 納入場所につきましては、津和野地区消防センター、津和野分遣所でございますが、

としておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第６６号 

日程第８．議案第６７号 

日程第９．議案第６８号 

日程第１０．議案第６９号 

日程第１１．議案第７０号 

日程第１２．議案第７１号 

日程第１３．議案第７２号 

日程第１４．議案第７３号 

日程第１５．議案第７４号 

日程第１６．議案第７５号 

日程第１７．議案第７６号 

日程第１８．議案第７７号 

日程第１９．議案第７８号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第６６号津和野町職員の特殊勤務手当の支給

に関する条例の一部改正についてより、日程第１９、議案第７８号津和野町消防団員

等公務災害補償条例の一部改正についてまで、以上１３案件につきましては、会議規

則第３７条の規定により、一括議題とします。 

 執行部より、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第６６号でございますが、津和野町職員の特

殊勤務手当の支給に関する条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでござ

います。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 



 議案第６７号でございますが、津和野町固定資産評価審査委員会条例の一部改正につ

いて、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説

明を申し上げます。 

 議案第６８号でございますが、津和野町税条例の一部改正について、議会の議決を求

めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第６９号でございますが、津和野町立保育所等設置及び管理に関する条例の一部

改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長

から御説明を申し上げます。 

 議案第７０号でございますが、津和野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につ

きましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第７１号でございますが、津和野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳

細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第７２号でございますが、津和野町放課後児童クラブ設置及び管理運営に関する

条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、

担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第７３号でございますが、津和野町後期高齢者医療に関する条例の一部改正につ

いて、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説

明を申し上げます。 

 議案第７４号でございますが、津和野町国民健康保険条例の一部改正について、議会

の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上

げます。 

 議案７５号でございますが、津和野町国民健康保険税条例の一部改正について、議会

の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上

げます。 

 議案第７６号でございますが、津和野町介護保険条例の一部改正について、議会の議

決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げま

す。 

 議案第７７号でございますが、津和野町医療従事者住宅の設置及び管理に関する条例

の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担

当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第７８号でございますが、津和野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ

いて、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説

明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第６６号を御説明いたします。 

 今回の一部改正につきましては、人事院規則の改正により、国家公務員の特殊勤務手

当について、新型コロナウイルス感染症対策業務に関し、防疫等作業手当の特例が新た

に規定されたことに伴い、津和野町職員の特殊勤務手当の支給に関する条例を一部改正

するものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 アンダーラインの部分が改正内容となります。 

 改正内容といたしましては、附則の３として、前段のところで新型コロナウイルス感

染症防疫作業場所の要件、次に作業内容に係る要件が定められております。その作業に

従事した時は、感染症防疫作業手当を支給する旨が定められておるところでございます。 

 ４といたしまして、感染症防疫作業手当の額については、作業に従事した日、１日に

つき３,０００円、新型コロナウイルス感染症の患者等の体に接触して行う作業等に従

事する場合は、１日につき４,０００円とすることが定められております。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用

するものでございます。 

 以上でございます。 

 それでは続きまして、議案第６７号を御説明させていただきたいと思います。 

 今回の一部改正につきましては、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する

法律の改正に伴い、条例で引用する同法の法律名及び条項を整備するため、津和野町固

定審査評価審査委員会条例を一部改正するものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 アンダーラインの部分が改正内容となります。 

 改正内容といたしましては、現行、行政手続等における情報通信の技術の利用に関す

る法律、その名前が情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律に改正をされま

した。それに伴い、関係条項についても整備をしたものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  それでは、議案第６８号について御説明します。 

 今回の改正は、地方税法等の一部を改正する法律が令和２年４月３０日に公布された

ことに伴う町税条例の一部改正であり、原則として公布の日から施行するものでありま

す。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第１条関係の附則第１０条は、固定資産税について法律改正に合わせた読替規定です。 

 第１０条の２は、固定資産税について。法律の改正及び条ずれによる改正です。 

 その裏、新旧対照表、２ページを御覧ください。 



 第２７項では、生産性革命の実現に向けた固定資産税の特例措置の拡充について規定

しております。今回の改正では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも新規

に設備投資を行う中小事業者等を支援する観点から、適用対象に一定の事業用家屋及び

構築物を加えるものであります。 

 その下、附則第１５条の２は、軽自動車税の環境性能割の非課税について、法律改正

に合わせ改正するものです。具体的には、軽自動車税環境性能割の税率を１％分軽減す

る特例措置の適用期限を６月延長し、令和３年３月３１日までに取得したものを対象と

する改正です。 

 附則第２４条は、新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例に係る手続等に

ついて、法律改正に合わせ改正するものです。 

 １枚はぐっていただいて新旧対照表５ページを御覧ください。 

 第２条による改正については、今回、附則第２５条、２６条を追加しています。 

 附則第２５条では、新型コロナウイルス感染症等に係る給付金税額控除の特例につい

て規定しています。 

 附則第２６条では、新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別税額控除の

特例について規定しています。 

 いずれも法律改正に合わせた改正で、施行日は令和３年１月１日としています。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  続きまして、議案第６９号津和野町立保育所等設置

及び管理に関する条例の一部改正について、御説明をいたします。 

 本案は、町営で行っておりました日原保育園について、３月末をもって廃止されたこ

と、４月１日より、社会福祉法人つわの清流会へ運営が移管されたことに伴い、津和野

町立保育所等設置及び管理に関する条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第２条の表中、日原保育園の項を削除するものであります。 

 附則として、施行期日でありますが、公布の日から施行し、令和２年４月１日から適

用するであります。 

 続きまして、議案第７０号津和野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正について御説明いたします。 

 本案は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令が令和

２年４月１日から施行されたことに伴い、津和野町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第６条において、国家戦略特区では小規模保育事業の対象年齢の原則を撤廃できるこ

と、１枚めくっていただいて、同条に追加する第２項において、代替保育の提供に係る



連携施設の確保が困難な場合には、代替保育の規定を適用しないことができること、第

３項において、その場合には代替保育の連携施設として小規模保育事業所または事業所

内保育事業所を確保すること、第４項において、事業所内保育事業所について、町長が

適当と認める場合には連携施設の確保を不要とすること、第５項において、前項の場合、

企業主導型保育事業実施施設や地方公共団体から助成を受けている認可外保育施設を

連携施設とすることができることとしています。 

 １枚めくっていただいて、第２３条においては、号の改正、第３７条においては、保

護者の疾患や障害等により養育を受けることが困難な乳幼児に対する居宅訪問型保育

の実施が可能であることを明確化しています。 

 附則として、施行期日でありますが、公布の日から施行し、令和２年４月１日から適

用するであります。 

 続きまして、議案第７１号津和野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正について御説明いたします。 

 本案は、放課後児童クラブにおけるみなし支援員に係る経過措置が今年３月３１日で

終了したことに伴い、本町としては国の放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準の参酌により、この経過措置期間を３年間延長するため、津和野町放課後児童健

全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 附則の第２条中、基礎資格を有する研修未受講者の取扱いの緩和を３年間延長し、令

和５年３月３１日までとするものであります。 

 附則として、施行期日でございますが、公布の日から施行し、令和２年４月１日から

適用するであります。 

 続きまして、議案第７２号津和野町放課後児童クラブ設置及び管理運営に関する条例

の一部改正についてを御説明いたします。 

 本案は、放課後児童クラブにおいて今年度のつわのっ子クラブの登録者数が増加した

ことによる定員の変更と、今年度よりきべっ子クラブの位置が木部さとやま保育園内か

ら木部小学校内に変更したことに伴い、津和野町放課後児童クラブ設置及び管理運営に

関する条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第２条の表中、つわのっ子クラブの定員を「３５人」から「５０人」に、きべっ子ク

ラブの位置を「津和野町中川５６７番地 木部さとやま保育園内」から「津和野町中川

４２４番地 木部小学校内」とするものであります。 

 附則として、施行期日でございますが、公布の日から施行し、令和２年４月１日から

適用するであります。 

 続きまして、議案第７３号津和野町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

を説明いたします。 



 本案は、新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に対する傷病手当金につい

て、支給に関する申請受付等の事務を町の窓口で行うために、津和野町後期高齢者医療

に関する条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 附則の見出しとして「新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手

当金の支給に関する事務」を本文として、３、広域連合条例附則第５条から第７条まで

の規定により新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金の支

給が行われる間は、町は、第２条各号に掲げる事務のほか、傷病手当金の支給に係る申

請書の提出の受付及びこれに付随する事務を行うものとするを追加するものでありま

す。 

 附則としまして、この条例は、公布の日から施行するであります。 

 続きまして、議案第７４号津和野町国民健康保険条例の一部改正についてを御説明い

たします。 

 本案は、国民健康保険法の改正に合わせ、政令において国民健康保険運営協議会の任

期が３年と規定されたこと、また、新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に

傷病手当金を支給するため、津和野町国民健康保険条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第２条第２項について、委員の任期が政令で定められたことにより、本町の条例から

は削除するものであります。 

 次に、附則の第６項でありますが、新型コロナウイルス感染症に感染したとき、また

は発熱等の症状があり、当該感染症の感染が疑われるときに限り、給与等の支払いを受

けている被保険者が、療養のため労務に服することができないときは、その労務に服す

ることができなくなった日から起算して３日を経過した日から労務に服することがで

きない期間のうち労務に就くことを予定していた日について、傷病手当金を支給すると

いうこと。 

 第７項でありますが、傷病手当金の額は、１日につき、傷病手当金の支給を始める日

の属する月以前の直近の継続した３月間の給与等の収入の額の合計額を就労日数で除

した金額の３分の２に相当する金額とする、ということ。 

 第８項でありますが、傷病手当金の支給期間は、その支給を始めた日から起算して１

年６月を超えないものとすること。 

 第９項でありますが、給与等の全部または一部を受け取ることができる者に対しては、

これを受け取ることができる期間は、傷病手当金を支給しないこと。 

 第１０項でありますが、第９項に規定する者が、その受け取ることができるはずであ

った給与等の全部または一部につき、その全額を受け取ることができなかったときは傷

病手当金の全額、その一部を受け取ることができなかった場合において、その受けた額

が傷病手当金の額より少ない時はその額と傷病手当金との差額を支給するということ。 



 第１１項でありますが、第１０項の規定によりこの町が支給した金額は、当該被保険

者を使用する事業所の事業主から徴収するということであります。 

 附則として、施行期日でございますが、公布の日から施行し、改正後の附則第６項か

ら第１１項までの規定は、傷病手当金の支給を定める日が令和２年１月１日から規則で

定める日までの間に属する場合に適用するであります。 

 続きまして、議案第７５号津和野町国民健康保険税条例の一部改正についてを御説明

いたします。 

 本案は、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者に対する国

民健康保険税の減免を行うための本文を追加するため、津和野町国民健康保険税条例を

一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第２４条第２号の次に第３号として、その他特別な事情がある者を加えるものであり

ます。 

 附則として、施行期日でございますが、公布の日から施行するであります。 

 続きまして、議案第７６号津和野町介護保険条例の一部改正についてを御説明いたし

ます。 

 本案は、一つには、国において昨年１０月の消費税率１０％への引き上げに伴う低所

得者への保険料負担軽減措置を図るため、もう一つは、新型コロナウイルス感染症の影

響により収入が減少した被保険者に対して介護保険料の減免を行うために津和野町介

護保険条例を一部改正するものであります。 

 １枚めくっていただいて、新旧対照表を御覧ください。 

 第２条第１項において「平成３０年度から平成３２年度までの」を「平成３０年度か

ら令和２年度までの」に改め、第２項において第１段階の年間保険料２万４,２００円を１

万９,４００円に、第３項において第２段階の年間保険料４万４００円を３万２,３００

円に、第４項において第３段階の年間保険料４万６,９００円を４万５,２００円に、そ

れぞれ減額するものであります。 

 次に、附則に追加して、見出しを新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少

が見込まれる場合等における保険料の減免に係る申請期限の特例とし、新型コロナウイ

ルス感染症により、第１号被保険者の属する世帯の生計を主として維持する者が死亡し、

または重篤な傷病を負った場合、または新型コロナウイルス感染症の影響により、第１

号被保険者の属する世帯の生計を主として維持する者の事業収入、不動産収入、山林収

入または給与収入の減少が見込まれる場合の減免の申請期限を新型コロナウイルス感

染症以外の場合、普通徴収であればその納期限までに、特別徴収であれば特別徴収対象

年金給付の支払いに係る前々月の１５日までに申請をしなければならないものを、町長

が別に申請期限を定めることができるとするものであります。 



 附則として、施行期日でございますが、公布の日から施行し、令和２年４月１日から

適用する。ただし、改正後の津和野町介護保険条例附則第７項の規定については、令和

２年２月１日から適用する。経過措置としまして、この条例による改正後の津和野町介

護保険条例第２条の規定は、令和２年度以降の年度分の保険料について適用し、平成３

１年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例によるであります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  議案第７７号について御説明をいたします。 

 津和野町医療従事者住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正についてでありま

す。 

 今回の条例改正は、今後活用予定のない医療従事者住宅を削除することに伴い、第１

条、第５条関係の別表の一部を改正するものでございます。 

 改正内容につきましては、ページをめくっていただきまして、新旧対象表を御覧くだ

さい。 

 名称、野口住宅（Ａ）、位置、津和野町河村１１５４番地８外、家屋番号、１１５９

番８、利用料、３万１００円を削ります。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第７８号を御説明いたします。 

 津和野町消防団員等公務災害補償条例の基準となります非常勤消防団員等に係る損

害補償の基準を定める政令について、損害補償の補償基準額の支給時の算定に用いる法

定利率が改正されたことに伴い、津和野町消防団員等公務災害補償条例を一部改正する

ものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 アンダーラインの部分が改正内容となります。 

 内容といたしましては、第５条第２項第１号において、事故発生日についての定義を

定めております。 

 １枚めくっていただきまして、附則第３条の４第５項第２号では１００分の５を事故

発生日における法定利率に改めております。 

 ２枚めくっていただきまして、最終ページになりますが、別表の第５条関係の補償基

準額表をそれぞれの区分に応じて基準額の改定をしておるところでございます。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用す

るものでございます。 

 また、経過措置といたしまして、改正後の条項や別表の規定は令和２年４月１日以後

に支給すべき事由が生じた損害補償について適用し、同日前に支給すべき事由の生じた



損害補償につきましては、従前の例によるとするものでございます。ただ、損害補償の

うち、傷病補償年金、障害補償年金及び遺族補償年金の傷病補償年金等につきましては、

令和２年４月分以降の月分について、改正後の条項や別表の規定を適用する旨が定めら

れておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 ちょっと休憩を挟みたいと思います。 

午前９時 40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時 43分再開 

○議長（沖田  守君）  暫時休憩を解き、会議を続行いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第７９号 

日程第２１．議案第８０号 

日程第２２．議案第８１号 

日程第２３．議案第８２号 

日程第２４．議案第８３号 

日程第２５．議案第８４号 

日程第２６．議案第８５号 

日程第２７．議案第８６号 

日程第２８．議案第８７号 

日程第２９．議案第８８号 

○議長（沖田  守君）  日程第２０、議案第７９号令和２年度津和野町一般会計補正

予算（第３号）より、日程第２９、議案第８８号令和２年度津和野町水道事業会計補

正予算（第１号）まで、以上１０案件につきましては、会議規則第３７条の規定によ

り一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第７９号でございますが、令和２年度津和野

町一般会計補正予算（第３号）についてでございます。歳入歳出それぞれ９億９,２

６１万７,０００円を追加し、歳入歳出予算総額それぞれ１０９億４,５０７万２,０

００円とするものでございます。詳細につきましては担当課長から御説明を申し上げ

ます。 

 議案第８０号令和２年度津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

でございますが、歳入歳出それぞれ２,２５７万２,０００円を追加し、歳入歳出予算総

額それぞれ１０億９,４５０万円とするものでございます。詳細につきましては担当課

長から御説明を申し上げます。 



 議案第８１号令和２年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてでご

ざいますが、歳入歳出それぞれ２,８８６万円を追加し、歳入歳出予算総額それぞれ１

４億１,９９９万５,０００円とするものでございます。詳細につきましては担当課長か

ら御説明を申し上げます。 

 議案第８２号令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

てでございますが、歳入歳出それぞれ１０１万７,０００円を追加し、歳入歳出予算総

額それぞれ３億１,７５５万９,０００円とするものでございます。詳細につきましては

担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８３号令和２年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてで

ございますが、歳入歳出それぞれ７万４,０００円を減額し、歳入歳出予算総額それぞ

れ３億９,１４９万９,０００円とするものでございます。詳細につきましては担当課長

から御説明を申し上げます。 

 議案第８４号令和２年度津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてでございますが、既定の歳入歳出予算総額を３８２万２,０００円とするものでご

ざいます。詳細につきましては担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８５号令和２年度津和野町診療所特別会計補正予算（第１号）についてでござ

いますが、歳入歳出それぞれ２２６万４,０００円を追加し、歳入歳出予算総額それぞ

れ５,５６７万円とするものでございます。詳細につきましては担当課長から御説明を

申し上げます。 

 議案第８６号令和２年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第１号）

についてでございますが、歳入歳出それぞれ１,４３１万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算総額それぞれ３億４２４万８,０００円とするものでございます。詳細につきま

しては担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第８７号令和２年度津和野町病院事業会計補正予算（第１号）についてでござい

ますが、収益的収入を９７１万６,０００円追加し、収益的収入予算総額７億７,６３０

万８,０００円、収益的支出を１万４,０００円追加し、収益的支出予算総額７億６,６

６０万６,０００円とするものでございます。詳細につきましては担当課長から御説明

を申し上げます。 

 議案第８８号令和２年度津和野町水道事業会計補正予算（第１号）についてでござい

ますが、収益的収入を１,５６０万４,０００円追加し、収益的収入予算総額３億４,０

４７万６,０００円、収益的支出を１,６２５万６,０００円追加し、収益的支出予算総

額３億７７６万６,０００円に、資本的収入を２５８万２,０００円追加し、資本的収入

予算総額１億２,６２７万５,０００円に、資本的支出を２６４万４,０００円追加し、資

本的支出予算総額２億４８６万３,０００円とするものでございます。詳細につきまし

ては担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第７９号を御説明いたします。 

 まず、４ページをお開きください。 

 第２表の地方債補正の追加と変更でございます。総額で、５億５,９００万円の増額

補正をしております。詳細につきましては、事項別明細書の中で御説明をいたします。 

 それでは、歳出の主なものから御説明いたしますので、１８ページをお開きください。 

 また、お手元に補正予算の概要説明を用意しておりますので、併せて御参照いただけ

たらと思います。 

 なお、このたびの補正で歳出の各費目に人件費を計上しておりますが、これは４月１

日付人事異動に伴う補正でございます。 

 総務費では、財政管理費の積立金として、平成３１年度の剰余金に伴い減債基金積立

金３,５００万円を積み立てるものでございます。１枚めくっていただきまして、財産

管理費の委託料では、設計監理業務委託料として、津和野庁舎増築棟、実施設計業務委

託料１,０４２万４,０００円、公共施設総合管理計画に係る個別施設計画策定業務２４

２万円を増額をしております。 

 企画費の委託料として、高校生の地域留学推進のための地域留学推進事業委託料８７

１万円を増額、負担金補助及び交付金として、下町コミュニティーセンターのエアコン

等修理に係るコミュニティ助成事業補助金２２０万円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、住民協働推進事業費の負担金補助及び交付金として、

人と地域を育む畑迫の次世代まちづくり事業に伴い過疎地域等集落ネットワーク圏形

成支援事業補助金２,０００万円を増額をしております。 

 定住対策費の負担金補助及び交付金として、空き家再生に係る定住支援体制強化補助

金１,２００万円を増額をしております。 

 道の駅管理費では、なごみの里管理費の負担金補助及び交付金として、温浴施設脱衣

室ロッカーの取替え等の修繕工事負担金６４１万７,０００円を増額をしております。 

 津和野城山整備事業費の工事請負費として、城山整備事業に係る記念碑設置工事７０

９万５,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業費の

総務財政課分として、消毒液等の消耗品費９２３万９,０００円、備品購入費として、

避難所等への空間除菌脱臭器等の購入に伴い庁用器具費１,０７９万８,０００円を新

たに計上しております。 

 健康福祉課分の委託料として、放課後児童クラブ運営委託料１９４万７,０００円、

負担金補助及び交付金として、子育て世帯支援給付金事業負担金５６４万円、換気シス

テム設置支援事業補助金３６０万円を新たに計上しております。 

 商工観光課分の備品購入費として、レトルト製造機等の備品購入費４０２万３,００

０円、１枚めくっていただきまして、負担金補助及び交付金として、試作開発支援事業

に係る商業・サービス業感染症対応支援事業補助金１,６００万円及びコロナウイルス



感染対策プレミアム商品券販売事業補助金４,００６万５,０００円等総額で９,９４４

万１,０００円を新たに計上をしております。 

 ３４ページをお開きください。 

 民生費では、社会福祉総務費の修繕料として、津和野町福祉センタートイレ洋式化等

改修費１２３万１,０００円、委託料として、国保オンライン資格確認等の社会保険・

税番号制度システム整備委託料３０５万４,０００円、繰出金として、国保及び介護特

別会計へ繰出金９９１万８,０００円、子育て世帯支援給付金事業費の負担金補助及び

交付金として、子育て支援給付金事業費負担金５６４万円を新型コロナウイルス感染症

対応地方創生推進事業費へ組替え計上をしております。 

 １枚めくっていただきまして、児童福祉総務費の委託料として、日原保育園建設工事

基本設計業務委託料８６９万円を増額、負担金補助及び交付金として、各保育園の新型

コロナウイルス感染症対策に係る保育環境改善等事業補助金２１５万円、放課後児童ク

ラブ等に対する新型コロナウイルス感染拡大防止事業補助金４００万円を増額をして

おります。 

 ４６ページをお開きください。 

 衛生費の保健衛生総務費の繰出金として、人事異動による人件費の増や配水管移設工

事等により、水道事業会計への繰出金１,２７３万２,０００円を計上しております。 

 続いて、５２ページをお開きください。 

 農林水産業費では、農業振興費の負担金補助及び交付金として、新規就農者整備支援

に係る農業施設機械等導入及び整備補助金３６３万９,０００円、新規就農者整備支援

事業費補助金３３６万７,０００円を増額をしております。農地費の委託料として、小

瀬ため池廃止測量設計業務２２９万９,０００円を工事請負費から組替え計上、農道橋

橋梁点検診断業務委託料２０９万円を増額をしております。 

 ５６ページをお開きください。 

 林業振興費では、使用料及び賃借料として、原木・チップヤード建設地土地借り上げ

料７２万円、工事請負費として、原木・チップヤード建設地敷地整備工事１２３万４,

０００円を増額しております。有害鳥獣駆除等事業の貸付金として、県交付金の内示に

伴い津和野町有害鳥獣被害対策協議会貸付金６６６万円を増額をしております。林道費

の委託料として草刈り作業による林道管理委託料２６５万円を増額、工事請負費といた

しまして、林道火の谷分谷線災害対策工事１,５００万円を新たに計上しております。 

 ６０ページをお開きください。 

 商工費の商工振興費から新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業費への組

替え分として、委託料の町内消費等消費拡大キャンペーン委託料１００万円、備品購入

費としてレトルト製造機等の備品購入費３９４万２,０００円を組替え計上しておりま

す。負担金補助及び交付金として空き店舗活用としての地域商業活性化支援補助金６０

０万円、日原賑わい創出施設と道の駅の二つを拠点とする地域づくり人材育成事業等に



伴い、日原賑わい創出推進協議会補助金２,０００万円を増額、１枚めくっていただき

まして、業績悪化緩和運転資金補助金２,７００万円等を組替え計上しております。 

 観光費の委託料として、畑迫地域の市場調査等シェアリングエコノミー活用推進事業

委託料６３１万９,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、歴史的風致維持向上事業費の津和野駅周辺整備事業費

では、委託料として駅舎等の施工監理業務委託料２,３３３万１,０００円を新たに計上、

工事請負費として駅前周辺整備工事費２億３,６１８万１,０００円を増額、補償金とし

て（株）ＪＲサービスネット等の移転補償費５２２万３,０００円を新たに計上してお

ります。 

 高質空間形成施設整備事業費では、多目的トイレの施工監理業務委託料８９５万４,

０００円、工事請負費として、多目的トイレ整備工事費６,９３０万円を新たに計上し

ております。 

 街並み環境整備事業費では、委託料として駅前小公園整備工事工損調査業務委託料１

２３万２,０００円を新たに計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、土木費の土木総務費の委託料として圃場整備に伴い、

奥ケ野地区の登記事務委託料１０８万８,０００円を増額、繰出金として、津和野町下

水道事業特別会計繰出金３０９万円を減額をしております。 

 地籍調査事業の委託料として、相撲ケ原地区ほか３地区の境界伐開業務委託料３８９

万１,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、道路維持費の工事請負費として、町道戎丁天神丁線道

路舗装工事２５２万１,０００円を増額、備品購入費として、ミニバックホウ等道路維

持機械購入費５５６万円を新たに計上しております。 

 道路新設改良費では、滝谷１号線ほか２路線の工事請負費７９３万５,０００円を委

託料等へ組替え計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、消防費の非常備消防費の報償費として、消防団員７名

分の退職報償金３９４万２,０００円を計上しております。 

 災害対策費の消耗品費３９１万円を新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事

業費へ組替え計上しております。 

 ７４ページをお開きください。 

 教育費の教育諸費の委託料として、津和野小学校プール改築工事管理業務委託料等３

１３万９,０００円を増額、工事請負費として、津和野小学校プール改修工事費５,４６

５万９,０００円、木部小学校グラウンド整備工事費１,７５２万８,０００円で、合計

７,２１８万７,０００円を新たに計上しております。 

 ８０ページをお開きください。 

 社会教育費の修繕料として、日原公民館外部階段改修工事費等３３８万１,０００円を

増額、１枚めくっていただきまして、委託料として、山村開発センター解体工事施工管



理業務委託料１９８万円を増額、工事請負費といたしまして、山村開発センター解体工

事費１億７,５４９万４,０００円を新たに計上しております。 

 文化財保護費の工事請負費として、城山作業道復旧工事費３,０２３万２,０００円を

新たに計上、貸付金として民俗芸能保存協議会貸付金４１３万６,０００円を減額をし

ております。 

 １枚めくっていただきまして、旧堀氏庭園管理費の修繕料として欄干修繕等１０４万

１,０００円を増額をしております。 

 それでは、歳入を御説明いたしますので、１０ページにお戻りください。 

 国庫支出金の総務費国庫補助金として、高校生の地域留学推進のための地域留学推進

事業に伴い、地方創生支援事業費補助金８８１万円、人と地域を育む畑迫の次世代まち

づくり事業に伴い、過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業費補助金２,０００万

円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金８,１２０万１,０００円を増額

しております。 

 民生費国庫補助金として、放課後児童クラブ等に対する新型コロナウイルス感染拡大

防止事業等に伴い子ども・子育て支援交付金４６０万８,０００円、各保育園の新型コ

ロナウイルス感染症対策に係る保育環境改善等事業に伴い保育対策総合支援事業費補

助金３１５万円を増額をしております。 

 商工費国庫補助金として、津和野駅周辺整備事業及び高質空間形成施設整備事業に伴

い社会資本整備総合交付金６,３２０万円、日原賑わい創出施設等道の駅の二つを拠点

とする地域づくり人材育成事業等に伴い、過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業

費補助金２,０００万円を新たに計上をさせていただいております。 

 商工費委託金として、畑迫地域の市場調査等シェアリングエコノミー活用推進事業費

に対するシェアリングエコノミー活用推進事業費補助金７４９万７,０００円を新たに

計上しております。 

 県支出金の総務費県補助金として、空き家再生事業等に伴いしまね定住推進住宅整備

支援事業費補助金１,０２６万５,０００円を増額をしております。 

 農林水産業費県補助金の農業費補助金として、新規就農者整備支援事業費補助金３３

６万７,０００円を増額、林業費補助金として、木質バイオマス事業の交付金内示に伴

い林業・木材産業成長産業化促進対策交付金３,１５１万６,０００円を減額、林道点検

診断保全整備事業に伴い農村漁村地域整備交付金３００万円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、商工費県補助金として、空き店舗活用に伴う地域商業

活性化支援事業補助金３００万円、試作開発支援事業による商業・サービス業感染症対

応支援事業費補助金１,２００万円を増額しております。 

 土木費補助金として、ミニバックホウ等道路維持機械購入に伴い電源立地地域対策交

付金４５３万８,０００円を増額をしております。 



 教育費県補助金として、山村開発センター解体工事に伴い空き家対策総合支援事業費

補助金３,０５１万５,０００円を計上しております。 

 寄附金といたしまして、城山整備事業に係る記念碑設置工事に伴い総務寄附金７０９

万５,０００円を計上しております。 

 繰入金として、財政調整基金繰入金１億５００万円、森林整備基金繰入金３１５万５,

０００円を計上をしております。 

 繰越金として、平成３１年度剰余金６,４７０万８,０００円を計上しております。 

 諸収入の貸付金元利収入として、津和野町有害鳥獣被害対策協議会貸付金返還金６６

６万６,０００円を増額、民俗芸能保存協議会貸付金返還金４１３万６,０００円を減額

をしております。 

 雑入として、消防団員７名分の退職報奨金３９４万２,０００円、つわの暮らし推進

課では、下町コミュニティーセンターのエアコン等修理に伴い、コミュニティ助成事業

補助金２２０万円を増額しております。 

 １枚めくっていただきまして、町債の総務債の一般単独事業債では、津和野庁舎増築

棟実施設計業務に伴い合併特例９９０万円を増額しております。 

 農林業債の過疎対策事業債では、木質バイオマス事業の補助率の修正に伴い自然エネ

ルギー利用施設３,１５０万円を増額、林道火の谷分谷線災害対策工事に伴い緊急自然

災害防止対策事業１,５８０万円を新たに計上しております。 

 商工債の過疎対策事業債では、駅周辺整備事業費、高質空間形成施設整備事業費及び

街並み環境整備事業費に伴い観光施設整備事業２億８,１３０万円を増額をしておりま

す。 

 教育債の一般単独事業債として、木部小学校グラウンド整備事業に伴い合併特例１,

６６０万円を増額、過疎対策事業債として、津和野小学校プール改築事業及び山村開発

センター解体事業に伴い教育の振興事業２億３９０万円を増額をしております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  それでは、議案第８０号令和２年度津和野町国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）について、御説明いたします。 

 歳出より御説明いたしますので、１０ページを御覧ください。総務費の一般管理費１

４万円減は、職員の人事異動によるものでございます。１２ページを御覧ください。傷

病手当金５０万円増は、新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に傷病手当金

を支給するものであります。１４ページを御覧ください。特定健康診査等事業費５万３,

０００円増は、特定保健指導用リーフレットを購入するためのものであります。 

 続いて、歳入を御説明いたしますので、８ページを御覧ください。県支出金の保険給

付金等交付金５０万円の増は、歳出で説明しました新型コロナウイルス感染症に感染し

た被保険者等に支給する傷病手当金に係る特別調整交付金であります。 



 その下、一般会計繰入金１４万円減は、歳出の総務費で説明しました職員の人事異動

によるものであります。繰越金２,２２１万２,０００円増は、平成３１年度分の繰越し

であります。 

 以上であります。 

 続きまして、議案第８１号令和２年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第１号）

について、御説明いたします。 

 歳出より御説明いたしますので、１０ページを御覧ください。総務費の一般管理費３

１８万５,０００円増は、職員の人事異動によるものであります。１２ページを御覧く

ださい。地域支援事業費の包括的・継続的ケアマネジメント事業費７４８万６,０００

円増は、これも職員の人事異動によるものであります。１４ページを御覧ください。諸

支出金の国庫支出金等還付金５３８万２,０００円増は、前年度の介護給付費負担金及

び支払基金交付金の還付金であります。 

 続いて、歳入を御説明いたしますので、８ページを御覧ください。国庫支出金の介護

予防・日常生活支援総合事業交付金５万円増、包括的支援事業・任意事業交付金３１万

円増、支払基金交付金の介護予防・日常生活支援総合事業交付金６万７,０００円の増、県

支出金の介護予防・日常生活支援総合事業交付金３万１,０００円増、包括的支援事業・

任意事業交付金１５万５,０００円増、一般会計繰入金のうち、包括的支援事業・任意

事業繰入金６８７万３,０００円増は、歳出の地域支援事業で説明しました、職員の給

与等に係るものであります。一般会計繰入金のうち、職員給与費等繰入金３１８万５,

０００円増は、歳出の一般管理費で説明しました職員の給与等に係るものであります。 

 繰越金１,８１８万９,０００円増は、平成３１年度の繰越金であります。 

 以上であります。 

 続きまして、議案第８２号令和２年度津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について、御説明いたします。 

 歳出から説明いたしますので、１０ページを御覧ください。後期高齢者医療広域連合

納付金の保険料負担金１０１万７,０００円増は、前年度分の確定によるものでありま

す。 

 １枚戻っていただき、８ページ、歳入でありますが、繰越金１０１万７,０００円増

は、前年度分の繰越しであります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（清水 浩志君）  議案第８３号を御説明いたします。令和２年度津和

野町下水道事業特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。営業費の業務費でございます。人件費でございま

すが、給料、職員手当、共済費につきましては、職員の人事異動に伴うもので、合計７



万４,０００円を減額しております。処理場費につきましては、７万４,０００円の財源

振替を行うものでございます。 

 続きまして、１２ページ、公債費でございます。公債費の元金として３０１万６,０

００円の財源振替を行うものでございます。なお、財源につきましては繰越金でござい

ます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。一般会計繰入金として３０９万円を減

額しております。繰越金につきましては、平成３１年度の剰余金として３０１万６,０

００円を計上しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第８４号を御説明いたします。令和２年度津和野町農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。営業費の業務費につきましては１３万６,０００円の

財源振替を行うものでございます。なお、財源につきましては繰越金でございます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。繰越金につきましては、平成３１年度

の剰余金として１３万６,０００円を計上しております。これによりまして、一般会計

繰入金を１３万６,０００円減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  議案第８５号令和２年度津和野町診療所特別会計補

正予算（第１号）について、御説明をいたします。 

 歳入の８ページ、９ページを御覧ください。繰越金として平成３１年度剰余金２２６

万４,０００円を計上しております。 

 １ページめくってもらいまして、歳出の１０ページ、歳入の繰越金２２６万４,００

０円を予備費として計上します。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第８６号令和２年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予

算（第１号）であります。 

 歳入の８ページを御覧ください。繰越金として平成３１年度剰余金１,４３１万１,０

００円を計上しております。 

 １ページめくってもらいまして、歳出でございます。歳入の繰越金１,４３１万１,０

００円を予備費として計上しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第８７号令和２年度津和野町病院事業会計補正予算（第１号）でご

ざいます。 

 ３ページを御覧ください。下段の収益的支出の医業費用の給与費１万４,０００円の

増額は、法定福利費によるものであります。 



 上段の収益的収入を御覧ください。医業外収益の負担金交付金１万４,０００円の増

額は、給与費の法定福利費１万４,０００円によるものです。特別利益の過年度損益修

正益は令和２年２月分、３月分の診療報酬等実績額が未収金計上額を上回った９０７万

２,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（清水 浩志君）  議案第８８号を御説明いたします。令和２年度津和

野町水道事業会計補正予算（第１号）でございます。 

 予算書２ページの第４条を御覧ください。企業債の変更でございます。１７０万円の

増額補正をしております。なお、詳細につきましては、後ほど御説明いたします。 

 １６ページ下段、収益的収入及び支出の支出を御覧ください。水道事業費用営業費用

の原水及び浄水費でございます。人件費でございますが、給料、手当、賞与引当金繰入

額、法定福利費につきましては、人事異動に伴うもので、合計７０万４,０００円を増額

しております。修繕費につきましては、中曽野浄水場ろ過池修繕費として１２万１,０

００円を増額しております。 

 続きまして、配水及び給水費でございます。人件費でございますが、手当、賞与引当

金繰入額、法定福利費につきまして、合計１３万３,０００円を増額しております。修

繕費につきましては、曽庭橋等漏水修繕、後田地区漏水修繕等により９８万２,０００

円を増額しております。工事請負費につきましては、曽庭橋添加水道管修繕工事、町道

滝谷１号線道路改良工事に伴う配水管支障移転工事により、１,３２０万円を増額してお

ります。 

 続きまして、総係費でございます。人件費でございますが、賞与引当金繰入金額、法

定福利費、退職手当組合負担金につきまして、合計９万２,０００円を増額しておりま

す。 

 １８ページをお開きください。減価償却費でございますが、平成３１年度分としての

増額分、有形固定資産の確定に伴い１０２万４,０００円を追加計上しております。 

 戻りまして、１６ページ上段の収入を御覧ください。収益的収入でございます。営業

外収益の他会計補助金につきましては、先ほど支出で御説明いたしました営業費用の増

額に伴い１,２７３万２,０００円を増額しております。 

 長期前受金戻入につきましては、先ほど支出で御説明いたしました平成３１年度分の

減価償却費追加計上に伴う、国庫補助金等の収益化の額で３７万２,０００円を追加計

上しております。 

 雑収益につきましては、先ほど支出で御説明いたしました町道滝谷１号線道路改良工

事に伴う、配水管支障移転工事に伴います移転補償費で２５０万円を増額しております。 



 続きまして、２０ページ下段、資本的収入及び支出の支出を御覧ください。建設改良

費の水道施設整備費でございます。工事請負費につきまして、緊急管路改善事業、日原

配水管布設替え工事として２６４万４,０００円を増額しております。 

 上段の収入を御覧ください。先ほど支出で御説明いたしました工事請負経費の財源と

して、企業債につきまして１７０万円の増額をしております。また、国庫補助金につき

まして８８万２,０００円を増額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  はい。以上で、提案理由の説明を終わります。 

 それでは、１０時半まで休憩といたします。 

午前 10時 21分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 30分再開 

○議長（沖田  守君）  それでは、休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．津和野町議会選出の益田地区広域市町村圏事務組合議会議員の選挙に

ついて 

○議長（沖田  守君）  日程第３０、津和野町議会選出の益田地区広域市町村圏事務

組合議会議員の選挙についてを議題といたします。 

 組合議員でありました、２番、米澤宕文君より辞職願が提出され、組合議長より閉会

中の辞職許可がありました。よって、その後任として１名を選出するものであります。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条の規定を準用して投票

と指名推選とあります。この選挙については、指名推選としたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選に

よることに決しました。 

 お諮りをいたします。被選挙人の指名の方法については、議長において指名すること

といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 津和野町議会選出の益田地区広域市町村圏事務組合議会議員に、６番、丁泰仁君を指

名いたします。 

 お諮りをいたします。ただいま議長において指名した丁泰仁君を津和野町議会選出の

益田地区広域市町村圏事務組合議会議員の当選人と決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました丁泰

仁君を、津和野町議会選出の益田地区広域市町村圏事務組合議会議員とすることに決

しました。 

 丁泰仁君が議場におられますので、会議規則第３３条第２項の規定により、告知いた

します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．津和野町議会選出の鹿足郡事務組合議会議員の選挙について 

○議長（沖田  守君）  日程第３１、津和野町議会選出の鹿足郡事務組合議会議員の

選挙についてを議題といたします。 

 組合議員でありました、１番、草田吉丸君、５番、板垣敬司君及び１０番、後山幸次

君より辞職願が提出され、組合議長より閉会中の辞職許可がありました。よって、その

後任として３名を選出するものであります。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条の規定を準用して投票

と指名推選とあります。この選挙については、指名推選としたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選に

よることに決しました。 

 お諮りします。被選挙人の指名の方法については、議長において指名することにした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 津和野町議会選出の鹿足郡事務組合議会議員に、２番、米澤宕文君、４番、道信俊昭

君、９番、寺戸昌子君を指名いたします。 

 お諮りをいたします。ただいま議長において指名しました３名を津和野町議会選出の

鹿足郡事務組合議会議員の当選人と決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました３名

を津和野町議会選出の鹿足郡事務組合議会議員とすることに決しました。 

 米澤宕文君、道信俊昭君、寺戸昌子君が議場におられますので、会議規則第３３条第

２項の規定により、告知いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３２．津和野町議会選出の鹿足郡不燃物処理組合議会議員の選挙について 

○議長（沖田  守君）  日程第３２、津和野町議会選出の鹿足郡不燃物処理組合議会

議員の選挙についてを議題といたします。 



 組合議員でありました、６番、丁泰仁君、９番、寺戸昌子君より辞職願が提出され、

組合議長より閉会中の辞職許可がありました。よって、その後任として２名を選出する

ものであります。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条の規定を準用して投票

と指名推選とあります。この選挙については、指名推選としたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選に

よることと決しました。 

 お諮りをさせていただきます。被選挙人の指名の方法については、議長において指名

することといたします。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 津和野町議会選出の鹿足郡不燃物処理組合議会議員に、５番、板垣敬司君、１０番、

後山幸次君を指名いたします。 

 お諮りします。ただいま議長において指名しました２名を津和野町議会選出の鹿足郡

不燃物処理組合議会議員の当選人と決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました２名

を津和野町議会選出の鹿足郡不燃物処理組合議会議員とすることに決しました。 

 板垣敬司君、後山幸次君が議場におられますので、会議規則第３３条第２項の規定に

より告知いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．津和野町議会選出の鹿足郡養護老人ホーム組合議会議員の選挙につい

て 

○議長（沖田  守君）  日程第３３、津和野町議会選出の鹿足郡養護老人ホーム組合

議会議員の選挙についてを議題といたします。 

 組合議員でありました、４番、道信俊昭君、５番、板垣敬司君より辞職願が提出され、

組合議長より閉会中の辞職許可がありました。よって、その後任として２名を選出する

ものであります。 

 お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条の規定を準用して投票

と指名推選とあります。この選挙については、指名推選としたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選と

することに決しました。 

 お諮りします。被選挙人の指名の方法については、議長において指名することにいた

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、議長において指名すること

に決しました。 

 津和野町議会選出の鹿足郡養護老人ホーム組合議会議員に、３番、川田剛君、９番、

寺戸昌子君を指名いたします。 

 お諮りします。ただいま議長において指名しました２名を津和野町議会選出の鹿足郡

養護老人ホーム組合議会議員の当選人と決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました２名

を津和野町議会選出の鹿足郡養護老人ホーム組合議会議員とすることに決しました。 

 川田剛君、寺戸昌子君が議場におられますので、会議規則第３３条第２項の規定によ

り告知いたします。 

 本日までに受理した請願は、既に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、本日の日程全て終了しました。 

 本日は、これで散会といたします。大変御苦労でありました。 

午前 10時 38分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続いてのお出かけありがとうござ

います。 

 これから２日目の会議を始めたいと思います。 

 今日は、１０番、後山議員が欠席であります。 

 ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、８番、三浦英治君、９番、寺

戸昌子君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、今日から一般質問が始まりますが、質問の通告が

ありますので、順次発言を許します。 

 なお、本日午後になりますが、視聴覚障がいの方々が傍聴にお出かけでありますので、

ここで手話を入れることにいたしましたので、御了解をいただきたいと思います。 

 発言順序１番、３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  議席番号３番、川田剛であります。 

 冒頭、新型コロナウイルスによりまして、多くの方々が命を落とされております。御

冥福をお祈りいたしますとともに、また生活の多くの場面でこの新型コロナウイルスが

影響を及ぼしておりますので、一日も早い終息を願うものであります。 



 では、通告しておりますとおり、質問を始めさせていただきます。 

 まず、学校教育におけるオンライン技術の活用であります。 

 新型コロナウイルスにより、小、中、高校が休校の措置が取られておりました。休校

の間、児童生徒たちは、家庭での学習を行って過ごしておりましたが、授業を進めるこ

とができないことは、今後、大きな課題となっております。特に、進学試験や就職試験

を目前に控えた中学３年生や高校３年生、大学生にとっては、進路選択という人生の大

事な時期でもあります。 

 このような状況下、益田市においては、４月時点で就学児童のいる家庭にインターネ

ット環境調査を行っております。それと並行して、コロナウイルス禍においてもオンラ

イン会議システムを活用して、学校にいる児童、家庭にいる児童、そして先生が顔を合

わせ、オンライン会議システムでの取組を行っております。 

 津和野町においては、タブレットドリルを活用し、学習の機会を設けており、５月に

インターネット活用調査を実施されております。 

 大学や専門学校等においては、オンライン授業を実施しており、オンラインの重要性

が改めて認識された格好であります。 

 現在、学校が再開し授業が開始されておりますが、授業の遅れは大変深刻であります。

また今後、コロナウイルスが再発したり、新たな感染症が発生し拡大した場合に備え、

新たな教育の在り方を検討しておく必要があると考えます。 

 総務省では、「多様な子供たちを誰一人残すことない、公正に個別最適化された学び

の実現」を目的にＧＩＧＡスクール構想を提唱し、ビックデータの収集・分析・活用、

校内無線ＬＡＮの整備、１人１台のパソコンの整備、時間・距離に制約されない学習機

会の創出など、既存の教育環境を残しつつも、教育のＩＣＴ環境整備に取り組んでおり

ます。 

 そこで、以下についてお尋ねいたします。 

 このたび行われましたインターネット活用調査の結果についてお尋ねいたします。 

 二つ目に、この調査後、この調査をどのように活用されていくのかお尋ねいたします。 

 三つ目に、このたびのコロナウイルスにおいて授業が遅れておりますが、この授業の

遅れに対する対策はどのようにされているのかお尋ねいたします。 

 最後に、校内ＬＡＮの活用状況、児童生徒１人１台パソコンの設置の考えと、プログ

ラミング教育等、今後の活用策についてお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  おはようございます。本日から一般質問でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 最初の御質問につきましては、教育委員会関係の御質問でございますので、私のほう

から御回答をさせていただきます。 

 学校教育におけるオンライン技術の活用についてであります。 



 最初の質問でございますが、インターネット活用調査の結果についてでございますけ

れども、小中学校の全家庭に対して行ったところでございますが、全世帯２４３件に対

し、２３８件の回答があり、回答率は９８％となっております。 

 回答の結果につきましては、インターネットを用いた学習に使用できるネットワーク

環境について質問したところ、あると答えた家庭が２２０件、ないと答えた家庭が１８

件、無回答が５件となっております。 

 また、インターネットを用いた学習に使用できるＩＣＴ機器（パソコンあるいはタブ

レット等）でございますが、これについて質問したところ、あると答えた家庭が２０３

件、ないと答えた家庭が３４件、不明・未回答が１件、無回答が５件という結果となっ

ております。 

 二つ目の御質問に対してでありますが、調査の活用については、今回の新型コロナウ

イルス感染症による臨時休校を機会に、全国的に私立学校を中心とした家庭学習のＩＣ

Ｔ機器利用が進み、一部の公立学校でも対応するような動きがあります。今年度予定を

しております国のＧＩＧＡスクール構想による補助金を活用して整備を考えておりま

す。学校のＩＣＴ機器について、学校だけでなく家庭学習にも活用できないかと考え、

アンケート調査をしたところです。 

 しかし、今回のアンケート調査の結果を受けて、無回答を含め約１割近くの家庭でネ

ットワーク環境がない家庭があることが判明いたしました。この結果は想像したよりも

高く、この家庭に対しては機器の貸出しだけでなく、ネットワークの確保をするための

工事や毎月のネット使用料等の負担も生じ、大きな課題であることが分かりました。 

 今後、同様の感染症が発生した場合も含め、オンラインを活用した家庭学習について

は、さらに検討してまいりたいと考えております。 

 三つ目の御質問でありますが、授業の遅れに対する対策については、各種の行事の中

止と１学期の授業を７月３１日まで延長して、夏季休業期間を少し短縮することにより、

これまでの臨時休業による授業の遅れを取り戻せるものと考えております。 

 四つ目の御質問でございますが、校内ＬＡＮの活用状況については、日々の授業の中

で、各小中学校に整備されているタブレット端末等を児童生徒または教員が使用する際

に活用されております。また、今回の新型コロナウイルス感染症により、児童生徒が一

堂に集まることを避けるため、オンライン会議用アプリを活用した、職員室と各教室で

の全校集会等で活用も行われております。 

 現在、公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業により、各学校に整備されて

いる校内ＬＡＮネットワークの整備強化を進めております。これからの１人１台端末整

備に対応するため、各教室内でタブレット端末等を同時利用した際の通信速度の低下を

起こすことのない円滑な活用や、授業の中での動画の視聴にも対応し得るネットワーク

環境の整備を行っていきたいと考えております。 



 また、同時に国のＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末整備事業も、今年度の前

倒し実施が示されていることから、これまでに各学校に整備してきたタブレット端末等

を活かしながら、小学校及び中学校に１人１台の端末整備となるよう配備計画を検討し

てまいります。 

 これにより、プログラミング教育の授業でもより活用しやすくなることに加え、新型

コロナウイルス感染症等による長期の臨時休業が発生し、学校での授業を行えない状況

になった場合にも、課題はあるものの、オンラインを活用して家庭学習をすることも検

討できるものと考えております。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  このオンラインの重要性というのが、このたびのコロ

ナウイルスによって改めて認識されたのではないかと思っております。業種によって

はテレワークということで、自宅で勤務することもできるようになりましたし、オン

ライン授業が実際に行われているという状況でありますが、昔はインターネットとい

うのは、付加価値的なもので娯楽性のほうが強かったようなイメージがあったと思う

んですけども、現在はもうライフラインに変わってきていると思っております。 

 そういった中で、先ほど調査が行われたということで、約１割近くの方がインターネ

ット環境にないと、そういう認識の中で、今後オンラインを活用した家庭学習を検討し

なければいけないということで、課題があると思うんですけども、しかしながら現在今、

終息にはだんだん向かっているとはいえ、先ほども申しましたように新たな感染症が発

生したりですとか、もしかすると、この津和野の地域にも感染者が出てくるかもしれな

い、そうした場合にまた休校の措置を取らないといけなくなった場合に、このオンライ

ンでの授業、全ては無理だとは思いますけれども、できる限りオンラインで授業ができ

る環境を整えておく必要があると思います。 

 そこで、例えば端末に関しては貸与することができると思うんですが、オンラインの

環境いわゆるインターネットの契約がない御家庭に対しては、もうこれは付加的な価値

というものではなくて、必要最低限のライフラインということで、何らかの助成ができ

るのであればしていく必要があると思います。また、ただ単に契約されてないという御

家庭があるのであれば、今後のことを考えたときに、インターネット環境の整備という

のをお願いしていかなければいけないのかなと思うんですが、オンライン環境の整備、

インターネット環境の整備をどのように乗り越えていかれるのかというところをお伺

いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  この調査を先般やったばかりでございまして、この結果も

ほんの先週のところでまとまったぐらいの結果であります。実際には、もう少しいわ

ゆるインターネット環境のない家庭が少ないものと、アンケートを取る前は想定をし

ておりました。まあ、おっても数人おればというような、そんなイメージで取ってみ



たとこなんですが、思いのほか多かったというところでありまして、いきなりこれで

オンラインでの授業というのは、簡単にはいかないなというのは改めて認識をしたと

ころであります。 

 今、議員御提案のように環境のない家庭に対して、どういう形で整備をしていけるか

というのは、本当今からの課題と捉えておりまして、実際今のところ、じゃあこういう

形で解決しようという具体策については、持ち合わせをしておりません。補助金を出し

てネットを整備するところまでは、ある意味できるかもしれませんが、その後、毎月、

いわゆる使用料というのが当然かかってきます。そういったものまで、それじゃあ負担

が町がするべきことなのかどうか、そういったことも検討しないといけませんし、９割

の方は既に自分の費用でネット環境を整備されて、使用料も使われておるわけでありま

すので、そことの整合性も図っていかないといけない、いろいろな課題があるなという

ふうに思っております。だから、現在のところ、正直なところ具体策として、こういう

形で進めていくということが申し上げられないという状況でございます。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  大変難しい問題ではありますけれども、今後のことも

備えて、検討を早めにしていただきたいと思います。 

 それと、授業短縮による影響というのがいろんなところで出てくると思います。例え

ば、総合的な学習の時間なんかは、授業短縮というよりは、コロナウイルスの関係で言

いますと、地域社会とのつながりという部分で、地域の方々には大変授業にはお世話に

なっているところがあると思います。これによって、できないことはないんでしょうけ

ど、一つは、やはり人との接触を、３密を避けるというところが出てきますと、なかな

か難しいのかなと思ったりもしますが、そういった感染症対策ですとか、そういった部

分の地域交流については、今後どのような対策を行っていかれるのでしょう。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  まさに言われるとおり、頭の痛い課題の一つだろうという

ふうに思っております。 

 休校中あるいは６月からスタートしたわけでありますけれども、こういったいわゆる

普通の環境に徐々に戻ってはおりますけれども、そうは言いながら、地域とのつながり

については、遠慮しながらやっているのも現状であります。６月の月については、特に

授業の遅れを回復するほうを優先して今、取り組んでおりますので、なかなか主要教科

のほうに、どうしても力が入っているというのが現状であります。 

 それから、今から先週のところ１９日から全国的な交流もできるような形に、国のほ

うも方針を変換をしておるわけでありますけれども、それに伴って地域でもやはり、少

しずつはそういった交流もしていくような形が出てくるだろうというふうには思って

おります。 



 ただ、学校へ入っていただけるボランティアのスタッフの方々は、どうしても津和野

町なんかでいくと、高齢者のある程度年齢の高い方が多くおられますので、まさに地域

学習で地域のいろいろな伝統文化であるとか、地域を伝授していただけるような方とな

ると、まさに御高齢の方が多いということもあります。そういったことも配慮しながら、

今後については、各学校で地域の学習について対応していくような、そういったことに

なろうかなというふうに思っております。一遍に、前のまんまのような状態にまでは、

なかなか今年のうちは回復はできないのかなというような思いを持っておるところで

あります。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  今年度、小学校の新学習指導要領になりまして、来年

度、中学校が変わるということで、大きく変わるところの一つに、やはりプログラミ

ングというのがあったと思いますし、それともう一つが、この地域交流というのがや

はり重要なところになっています。津和野町においても、この地域交流を町の独自の

津和野町の教育として取り入れてきたという経緯もあると思いますので、その辺りも

しっかり、今すぐにとは申しませんけれども、せっかくのこの津和野町独自の地域交

流、地域の伝統などが盛り込まれた授業がたくさんあると思いますので、一刻も早い

再開を願うものであります。 

 先ほど申しましたように、来年度、中学校の学習指導要領が変わるということで、現

在、小学生の新学習指導要領が変わりました。津和野町の場合は前倒しして、対応して

きたということもありますが、来年度からまた中学校のほうも変わるということで、来

年度の新１年生は、また新たな授業になっていくというところになると思います。 

 この授業の遅れの部分で、長期休暇を減らしたり、行事の中止によって対応されると

いうことなんですけども、やはり行事というのは、一つの生徒にとっては心のゆとりと

いいますか、ゆとりが持てる時間といいますか、教科から離れて外でいろんな体験をし

たりですとか、例えば、町小体、運動会に向けて、体力づくりをしていくというのがな

くなったりしております。そういった部分での児童生徒の心のケアですとか、ストレス

の対策、僕もサッカーの指導をしておりますけども、５、６年生はあまり影響はないと

は思うんですが、見ておりますと３、４年生、低学年というのは本当に疲れやすくなっ

ているといいますか、だいぶ体力落ちているんだなというのも、見受けられます。 

 また、授業の短縮によって長期休暇がなくなるということは、学校での暑さ対策も必

要になってくるのかなと思っております。 

 年間１,０１５時間ですか、カリキュラムをこなさないといけない中で、本当にぎゅ

っと授業日数を短縮して、長期休暇を短縮したりして、行事を短縮して教科のほうに持

ってくるんだろうと思いますので、その暑さ対策やストレス対策、心のケア。それと、

指導される教員の先生方のこの授業準備というのは、ちょっと私も、どういった授業準

備か内容は分からないんですが、この長期期間中に授業準備をされるというふうに聞い



たこともありますが、いろいろこのたび、ごたごたしている中で、授業準備は大丈夫な

のか。その辺りをお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  まず、授業の時間数については、一応、７月いっぱいまで

このまま休校等の特別なことがない状態でいきますと、何とか取り戻せるというよう

な思いがしております。ですので、２学期から通常のスタイルに戻れる、授業時間に

ついては、戻れるというふうに想定をしているところであります。 

 ただ、行事については、１学期はもう休みというような状況で、コロナの影響でいろ

んなイベントが必然的に中止になったというところで、かなり行事に対する時間という

のを、結構、特に小学校なんかは準備やら練習やらということで時間を使います。それ

がなくなったというところで、かなり時間数は確保ができたと、逆にそういったところ

であります。２学期については、運動会は、一応、今のところは形は若干縮小ぎみでや

るような形になろうかとは思いますが、コロナの影響を考えながらの実行にはなろうと

かと思いますが、それなりに、一応、計画は各学校しております。ですので、そういっ

たことについては、今後、徐々に平常時に戻っていくのかなというふうな思いをして。 

 それから、暑さ対策でありますけれども、幸い、当町は全学校、教室にエアコンが整

備されております。暑い日は当然エアコンを使いながら。課題なのは、一方で３密で換

気をしなさいという方向もありまして、エアコンをかけながら、窓も開けながらという

ような、ちょっと複雑な、環境上はあまりよろしくないのかもしれませんけれども、そ

うはいいながら今年については特別な事情でありますので、換気も取りながらエアコン

もかけながらというような、そんな形で学校のほうでは暑さ対策を行っておるようであ

ります。当然、熱中症は毎年のことでありますので、対策を怠りなく、しっかり水分を

取らせながら活動はするというような形を取っております。 

 それから、体力についてでありますが、確かに休み明けはかなり体力が、特に小学生

については落ちておったようであります。当町では、それぞれ学校で体力落ちた部分に

ついての対策も、学校それぞれで練りながらいろんな対応をしております。例えば、津

和野小学校でいえば、３分間走というのを今年になって、４月になって始めたようであ

りまして、始めて、じきまた休みに入ったというようなところで、その２度目の休みが

明けた後にもう一回３分間走をやりますと、前は続けて走って周回しよった子が途中で

歩き始めたりとか、そんな話が学校行ったときには聞くことがあります。ただ、その後

ずっと続けておりまして、かなり体力も戻ってきたというふうに聞いております。 

 一方で、心配しておりました中学校でありますけれども、これは意外だったんですけ

れども、日原中学校のほうで運動の体力テストをやったそうなんですが、なぜか体力の

ほうが逆に上がっておったと。結果が高くなっていたという、どういうことなのかとい

う解析ができてないというような状態ではありますけれども、そういった話も聞いてお

ります。ですので、まんざら１００％落ちるもんでもない。いろんな中学校ぐらいにな



ると、自分で逆に気をつけてやっておる子もおるんだろうなというふうな想像をしたと

ころであります。 

 ただ、部活動等かなり制限が加わっておりましたので、そういった部分のストレスの

発散とか、そういった部分にはかなり学校側も気を遣いながら対応しているというよう

なところです。今は、もう県内での交流試合等も可能になっておりますので、中国管内

でも可能になっておりますが、実際には、交流試合というような形にはなりませんけれ

ども、徐々にそれも回復をしていくのかなというふうな思いを持っているところであり

ます。 

 あと、このコロナ対策によって、逆に生活のスタイルがある程度きちんとされてきた

のかなという印象も持っております。例えば、給食など、本来は楽しい時間で、おしゃ

べりをしながら給食を小学校などは食べるわけでありますが、やっぱりちょっと間隔を

取って、私語をしないで食べなさいというようなことで、給食を食べる時間が極端に早

くなったとか、今まで食べ残しをしていた子が、なぜか食べれるようになったとか、そ

ういった逆の効果もどうもあるようでありまして、給食の残量が、実際に減った学校も

ございます。そういった、悪いことばっかりでもないんだなというふうな思いを持ちな

がら、今後のことも考えながらということで、運営を今しているところであります。 

 先生の授業のいろいろな対応でありますけれども、これについては、従来とそんなに

変わる話ではありませんので、そのようにそれぞれの学校で対応をしているところであ

ります。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  新学習指導要領ですが、ちょっと飛んだりもしました

けれども、結局は、もしもまた再発したときにという思いがありますので、いろんな

準備をされて、平常時に戻ればそれにこしたことはありませんが、今年度、もしくは

来年度、またいつ来るか分かりませんので、オンライン授業ができるように、また、

学校の先生もオンラインの授業は慣れていないと思いますので、そういったオンライ

ン授業の特化された会社などもあるかもしれませんし、そういったところも勉強して

いただいて、もしものときに備えていただければと思います。 

 では、次の質問に移らせていただきます。 

 障がい者などの居場所確保対策についてであります。 

 現在、町内有志の方々が、障がいをお持ちの方やその親御さんたちのために、ボラン

ティアで居場所を提供されております。自宅にいることが難しい方を預かったり、御家

族の相談を受けたりし、様々な支援を行っておられます。このような取組に対し、津和

野町として支援すべきと考え、以下について質問をさせていただきます。 

 まず、相談体制についてどのようになっているのか、お尋ねをいたします。 

 ふだん、またコロナ禍での居場所の確保はどのようになっているのかお尋ねいたしま

す。 



 三つ目に、コロナ禍における各家庭の状況は調査されたのかどうかお尋ねをいたしま

す。 

 四つ目に、コロナ禍における各家庭への支援はどのようなものがあったのかお尋ねい

たします。 

 五つ目に、このような活動に対し支援を行うべきと考えますが、いかがでしょうか。

お尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、障がい者等の居場所確保対策について、お答えを

させていただきます。 

 現在、町内には、相談支援専門員が障がい者の生活全般の相談を受け、障がい福祉サ

ービス利用などの支援を行う機関として、社会福祉法人つわの清流会と津和野町社会福

祉協議会が行っている２か所の相談支援事業所があります。 

 町では、このほか、益田市内の２事業所と合わせた計４事業所と契約を結び、障がい

者や障がい児の方々の様々な相談に応じる体制を整えております。 

 通常時、町内においては、障がい児に居場所を提供する事業として、放課後等デイサ

ービスや、障がい者に就労のための訓練の場を提供する就労継続支援Ｂ型事業所をつわ

の清流会が行っております。 

 また、平成３０年１０月には、町内の有志の方々が障がい者の日中の居場所を提供す

る「きんさい家」をオープンしており、毎日数名の利用があると聞いております。特に

コロナ禍ということでの通常時との違いはございません。 

 町内においては、新型コロナウイルス感染症の影響により障がい福祉サービス事業に

支障は出ていないと考えております。これまで各家庭への調査は行っておりませんが、

特に支援等の必要性を認めたときには、他のコロナウイルス対策とも併せ、検討してま

いりたいと思います。 

 「きんさい家」の開所に当たりましては、お話をお聞きしたときに、特に支援は必要

ないということであり、広報についてのみお手伝いをしているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  再質問させていただきますが、相談という部分で相談

支援事業所ということで御回答いただいているんですが、相談という部分で言います

と、いわゆる現在の状況がどうであるか、声に出して言えるものと、緊急性の高い場

合は相談支援事業所、相談支援員の方に相談が行くと思うんですけれども、例えば、

このたびの場合、相談がなかったとは思うんですけども、どういう状況かという調査

は必要だったのではないかなと思っております。 

 緊急性の高いものはなかったんですが、やはりなぜこの質問を取り上げたかと言いま

すと、益田養護学校は、県立ですので休校を取られました。たまたまその方は御家族が

面倒を見ることができたそうなんですが、やはり一方で共働きの方ですとか、日中家庭



にいられない方というのは、やはりデイサービスを利用されたりですとかしたみたいな

んですけども、その通所などが大変だったんだろうねという話を聞いております。です

ので、その方が本当に緊急性が高い状態ではないにしろ、急なこのコロナ禍で休校にな

ったという状況をどう把握されていたのかなという意味で質問させていただきました

けれども、その辺の調査というのは行われていなかったんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  まず、障がい者についてでありますが、障がい者と

いうのは、身体障がい者、それから精神障がい者、それから知的障がい者等、全て合

わせまして御報告しておりますとおり、町内には手帳所持者の方が、約５００から６

００名程度おられます。そういう方を特定しながら、現在コロナ禍においてどういう

状況でありますかという調査というのは、特にしておりません。なかなかそれは、理

由としましては、把握が難しいといいますか、対応について先ほどから町長の答えに

もありましたが、本人様が、当事者の方が必要とあらば、必ずついている相談支援事

業所、もしくは相談支援事業所がついていない場合には、必ず役場のほうに御相談に

来ていただけるような状況というのは、常にできております。その辺を信用して、も

し何かありましたら──これは別にコロナ禍という意味ではなくて、常に障がい者の

方の相談に本課としても乗っているというところであります。 

 それからあと、益養は、当然、県立学校で先ほど議員言われましたようにずっと休み

だったわけですが、基本的に今、益養に行っておられる町内からのお子さんにつきまし

ては、何らかの障がい児のサービス事業を取っておられる方がほとんどおられます。今、

両親の方が働いておられて大変であったという方というのが、ちょっとイメージがつか

なかったんですが、もしそういう方がおられましても、つわの清流会のほうは、通常時、

つわの清流会で行っています「つくしんぼ」という、放課後児童の預かるサービスがあ

るんですが、それを使っていなくても、緊急であれば幾らでも使える体制には整ってお

りますし、言っていただけたら対応ができるかなというところもありましたので、つな

ぎ役として、町としても何件かの相談は受けましたけど、コロナについて心配であると

いう方を。それも、障がい者の方であったり、高齢者の方もありましたが。そういう中

で、そういう方は、特にすぐに社協、もしくはつわの清流会のほうが相談支援事業行っ

ておりますので、つないでいるという状況であります。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  ありがとうございます。 

 それで、この答弁のほうでは「きんさい家」さんと出ていますので、「きんさい家」

さんのほうもおっしゃっておりました、金銭的な部分での支援というのはもう必要とし

てないと。逆に受けると、自分たちのやりたいことが縛られてしまうこともあるので、

できるだけ自分たちがやりたいようにやりたいんだということでやっておられました

し、また、訪れる方も、ほんと気軽に来れる体制だなというふうに思いました。 



 こういったところが増えていけばいいんだろうなというふうに実感したところであ

りますので、そういった意味でも、ここに対して何かの支援ということではなく、また

新たにこういったところがつくられる際には、何らかの援助、金銭的な援助だけでもな

くて、ソフト的な部分ですとか、ソフト面での支援、そういったところを町としてバッ

クアップしていただければ、より住みやすい町の環境になっていくのではないかと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  議員まさにおっしゃるとおりでありまして、私ども

も、障がい者の方が安心して生活ができるような町にしていきたいというのは、常に

思っております。 

 「きんさい家」につきましては、平成３０年１０月にできたときに話を伺いまして、

発起人の方というか、お世話をしておられるボランティアの方、３人の御家族に障がい

者がおられるということで、自分たちの家族にいろんな障がいのサービス受けている、

それをまたほかの人にも与えてあげたいということで、行政の手伝いはできるだけ受け

ないで、自分たちの力でやりたいと言われてありましたので、決して対立しているわけ

ではなくて、何らかの支援はありましたらいつでも言ってくださいということで、今は

いろんな相談に来られた方で、なかなか表に出られない方がいましたら、まず「きんさ

い家」のチラシでこういうところがありますよとか、連れて行って、一緒に話を聞いて

あげるとか、そういうことから始めているというようなことのお手伝いは、今、少しは

しておるとこであります。 

 それからまたあとは、障がい児の親の会というのが、また別に町内にはありまして、

そこにつきましては定期的に活動をされておられますが、そこには町のほうの補助金が、

少しばかり今、出させてもらって、活動を支援しているということもあります。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  最後に、町長にお尋ねしたいんですけども、この多く

の方々が支援に携わって、障がい者の方々、行くところが今はまだある状況だと思う

んですが、ただ最後の生活の部分となりますと、やはり求められているのはグループ

ホームだと思っております。この津和野町において、津和野町に生まれて、最後まで

津和野町に住むことができる環境整備という意味においても、グループホームという

のは喫緊な課題になってくるのではないかと思いますが、所見をお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  グループホームというのは、以前からの検討課題だというふ

うにも思っております。 

 ただ、やはり大きな財政的な影響を伴うものでありますので、なかなか、今、本町の

財政状況等々も鑑みた中で、すぐに結論が出せないというようなところであります。 



 特に、こうして現在コロナウイルス対策という大きな問題が発生しておりまして、こ

のことは、これから行政の在り方が１８０度変わってくるかもしれないと。それぐらい

の大きな社会問題でもありますので、今後またそういう影響というものをしっかり慎重

に検討しながら、またグループホームというものも引き続きの検討課題だというふうに

受け止めているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  やはりコロナ禍においても、平常時を常に意識しなが

ら、対策も取られながら、また、常日頃から通常時のことも気にかけていただきたい

と思います。 

 これで私の質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、３番、川田剛君の質問を終わり、９時５０分まで休

憩といたします。 

午前９時 38分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時 50分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序２、８番、三浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  それでは、８番、三浦英治です。通告に従って質問し

ていきたいと思います。 

 まず、更生保護についてです。 

 毎年７月は「社会を明るくする運動」強調月間・再犯防止啓発月間です。この運動は、

全ての国民が、犯罪や非行の防止と過ちを犯した人の立ち直りについて理解を深め、そ

れぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くため

の全国的な運動です。 

 法務省が主唱し、７０回目を迎える「社会を明るくする運動」の津和野町としての連

携と取組をお聞かせください。 

 ２点目に、今年の２月末に、益田市・松江保護観察所・益田地区保護司会の３者によ

り、益田市が、保護観察対象者を臨時職員にとして雇用するための協定書の調印式が行

われました。全国では、５６の自治体で締結されていて、県内では初めてのことです。 

 再犯防止を進める上では、その人自身の努力に加え、その人の事情を理解した上での

適切な仕事や居場所を確保することが重要になります。 

 津和野町として、どのように就労支援、再犯防止に取り組むか、検討されているのか

をお聞きいたします。 

 ３点目に、再犯防止等の推進に関する法律が、平成２８年１２月１４日に国において

公布されました。 



 第４条の国等の責務の中に、「地方公共団体は、基本理念にのっとり、再犯の防止等

に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の状況に応じて施策を策定し実施

する責務を有する」となっています。 

 最近の少年非行及び被害をめぐる情勢でも、刑法犯等を中心に検挙人員の減少傾向は

続いていますが、少年の再犯率は３割を超えています。昨年度の刑法犯、少年の再犯率

は、国で３４％、島根県では２３.９％となっています。 

 再犯防止推進計画について、どのような動きになっているのかお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、８番、三浦議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。更生保護についてでございます。 

 議員御指摘のとおり、「社会を明るくする運動」における強調月間は７月であり、毎

年、町といたしましては、保護司会、警察署をはじめ更生保護女性会等関係団体と連携

し、１日のメッセージ伝達式後に、街頭啓発活動を実施しております。 

 しかしながら、今年度は、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、島根県推進委

員会の基本的な考え方の中で、「強調月間中の接触型の広報活動（街頭広報活動、シン

ポジウム、住民集会等）については、原則として中止又は延期とし、その後の地域の実

情等に応じて、通年での実施が可能かどうか検討」と示され、町としての啓発活動につ

いては、例年の７月だけに限らず長期的なものとして、桃太郎旗を設置することから始

め、毎年、税務住民課担当の人権・同和対策、消費者問題研究協議会の啓発・展示を行

っている住民集会の中で、啓発グッズを配布することを検討中です。 

 また、保護司会が毎年実施しております作文コンテストにおいて、町独自で賞を設け

表彰するとともに、町広報誌に啓発記事を掲載したりすることを継続して行っていきま

す。 

 依然、新型コロナウイルス感染症の状況が予断を許さず、計画が不透明な点が多くあ

りますが、３密を避けつつも活動ができるように検討していきます。 

 次に、御指摘のとおり、益田市では保護司会、保護観察所と３者協定を結び、就労支

援に努めているとうかがっております。町においても、早急な対応とはいきませんが、

支援に向けて関係機関と協力をしていきます。 

 罪を犯した人の多くは、安定した仕事や住居を確保できないことなどにより、社会復

帰が困難な状況にあります。関係機関が協力連携して支援するとともに、地域住民の理

解と協力を得ながら、地域社会で孤立させないことで、再犯の防止につなげ、安全で安

心して暮らせる社会の実現を図ってまいります。 

 次に、再犯防止推進計画については、先月に松江保護観察所長、益田地区保護司会会

長が来庁され、要望事項や津和野町の状況等意見交換を行う予定でしたが、新型コロナ

ウイルス感染症の蔓延により、延期となっております。まずは、意見交換を実施し、計



画の内容について関係機関と連携・協働していきながら、策定に向けて動いていく必要

があると考えます。 

 策定の視点としては、平成２７年３月に策定しました「津和野町人権・同和行政基本

指針」における「刑を終えて出所した人等」の人権が、侵害されないような地域づくり

を進めていくことが挙げられます。町としての方向性、関係機関の思い、願いが形にな

るような計画の策定を目指してまいります。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  「社会を明るくする運動」は、昭和２４年、戦後の荒

廃した社会の中に、町にあふれた子供たちの将来を危惧した東京銀座の商店街の有志

の皆様が行った、非行少年の立ち直り支援活動である「銀座フェアー」がその始まり

であります。非行の予防等を広く訴えて開催し、地域住民から自発的に生まれた活動

を原点とする国民運動です。 

 法務省の統計によりますと、刑務所に再入所した人のうち、約７割の人がその再犯を

犯したときには無職であり、出所したときに適当な帰住先がなかった再入所者の約６割

が、１年未満で再犯に至っているというデータもあります。 

 再犯防止を進める上では、適切な仕事や居場所を確保することが非常に重要であり、

その人自身の努力に加え、地域の人々や関係機関、団体による支えが必要です。 

 現在、全国の保護司の定数は、上限が５万２,５００人で、現在、これは平成２９年

度ですけども、４万７,９０９人ということで成り立っております。 

 全国８８６地区に核となるサポートセンターが配置されている中で、島根県では９地

区の保護区で５００名の方が委嘱され、活動されております。 

 益田市、鹿足郡の１市２町で、益田保護区として６６名で活動されていますが、今後、

団塊の世代の保護司が、今後数年間に多く退任されるので、計画的に保護司候補者とな

るべき人材の確保が必要になってきます。 

 まず、津和野町では何人募集されているのかということと、今後この人材確保につい

て、どのような取組を考えているかお聞きいたします。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  議員さん御指摘のとおり、「社会を明るくする運動」

については、昭和２４年スタートで、昭和２６年から法務省の事業として今年第７０

回目を迎えるところであります。 

 保護司さんについては、益田管内では１市２町の６６名ということでありますが、津

和野町においては１１名、津和野地区で６名、日原地区で５名の方が保護司として活躍

されております。 

 こういった保護司さんの活動につきましては、地道な取組でありまして、なかなか周

知されない部分もありますが、今後、挨拶運動等により、青少年育成協議会や公民館等



と連携して、今後退職される方の新たな人材確保に向けて、関係機関と協力しながら取

り組んでいきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  この地域の保護の拠点は、益田市総合福祉センター内

に設置されています。当地区の保護司に対する窓口はどうなっているのか。 

 また、保護観察所と連携し、罪を犯した人や非行少年に対する相談窓口を設置して、

関係機関と連携し支援することが必要と思うが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  保護司の関係の保護サポートセンターは、益田にご

ざいまして、津和野町では特に設けてございません。担当窓口については、税務住民

課のほうで担当しておりますが、何分にも人員的に少ない状況の中で担当しておりま

すので、十分な相談体制ができていないのは周知しております。今後についても、税

務住民課だけでなく、関係担当課とも協議しながら取組を進めていきたいと、このよ

うに考えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  これ、２５年ぐらい前のことなんですけども、知人が

生活に困り果てて、スーパーマーケットに侵入し、窃盗犯として拘留されたことがあ

ります。奥さんから連絡があり、山口県萩市内の警察署のほうに出向いたことがあり

ます。奥さん、車の免許を持ってないということがあって、連絡がありました。身内

ではないので面会はできませんでしたけども、帰りにこれで何とか食いつないでくれ

ということで、約１週間分の食料を買って渡したことを、今回質問をするに当たって

思い出しました。数か月、山口刑務所に収監された後、仕事に復帰しましたが、没頭

し過ぎたのか、また透析患者でもあったため、無理がたたり亡くなってしまったんで

すけども、そのときに強く思ったのが、社会復帰の厳しさ、それと周りの偏見の目、

しかし、その中で大切なのは家族ということをつくづく感じました。 

 各個人の努力だけではかなうものもかなえられない。当事者の努力はもちろんのこと、

家族、地域の関わりが大きな力になると思います。早期の再犯防止推進計画の策定を期

待しております。 

 次の質問に参ります。 

 家庭教育支援法についてです。 

 ２００６年に教育基本法が改正され、第１０条の「家庭教育」、第１１条の「幼児期

の教育」が新設されています。 

 旧教育基本法では、家庭教育への言及は皆無でしたが、改正教育基本法の第１０条で

「家庭教育」の項を設け、「保護者は子の教育について第一義的責任を有する」として、

「国及び地方公共団体は、家庭教育の自主性を尊重しつつ、保護者に対する学習の機会



及び情報の提供その他の家庭教育を支援するために必要な施策を講ずるよう努めなけ

ればならない。」とされています。 

 地方では、家庭教育に関する条例化の動きが活発化しておりまして、２０１３年に熊

本県で全国初の「親の学び」などを定めた家庭教育支援条例が施行され、翌年の岐阜県

の条例では「祖父母の役割」が盛り込まれています。 

 今年２月に、国際青少年問題研究所所長の青津先生を招いて、「子供達の健やかな成

長と児童虐待問題」と題して、津和野町議会議員研修会が開催されました。残念ながら、

教育長は多用のため参加できませんでしたが、教育委員さんも参加され、知見を深めた

のではないかと思います。 

 この３か月、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を強化推進してきて、６月にな

り様々な行事、会議の開催も緩和されましたが、例年とは違う生活環境は今後も続くと

思われます。感染症拡大防止のため、保育園、小中学校の対応を含め、児童生徒の状況

をお聞きいたします。 

 こうした中で、家庭教育の重要性を再認識しなければならないと思います。家庭教育

支援条例の必要性があると思うが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、家庭教育支援法についてのお答えを申し上げま

す。 

 まず、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の小中学校での対策についてですが、

文部科学省が定めた「新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のための

ガイドライン」を基に、各学校において工夫をし、学校運営を行っております。 

 具体的には、手洗いや咳エチケット、換気といった基本的な感染症対策に加え、いわ

ゆる３密を避けるためにできるだけ席の間隔を空けたり、全校での集まりは極力避けて

校内放送で行うなど、身体的距離を確保するいろいろな工夫を行いながら、学校生活を

送っており、児童生徒についても、落ち着いた学校生活を取り戻しております。 

 なお、臨時休業により生じた学習の遅れにつきましては、各種の行事の中止と１学期

を７月３１日まで延長して授業を行い、夏期休業期間を少し短縮することにより解消で

きる見込みであります。 

 また、保育園の対応につきましては、職員はもとより園児及び家族につきましても、

検温を行っての登園や、園児にはうがい・手洗い等の実施、園舎での小まめな換気、保

育室やおもちゃ等の定期的な消毒、来園者用として玄関口に消毒用アルコールを設置し

ているほか、職員にはマスクの着用を呼びかけています。しかしながら、保護者や地域

の方が大勢集まるような園行事等については、延期や中止などを余儀なくされている状

況にあります。 

 さらに、家庭教育の重要性についてでありますが、これについては改めて言うまでも

なく、重要な取組の一つと考えております。特に近年では、核家族化が顕著で、子供が



帰宅しても大人が誰もいない家庭が多く、親子等の触れ合う時間が少なくなっていると

言われており、愛着障害を指摘される児童生徒も少なくありません。町教育委員会とし

ましても、これを少しでも補う取組を進めることが必要であると考え、島根県が開発し

た親学プログラム等を活用し、親の学びの場を提供してきました。 

 また、平成２９年度に策定した「０歳児からのひとづくりプログラム」にも、親の学

びの場づくりの必要性を示し、昨年度は「０歳からの学びワークショップ」という形で、

保護者や保育士、教員などがともに学ぶ場づくりを提供してまいりました。「０歳児か

らの」というと、印象として子供に対する取組の感じが強くなりますが、特に幼児期は

家庭教育が必須であり、保護者等の意識や知識の向上が大切になります。 

 議員御提案の家庭教育支援条例の必要性についてでありますが、現在、全国において

は、２０１８年６月時点で、８県６市の自治体がこの条例を制定しております。これら

の条例につきましては、自治体としての基本理念の下、子供たちの健やかな成長の実現

を目指して、関係する保護者、地域、学校等の責務や役割を明らかにし、活動の促進と

親としての学びを支援する学習機会の提供、親になるための学びの推進、相談体制の整

備などを定めたものと承知しております。一方で、国や行政が家庭のことに介入すべき

ではないという声もあるようであります。 

 町教育委員会としましては、家庭教育の重要性を認識した上で、当面は、さきに申し

上げた「０歳児からの人づくりプログラム」の中で、家庭教育支援の具体的な取組につ

いても検討し、引き続き推進してまいりたいと考えております。 

 しかしながら、まだまだこのプログラムが町全体に浸透してはおりませんので、さら

に浸透を図り、条例を制定しても絵に描いた餅にならないよう、町の施策として関連部

署でしっかりと意識できるよう努めてまいりたいと考えます。 

 一方で、今回の新型コロナウイルス対策や保育所の民営化等、家庭教育環境の変化に

対応するためには、まずは条例を制定し、役割を明確にすることも一つの方法であると

考えます。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  １学期は７月３１日までということですけども、始業

式はどうなっておりますか。各学校ばらばらというのも聞きましたし、単純には９月

１日からと思っていたんですが、ちょっとそれが分かれば。 

 それと今回、休校中に家庭訪問を実施するというのも聞いたんですが、各学校の取組

で。この時期コロナウイルスでなくても家庭訪問というのはあるわけですけども、１週

間に１回程度は家庭訪問をしたいという話も聞いたんですが、現状はどのような形で進

めたのか教えてください。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  まず、学校の２学期の始業式ということでよろしいですか

ね。日原中学校が８月２５日、それから津和野中学校が８月２７日、あと小学校は全



て８月２８日を始業式というふうに聞いております。今の予定ではそのとおりでスタ

ートするんではないかなというふうには思っております。 

 それから、家庭訪問ということでありますが、休み中、長期の休み期間中ということ

でよろしいんですかね。これについては、学校によって頻度が若干異なっております。

それから特に、３月と４月以降の休みの対応がまたちょっと違っておりまして。 

 ３月はとにかくウイルスの状況がどんなものか皆目見当がつかない状況で、国の号令

に基づいて休みを取ったような状態でありましたので、極力接触を避けるというのがま

ず基本でありまして、そうはいいながら、週に１回程度は玄関訪問で様子を見るぐらい

の家庭訪問をした学校もあったようでありますが、基本的にはできるだけ接触を避ける

ような状況で、３月については対応しております。 

 ４月以降については、およそのウイルスの状況が分かりつつあるような中でありまし

たので、学習の教材を持って行ったりとか、そういった部分に併せて若干訪問をされた

学校もあるようであります。これも週に１回家庭訪問をされる学校もあれば、やっぱり

電話で家庭に状況を聞くというような学校もありまして、一律でどうこうという形には

整理ができないのが現状でございます。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  今はもう２学期の行事をどうするかという部分でいろ

いろ協議をされているようですが、花火大会も中止になったり、地域では盆踊りをど

うするかというのが、今それぞれの地区での検討課題になっていると思います。知っ

ているところ、これは益田市ですけども、知っている地区においては、盆踊りはもう

中止したという話も聞いておりますし、逆に行事の中で地域住民と関わる部分も多々

あると思うんですよね。そういった部分も今後のコロナウイルスの状況に応じて、国、

県のどのようにするかによっての町の対策も変わってくると思うんで、日々変わるよ

うな中で、これまでも対策会議を何度も開かれたと思います。今後もまたそれが必要

になってくると思いますので、しっかり現場の情報、声を聞いて対応していってほし

いと思います。 

 新型コロナウイルスの感染拡大による外出規制によって、子供たちがインターネット

を利用する機会が増えております。前段の同僚議員からのインターネット活用調査につ

いての質問もありましたけども、私は違う点からちょっと質問したいと思います。 

 津和野署が、昨年末より郡内の小学生５、６年生と中学生の１、２年生の保護者を対

象として、携帯電話使用とインターネット利用状況に関するアンケートを実施しました。

それでネット犯罪防止のガイドブックを作成しました。こういうガイドブックができた

ばっかりなんですけども。これがじき小中学校の保護者様に配られると思います。 

 １８歳未満の児童のＳＮＳに起因する犯罪被害は約２２％と、非常に多い現状の中で、

インターネット利用率は小学生９６％、中学生９５％このガイドブックでなっておりま



す。インターネット環境の整備推進するとともに、その弊害に対する準備も必要ではな

いかと思っております。この点についてどのように何か考えておられるかどうか。 

 また、保護者に対する防犯教育の中でも、フィルタリングとか、いろんなことはやら

れてはおりますけども、今後オンライン授業を含めインターネットの環境はどんどん増

えていきますし、いかにそれをどう活用するか──の観点からも必要になってくると思

います。教育委員会としてどのように考えておられるかお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  議員言われますように、ネット環境はもうかなり浸透して

おります。全世帯ではないというのが今回分かったというところでありまして、それ

はそれでまた一つの課題ではあります。ネットの安全な利用については、もうこれは

年間通して毎年のことですけれども、特に中学校などは講師を招いて、安全な使い方

であるとか危険性であるとか、そういったものを生徒に講演等を通じて、ほぼ毎年と

いっていいとも思いますが、訴えてきております。 

 実際に、町内でもネット被害に遭ったケースも今までもあります。件数とすればそれ

ほど多くはありませんけれども、でもゼロではないというのも現実でありまして、非常

に大きな課題になろうかと思います。 

 ただ、これの対策については、もうネットを止めてしまうか、あるいは使うのであれ

ば、安全な使い方についてしっかりレクチャーしていくしか手がないのかなあというふ

うに思います。これは、今後も引き続いてしっかりと子供たちにそういった安全な使い

方、あるいは危険性について、しっかり毎年のように訴えていくということを繰り返し

ていくしかないかなというふうに思います。 

 町が今整備をしております計画については、基本的には学校で使う器具としてパソコ

ンを１人１台に渡るように、パソコンというか、機器を、ＯＡ機器を１人１台で使える

ような形を想定しています。これについては、当初の計画は家庭学習を云々というより

も、学校での授業の展開で活用していくのがメインであるというふうに理解をしており

ます。 

 その使い方については今はいろんな形がありますので、どういう形でやるかというの

は、それぞれの学校でまたさらに研究はしていただくことになろうと思いますが、仮に

これを家庭に持って帰って家庭学習等に使えることができたとしても、これについては、

当然有害なサイトに接触できないような設定は当然しますし、そこの部分については導

入する機器については大丈夫だというふうに思っておりますけれども、そうはいいなが

ら９割の家庭には家にありますので、子供たちが知識が増えると同時に、またそういっ

た興味も新たに湧いてくる部分もあろうかというふうに思いますので、そこの辺の自制

については、やはり教育で指導していくしか手がないのかなあというふうにも思ってお

るところであります。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 



○議員（８番 三浦 英治君）  コロナウイルスによって、様々な価値観の変化という

のをすごく私自身も感じているところです。まさか自分が生きているこの時代に、世

界的なこういうような形が出るとは思ってもいませんでした。以前、スペイン風邪は

１００年前です。その前には黒死病、ペスト、日本では疫痢とか歴史上ではいろいろ

なことが起きておりますが、そのたびに知恵を絞り、立ち上がってきたのが人類では

ないかと思います。 

 それと、先ほどの前段の同僚議員の質問に答えた中で、給食の残食が減ったとかいろ

んな効果ありましたけど、私が聞いた部分ではある高校での状況ですけども、休校にな

って、５月連休明けて来出して、例年に比べ遅刻、早退、欠席が極端に減ったと、不登

校だった生徒が登校してきたと、そういう現場の声を聞くことがありました。マイナス

もあればプラスもあるのだなと、ただこれをどう精査して今後につなげていくかという

ことが重要になってくると思います。今回一連の、本当数か月の間でいろんなことが起

きましたけども、町として、学校現場ではそういう給食の部分のこういうのがあったと

かありましたけども、何かほかにちょっと変化というか、例年にない状況があれば、教

育委員会に限らず、各課気づいたことがあればお聞きしたいんですけど。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  まず、教育委員会からやりますが、先ほどの給食の件もあ

りますけれども、これは偶然なのかどうか分かりませんが、今年の冬はインフルエン

ザを発症した子が非常に少なかったというふうに理解をしております。これはやっぱ

り衛生管理をもう２月、３月から言われておりましたので、そこの辺の大きな影響が

あるんじゃないかなあというふうに思います。それから、４月以降はよく風邪で休ま

れるお子さんが時々出てくるわけでありますが、今年は本当少ない。そういったいわ

ゆる手洗いとかうがいとか検温とか、毎日のようにそれを言われ続けて、子供たちも

一生懸命それを守って対応しているということは、そういった部分では逆に衛生管理

が本当子供たちの意識の中に植え付けられたんだなあというふうな、そんな思いは持

ってる。それは良かったことかなあというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  ほかにはないですかね。通告していないので、これ以

上言いませんけども。この家庭教育、この質問の回答の中に、条例を制定しても絵に

描いた餅にならないようという回答もありましたけども、一番それを私も危惧してお

ります。何ぼいいものをやっても、実質動けなけりゃ意味がないし、また全国には条

例は制定したが、動きが見えないというところもあるようです。そうした部分では、

まだまだ家庭教育支援条例に限らずですけども、このプログラム、町が取り組んでお

るプログラムがなかなか浸透しておらないというふうにも答えておりますけども、こ

れに対する理由というか、例えばいろんな会合とか学校教育に限らずですけども、出

席してくれる人はいいんですよね。本当意識の高い人もおりますし、教育委員会の学



びの協働ワークショップ等をずっと続ける中で、本当意識高くなったなあという気が

しております。でも、そこ参加してない人たちをどうするか、それを考えると、やっ

ぱり条例を制定した中で進めていくことが、また課を超えた横断的な取組が必要にな

ってくるんではないかなあというふうに感じております。 

 また答えられているとおり、核家族化が顕著で、なかなか親子と触れ合う機会がない。

愛着障害の弊害も指摘されておりますけども、一番気になるのが、放課後児童クラブの

利用率が増えましたよね、ちょっと前までに比べて。学校で生活して、放課後児童クラ

ブで時間を過ごして、家に帰って夕飯食べて、風呂に入って、家庭学習が当然必要なん

ですが、ほとんど触れ合う機会が少なくなっているように思うんですね。そしてまた、

今の子供たちが２０年、３０年後どのような大人になっていくのかというのが、本当危

惧するところがあります。 

 そうした中で、こういう横断的な家庭教育支援条例、また県によっては家庭教育支援

員を廃止して、全児童への家庭訪問を実施したりとか、様々な取組をされております。

特にこのコロナウイルスが出たときに、こういったものがあれば、もっと子供たちの家

庭のカバーができるんではないかなというふうに思ったところです。 

 ぜひ津和野町にはそれができる素地があると思います、これまでの取組を見ても。こ

の価値観の変化、このコロナウイルスで感じる部分をちょっと精査して、まずは条例を

制定して、それぞれの役割を明確にして、横断的な取組をしてほしいなと思います。最

後に何か、教育長、これに向けて何かないですか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  今議員のほうからご御提案を頂いたわけでありますけれど

も、先ほど回答した中にもありますように、当町「０歳児からのひとづくり事業」と

いうことで取組を始めております。言われるとおり、参加される方は理解の高い、本

当積極的に御協力い頂ける方がほとんどであります。なかなかそこへ足を向けられな

い方々をどう対応して対策を取っていくか、そこへ広げていく手というのが、なかな

か難しいのが現状であります。いわゆるホームランのような一発で解決するような策

というのは、なかなか見つからないのが現実ではありますけれども、地道にその対応

をしていくしかない。ここに引っ張り込むという、一応津和野町自体の人口は小規模

でございますので、個人のつながりの中で引っ張り込むのが、一番有効な施策なのか

なというふうな思いも持ってはおりますけれども、言われるように、条例を１本制定

して、それに基づいて、町全体で、教育委員会だけでなくって町全体でそういう意識

を高めていくというのも、基本的にはありだろうというふうに私は思っております。 

 ただ、私が勝手に条例をつくるというわけにもいきませんので、全体の総意が働いた

中で、みんなで町を盛り上げていこうという時期が、全この町の中で統一ができた段階

では、やはり条例をつくって下ろしていくというのも一つの方法だろうというふうにも

理解しています。また今後、町長とも相談をさせていただきながら、前向きに検討して



いきたいというふうに思っております。ただ、全国の状況を見ますと、まだ町村でつく

っとるところはなさそうな感じなんですよね。一番というのもありかな。というふうな

気もすりゃあしますけれども。 

 家庭教育の重要性というのは、今に始まったことではなくって、昔から言われている

重要なことであります。私も役場に入った頃は家庭教育学級というのを公民館で、各。

僅かな補助金でございましたけれども、補助金の中で、家庭教育学級ということで、そ

れぞれの公民館が取組をしていた時代もあります。ただ、いつの間にかそれがなくなっ

て、忘れ去られた中で、また最近になってこの家庭教育の重要性を叫ばれるようになっ

てまいりました。まあそう時代の流れもあるわけでありますので、一つ前向きに考えて

みたいなというふうには思っております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  今回２点質問をしましたけども、その根底にあるのは

やっぱり人権に関わる部分ではないか。人の権利、人としてどう生きるかというのが

根底にあると思います。防犯推進計画にしても、家庭教育についてもさらなる前進を

期待しております。 

 質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  はい、以上で、８番、三浦英治君の質問を終わり、１０時４

５分まで休憩といたします。 

午前 10時 33分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 45分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序３、４番、道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  今回は、三つの事項を申し上げますけども、質問いた

します。 

 まず最初に、木部さとやま保育園の件ですが、改築予定でして、そのときに保育園に

は現在は調理室があって、子供たちは自園調理で楽しく食事をし、それに対して地域の

人たちが協力して子供たちによりおいしい物を提供したいという、そういう地域のいろ

んな協力の下にすくすく育ってきているわけですけども、今回の改築移転に関して、調

理室を廃止して自園調理はしませんというようなことがあるわけですけども、そして食

事は外部から搬入すると。それに対して、木部の自治会連合会から廃止はしないでほし

いと、自園調理を続けてほしいというようなことがありまして、私もいろんな方面に取

材したりとか、それからそういうような会合、集まりに出席したりして、実際にそうい

う人たちの声を聞いてまいったことを前提に、今回の一般質問をしたいと思います。 



 通告では、まず小規模保育園、木部は小規模保育園なんですけども、自園調理を原則

としています。原則ですね。ただし、その後にただし書というのがつくんですけども、

外部搬入も認めようという国の方針があってというのは、私いろいろ調べたときに、年

を追うごとに変わっているんですよね。それで、非常に月日というのが重要だなという

ことで、最終的にはここに事務連絡として、平成２９年厚生労働省雇用均等・児童家庭

局保育課からの県に対しての通達、これは通達なんでしょうね、事務連絡と書いてあり

ますけど、これが一番新しいので、これを基にして組み立ててみました。 

 それで、外部搬入に切り替えるということなんですけども、それの理由、これが原則

は自園調理だと。もともと自園調理ですからね。特にゼロ歳から２歳までの生まれたば

っかりの子供たちに対してというのは自園調理ですから、やむを得ず少しずつ外部搬入

が認められるようになったというのに、なぜその原則を超えるというか、この理由をま

ずお伺いしたい。 

 それから２番目が、小規模保育園というのは連携施設が必要ではありますが、木部保

育園の場合はそれがどこになるのかと。これ、委員会のときには畑迫というふうに聞い

た覚えがあるんですけども、私の記憶違いかもわからないもんですけども、どこでしょ

うかということですね。 

 それから３番目に、日原保育園は今度清流会になったんですけども、直地保育園と日

原保育園の間では、こういう連携契約というものが取り交わされてきたのだろうかとい

うことではあります。それを、ちょっと、また詳しくは答弁の中で、あるいは再質問等々

で聞いていきますが、一応通告はそういうふうになっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 それと詳細に関しては、課長でないとわからんと思いますので、また課長に聞いたり

とか、全体的なことは町長にお聞きしたいとかということになりますので、何とぞよろ

しくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、４番、道信議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 木部さとやま保育園調理室に関してでございます。 

 小規模保育事業の食事につきましては、津和野町家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例により、その事業所等内において食事を調理する、いわゆる自

園調理を行うということにはなっておりますが、一方、特例により他の施設等からの搬

入により行うことができるともあります。 

 今年建て替えを予定している木部さとやま保育園で、今後給食を他施設から搬入する

ことにつきましては、社会福祉法人つわの清流会が法人運営の経営基盤の安定等を考慮

し、総合的に判断されたことであり、町としては、その御判断を尊重したところであり

ます。 



 続いて、現在の木部さとやま保育園の連携施設は、日原保育園ということで申請をい

ただいております。 

 次に、現在の直地保育園と日原保育園はともに社会福祉法人つわの清流会が運営を行

っているため、法人において内規を定めておられます。 

 なお、配送につきましては、以前より法人がシルバー人材センターとの契約により行

っていると聞いております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  それでは、再質問でいきます。 

 まず、直地とそれから旧、旧という言い方がいいかわからんですけど、日原保育園と

の関係をちょっとお聞きしたいんですけども、まず一つ目は、文書による連携契約は交

わしていたのでしょうか、ということですね。それと、交わしていたのなら、その内容

をお聞きしたいと思います。 

 そして、当然、当時は日原保育園は町営ですので、町はそれに要した人件費とか、そ

れから水光熱費とか等々の予算措置をしていたのかなというところなんですが。私の見

方が悪いんかもわからんですけども、どこに、これそういうような予算措置とか案分と

か、上乗せとか等々がどこにあるんかなというふうに、ちょっとわからないんで、この

辺りを教えていただきたいと。 

 それからもう一つ、当然連携契約でしたので、連携による費用が、いわゆる直地保育

園には積算されているはずなんですよね。だから、そこの処理、それ御存じかなみたい

な、私もこれ初めて見たときに、ああ積算されているんかみたいなとこなんですけど。

まずは、それを再質問としてよろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  議員がおっしゃるのは、この３月までの日原保育園

と直地保育園との間の連携のことということでよろしいでしょうか。 

 これにつきましては、当然、平成２８年４月１日から直地保育園のほうがつわの清流

会のほうの、民営化されたというところでありまして、２８年４月１日に随契をもちま

して、日原保育園と直地保育園の連携施設に関する協定書というのができております。 

 それにおきましては、当然、給食の内容等も入っておりまして、給食をアレルギー対

応ができるかとか、その後加熱処理の調理機能を有する設備を備えることと、例えば、

直地保育園のほうに備えることというようなこともそこには書いてありまして、基本的

には給食を搬入するということが主でありましたので、そこの部分についての協定を結

んでおるということになります。 

 それから、費用ということでありますが、費用につきましては、また別に同日付で直

地保育園に搬入する給食調理に関する契約ということで、町とつわの清流会のほうで契

約書を結んでおります。これについては、どういう契約かと言いますと、その給食調理

の、いわゆる値段といいますと、調理費用ということであります。園児１人につき月３,



５００円とか、職員１人につき１日２２０円とか、一時保育分は１日３００円を直地保

育園が日原保育園に年度末に精算をかけるというようなことであります。ということで、

町のほうには直地保育園からの歳入がありますし、直地保育園からはその部分が町のほ

うへ支出されておるというふうに考えております。 

 併せまして、先ほど議員が言われたことでちょっと一つ気になったんですが、文教民

生常任会のときに、私が、木部さとやま保育園の連携施設が畑迫保育園だと言ったと今

言われましたが、もし万が一それが本当でありましたら私の勘違いでありまして、畑迫

保育園は、昨年の平成３１年の４月１日から小規模保育事業所になっておりますので、

連携施設とはなり得らず、当然、昨年度４月１日をもちまして、木部さとやま保育園の

連携施設は日原保育園であるというふうに、法人のほうからも届出が出ておりまして、

町のほうも了解をしておったということで、もしそうやって私が発言をしておりました

ら、それは勘違いということで御理解をいただけたらと思います。（「町が予算措置を

していたか」と呼ぶ者あり） 

 今ちょっとそこまで確認ができませんが、雑入のほうに入れておる可能性もあるかな

と思われます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  雑入で一括してということですか。それは、また後日

教えてもらいたいんで。 

 それともう一つ、連携による費用が積算されて、直地には費用が積算されているとい

うことは、これは御存じですね。そこのところちょっと伺います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  直地の保育園のというか、つわの清流会のほうに予

算措置がされておるかということでありますか。（「そうそう」と呼ぶ者あり） 

 それは、私が確認をしたわけではないですが、当然向こうは法人運営をしております

ので、それは向こうの予算の中にそういうものが入っておると。で、支出した後には、

決算書のほうにそれが入っておるというふうには認識をしておりますが、確認を一つず

つしたわけではありません。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  細かいようなことですけども、あと最後に総まとめの

ところで、こういう細かいことの積み重ねでちょっと町長質問しますんで、御勘弁い

ただきたい。 

 それで、今度、連携施設が日原保育園になるということなんですが、大体外部搬入と

いうのは１５分程度、時間からして１５分程度、だから１０キロ程度じゃないかと思う

んですけど、１０キロかもうちょいですか、こういうふうにうたわれているんですよ。

これ、私初めてこれを見たときに、聞いたときに、え、１５分じゃ行かんだろうみたい

な。その間に、当然、いろんな冷めたりとか何とかというのもあるんですけれども、そ



れは温めればええわで済む問題ではないと。だから、私ここの１５分程度ですよと、外

部搬入は１５分程度ですよというところの国の指導みたいなものが、どの程度の強制力

を持つのか、あるいはどの程度というのが、ちょっともう一度確認してみないとわから

ないんですけども、こんなに遠くて、え、と思ったんですよ。だから、その点何かを御

存じなのかどうかということをお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  １５分、搬入施設から１５分程度の距離じゃないと

いけないというようなことを何に記載してあるのかが、私のほうは存じ上げておりま

せん。私のほうの基準としておりますのは、厚生労働省が出しております大量調理施

設衛生管理マニュアルにおきまして、２時間以内に食すことが望ましいというような

ことは理解をしております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  いけないとか言っている、まだ私も確認を取ったわけ

じゃないですけん、いけないというふうには言っていないんですけども、普通から考

えればそうだろうなということで、私は私でまたもう一回調べますけどね。私が調べ

た関係では、感じでは、１５分程度というふうに私は思っています。それは、またお

互いに勉強しましょう。 

 それから次が、この中で、答弁書の中で気になるのが、これは町長にお聞きしたほう

がいいんでしょうけど。まず、なぜ自園調理が必要か、重要かということをこの後テレ

ビでまた放映されますので、私なりに考えた、思ったことは、原則という言葉ですね。

ただし書。私は、これ、ただし書が優先されとるなと思ったんですよ。原則という言葉

の重みが全くないなというふうなのが、これ全体的な答弁から感じたんですけども。 

 自園調理が原則というのは、厚生労働省が子供の立場に立ったときに、要するに、子

供というのは言えませんから、あるいはその両親が声高々にというのも難しいと。そう

したとき、子供にとっては当然自園調理でしょうと。だから、それを厚生労働省が代わ

りに原則という言葉をつけた。あとの例外は順次年数を追って、外部搬入でもやむを得

んなというのは、待機児童が増えたりとか、あるいは離島の場合とかという、本当に外

部搬入でないといけないというような、本当ただし書なんですよ。なのに、これ見ると、

聞くと、清流会の経営基盤がというとこが、この原則を超えるというふうに感じられる

んですよね。 

 取材してみて、お母さん方とかあるいは地域の人たちと話をしてみて感じたのは、食

事というのは空腹を満たすだけではない、食事が出るまでの過程を体験することで食べ

物への感性が高まる。これ、感性と言ったら何となくという感じがするんですけど、こ

れ実に重要なんですよ。食事を自分が食べてみてというのは、私らよりもっと前の世代

は生きるために食べていた。で、私らの世代は満腹になるために食べていた。だけど、

今の子たちは、いろんな環境の変化で、例えば、アレルギーとかアトピーとかという、



こういう問題が出てきたりしたんですけどね。だから、その過程で、その感性が高まる

ということは、これは後から教えられるもんじゃないという、このことなんですよ。 

 それと次が、最初冒頭に言いましたが、地域の人たちの協力があったということはで

すね、地域の人の協力を目の当たりにすることによって、感謝の心が生まれるという、

教育的な感知、これが非常に重要だと。 

 それから、一番重要なのは、幼い時期は成長発達の個人差が大きいため、一人一人に

合わせた食事が必要。ということは、目の前で見ているということがいかに必要か。何

かあったときに、すぐ対処できるという。これ──日原からですと、１時間ぐらいかか

るんでしょうね。これ、できますか、みたいなとこなんですよ。 

 それから、外部搬入になると、ましてや今のように、今度は多分、冷める、再加熱し

たりするというようなこと出ます。そうしたときに、再度人の手が加わって衛生上の危

険が増す。これね、保健所もちょっと話しに行ったんですけども、保健所で話すると、

これ、非常に憂慮するんですよね。今、コロナなんかで外へテークアウトというときに、

テークアウトのところの時点ではいいなというふうになるんですが、保健所から見たら、

ものすごく怖いというふうに職員さんが言っておられるんですよ。まさに、これ、外部

搬入の怖さということが、危険が増すということが、ここに出てくるなというのが出ま

した。感じました。 

 それで、これ、町長にお聞きするんですけど、今のことを踏まえてですね。再度申し

ますが、厚生労働省が自園調理を原則としたのは、子供と両親のことを代弁したからに

ほかならない。物言わぬ人を代弁したから、原則という、非常に大きなあれをつけたに

ほかならない。それで、町長は日頃から安心安全を標榜されておりますが、このたびは、

経営基盤を考慮して総合的にと言われた。で、経営基盤を優先されましたよね。これ、

何でかな。何でここで、非常な大きなコンセプトが、経営基盤というだけで原則がただ

し書と入れ替わるのかというのが、非常に私は不思議だと。 

 それで、もう一つ。総合的という言葉が何を意味するのか。それは、例えば、例があ

れば、一つ、二つ教えていただきたいと。 

 で、もう一つ。もう一つです。 

 津和野町の基本方針は、基本的な考え方ですよね、人口を増やすという部分、ことが

ありますよね。定住人口を増やしたりとか。自園調理を廃止したら、人口が増える。両

親が、よし、自園調理がなくなったから、あそこに入れよう、うちの子供を、となりま

すかということなんですよ。逆行じゃないですか。で、木部というところはですね、益

田へ通勤される方が多い。結構いますわね。で、川登保育園、ちょっと昨日も行ってき

たんですけど、川登保育園は新しくなって、きれいになって、しかも自園調理をしてと

いうので、万全の対策で、現実に津和野町の人であそこへ子供を預けている人もいます。

これがますます、「たられば」ではないんですけど、加速するんじゃないかなあという

ような危惧を非常に持つんですよ。それが、さっき言いましたように「住民を増やしま



しょう。外部搬入したら増えます」なんちゅうのは、全く逆行じゃないかということが

あるんですけども、その点を町長、２点ほど、お答えください。 

○議長（沖田  守君）  最初に健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  すいません。町長に質問ですが、一つほど、議員さ

んのほうに、まあ、問うことはできないですが、私のほうで理解しておりますのは、

国の厚生労働省の基準におきましては、食事につきましては自園調理が、まあ、「原

則的に」と言われますが、「原則的に」という言葉はどこにも入っておりませんで、

自園で調理することが通常であると。それから、その後ただし書といって言われます

けれども、ただし書ではありませんで、これは特例という形でありますので、全国的

に多くの保育所でこの形の中で給食を提供している施設はあるということで御理解

をいただけたらなあというところで、すみませんが、一つ先にお話をさせていただき

たいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、私のほうから、まず前提条件でありますけど、先

ほど課長が申したことと関連いたしますけれども、厚生労働省の通知というのは基本

的にこれは助言でございます。その助言を受けて、本町では津和野町家庭的保育事業

等の設置及び運営に関する基準を定める条例というのを定めておりまして、基本的に

はこの条例に基づいて運用しているというところであります。その中で、食事につき

ましても第１５条、そして第１６条、こちらを基にして様々な事業を遂行していると

いうことが、大前提としてあるというところであります。 

 今回、自園調理を行わずに、他所からの搬入ということにしたわけであります。これ

は、やはり社会福祉法人つわの清流会が御判断をされたということで、その背景には─

─昨年も障がい者福祉事業も一緒にやっていただいております。この中で、経営が赤字

になっておりまして、本町としても１,０００万円の御支援をさせていただいていると、

そういうような状況でございまして、清流会もある意味一つの法人でありますから、そ

うした中で経営がギリギリということによって、その法人の存続そのものが危うくなっ

てくるというぐらいの大きな問題だということであります。 

 総合的な判断というのは、あくまでもこれは清流会のほうで総合的に判断されたこと

でありますけれども、やはり経営が安定をして継続されるということが第一であります。 

 町としても、現在、もともと木部のさとやま保育園が継続して維持できている背景に

は、このつわの清流会がわざわざ手を挙げて立ち上がっていただいて、そしてここの運

営を担っていただいているという、そこがまず大きなポイントでもあるということであ

ります。その清流会がなくなってしまったら、今度、じゃあ、はこの木部さとやま保育

園の存続そのものにも大きな影響をするということにもつながっていくんじゃないか

と。そういうところで、町としてもこの清流会の経営基盤の安定ということの判断を尊

重させていただいたというのが、町としての考え方ということでございます。 



 併せて、先ほど保護者の御意見ということもございましたけれども、６月の４日の日

に保護者会から会長さんと、そして副会長さん、お二人町長室にお越しいただきまして、

その前に保護者会で改めて話合いをされたことをもってお越しいただきました。その中

で、いろんな御質問も受けまして、その御質問については、後日、町として文書で正式

に回答させていただいたというところでございます。 

 そして、そのときに保護者会としても将来的には自園調理というものをお願いしたい

と思っておりますけれども、まずは自園調理でなくてもこの木部さとやま保育園の建築

を進めてほしいということなんだということで、お話をいただきました。その上で、今

後も、その設計段階に当たっては、保護者会の方々ともしっかり話合いをして、そして

詳細なまた設計をしていこうということも、お互い理解の中で話合いをさせていただい

たところでありまして、ある意味、保護者会としても納得をしていただいて、そして前

を向いて、次のいいステップに向けて一緒にやっていこうということで、お互いが話を

させていただいたと、そういうところでございます。 

 ですので、今回、自園調理というものをスタートからは行えませんけれども、やがて

また園児が増えてきたりとか、あるいは清流会の御判断等で自園調理を行おうというこ

とになったときには、町としてもしっかり協力をさせていただくと、このことは以前か

ら約束をしていただいていることでありまして、今後についても今のところその方向性

に変わったことはないというところでもあります。そういうことで、今後も保護者会と

も、今の信頼関係というのは失うことがないようにしっかり進めていきたいと思ってい

るところであります。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ちょっと気になるんですけど、なくなったら元も子も

ないよ的な言い方は、これはちょっとおかしいですよ。何か、逆に言えば脅しに聞こ

えるんですよ。なくならんのだったら、なくさんからいいだろう、みたいなね。これ

は、ちょっとまずいなあと、私は思います。 

 それから、いずれ２０人を超えたらというようなことですけど、それと、人数のこと

はちょっとよくわからない。普通の認可保育園になったら、当然自園調理で作らないけ

んことなんで、あえてここで言うような必要はないんじゃないかなあ。私が今、ここで

議論しているのは、「今」を議論していますんでね、「たられば」で話をすると、あれ

になりますので。私もちょっと若干、「たられば」も言いましたけれども。これはちょ

っと、これからもあんまりしないほうがいいかなあというふうに思っております。 

 それで、私、町の方針が、何か、この清流会から要請があったから御判断を尊重した

というような……。そうしたら、自治会連合会の御判断はどうされたのかなということ

なんですけど、そこを最後にちょっとお聞きしましょう。 

○議長（沖田  守君）  町長。 



○町長（下森 博之君）  なかなか、いつもこういう言葉の取り上げの云々の質問にな

ってくるんで、なかなか難しいなあというふうに毎回思うところなんですけれども、

基本的には、それは事実として、ここは議会の場でありますから、お伝えをしたわけ

で、御判断の、いわゆる背景というものをお伝えをしたわけであります。決して、そ

れが脅しということに取られるというのは残念でありますし、私どもはその説明責任

というものがそれでは果たせないというふうに思っているというところでございま

す。 

 そして、その２０人ということで、集まったから自園調理を開始するという約束はし

ておりません。それではなくて、まだ２０人に到達しなくても、清流会がそういう判断

をされれば、それは町として支援しますということは、これまでも、今回も保護者会で

お会いしたときにもお伝えをしていると、そういうところであります。 

 それから、最後に、自治会の請願、どうなるのかということでございます。これは、

ちょっと、議員さん、先ほど最初の御質問でおっしゃられたので、そこは私が、ちょっ

と事実誤認ではないかなというふうに思っておりますが、自治会の請願は、やがて人数

が増えたときに自園調理をお願いしたいと、そういう趣旨の内容であったというふうに

思っておりまして、最初に議員がおっしゃられた、自園調理を廃止しないでほしい、そ

ういう請願ではなかったというふうに思っております。ですから、連合自治会の請願は、

そういう趣旨の請願であって、そしてそのことについても議会としての請願の採択云々

の判断が、まあ、そのときは不採択になったわけでありますが、下されたということだ

というふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  言葉尻の話になってしまうと、ちょっと話がややこし

くなりますので、これはもう引きましょう。 

 それでは、今の、清流会が経営基盤がきちっとしたら、そしたら、という今の言葉で

すよね。これは、非常に重要なんだなと思ったんですよ。それで、次の清流会について

の質問にここで移りましょう。 

 そのとき、清流会は社会福祉法人財務諸表、これをちょっと見たんですけど、３０年

度の損益計算、３０年度のね。ちょっと書き方が最初まずくて、３１年度は、公表した

ということですけど、計算では本部がマイナスの１,２００万、放課後等デイがマイナ

ス２２７万、就労施設の──Ａ、Ｂで言うとちょっとややこしくなるので、ちょっと１

ということにしますけど、１８４万の赤字で、もう一つの２は７２万と、で一方、木部

保育園は５９０万円の黒字、直地保育園は１,０４１万円の黒字というふうになってお

ります。 

 清流会の経営基盤が非常に不安定だというふうに言われましたが、この立て直しに対

して、これは補助金を出しているところですからね、これに対して、町はどのような指



導をしているか。法人の具体的な、ある程度ですよ、具体的な経営の基盤の立て直しを、

あればお尋ねしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、つわの清流会についてお答えをさせていただきま

す。 

 社会福祉法人つわの清流会の、令和元年度社会福祉事業における各事業活動計画書に

よりますと、主な拠点区分の経常増減差額は、本部１,２４３万６,０００円の赤字、直

地保育園１,０５７万５,０００円の黒字、木部さとやま保育園４３６万９,０００円の黒

字、相談支援事業所くすのき１２９万８,０００円の黒字、放課後等デイサービスつく

しんぼ２４３万１,０００円の黒字、就労継続支援Ｂ型事業所わさびの里１８６万円の

赤字、就労継続支援Ｂ型事業所つわぶきの里８２万４,０００円の赤字、合計で３５５

万３,０００円の黒字ということになっております。 

 ただし、この収支には町が補助金として支出した１,０００万円が含まれており、こ

の補助金がなければ、単年度では約６５０万円の赤字であったということになります。 

 項目別には、本部経費については、事務職員や役員報酬等の収益を生まない部分の収

支であり、ここを他の事業で埋めているということになります。 

 放課後等デイサービスつくしんぼにつきましては、黒字ということではありますが、

町からの補助金が全てこの項目に充当されており、実質的には約７５６万円の赤字とな

っております。 

 障がい福祉サービス事業につきましては、平成３０年度の制度改正や町内の対象者数

が年により増減があり、本町のような小さな町では、事業を安定的に運営することが難

しい状況にはあります。しかしながら、当事者や御家族の方は、町内に通所できる事業

所ができたことを大変喜ばれており、つわの清流会としても様々な経営努力を行いなが

ら、使命を全うする気概を持って事業を進めていただいていると考えております。 

 町としては、つわの清流会に対して、特に経営に対して指導する立場にはないと考え

ておりますが、各事業の運営については福祉サービスの観点から常に相談、連携しなが

ら取り組んでいるところでございます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  この中、最後のほうにですね、経営に対しては指導す

る立場にはない、ここなんですけど、当然補助金を１,０００万くらい出してますよ

ね。しょっちゅう課長も行っておられて、内容を御覧になっている。それで、この、

前段のところの経営基盤の安定等を考慮し、経営というのが要するに非常に重要だと

いうことを言っているにもかかわらず、ここではですね、経営に対して指導する立場

にはない。ここが矛盾するんじゃないかなと。要は、経営でしょう。要するに、お金

ですよね。だから、お金が回れば全てがうまくいくみたいな言い方なんですけども、



というなんですけど、当然、指導はすごくきめ細やかにされてるんです。それとも、

大ざっぱに、まあ、任せるけえ、後は頼むなあ、みたいな。そのあたりはどうなって

いるんです。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  前段の経営基盤の安定を考慮しというのは、町のほ

うが申し上げたことではなくてですね、清流会のほうがそういって申し上げて判断を

されたということが、前段のところでは記載されております。 

 現在のところ、先ほど町長が申し上げましたが、町としまして、これは社会福祉法人

であります独立した組織でありまして、町がここを指導するということはできません。 

 例えば、同様に、社会福祉協議会にも本町としては３,５００万程度の補助金、それ

から事業委託を合わせますと数千万ありますが、じゃ、ここに指導的な立場にあるかと

いいますと、これもまた同様でありまして、それぞれ、社会福祉法人のそれぞれが運営

をしていただいておるということであります。 

 ただし、これら、清流会も同じでありますし、社会福祉協議会も同様でありますが、

町と連携して業務を進めていくということは多々ありますので、いろんな事業のところ

において相談、それから、取組についての会議、打ち合わせ等々、特に清流会につきま

しては、この４月から日原保育園運営移管ということがありましたので、随分様々な協

議をしておる、また、今の段階では木部さとやま保育園の建築のことがありますので、

この辺も清流会の御意向等を受け入れながらやっていくということにおきましては、い

ろんな協議を行っているというようなところで協力をしているというところでありま

す。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  経営基盤、要するにお金のことなんですけど、これ、

連続して、もう、ずっと赤字ですよね。普通、私らが銀行でお金借りるときに、３期

連続の赤字のところは、もう貸しませんという、もう倒れますよというようなことが

前提になってくるんですよ。 

 だから、これ、相当抜本的に、てこ入れをしていかないと非常に危険水域ですよ。危

険水域に入っているなあというふうに思います。ですから、これは、ある意味、提言で

はあるんですけども、１,０００万、今回、出していますけど、この分野においてはあ

る程度もう覚悟して、町として、お金を投入していかないと。 

 ということは、そういうような感覚にいないと、つぶれてしまいますよと。民間企業

なら、もう完全に銀行は見放してますから、つぶれますよ。私はつぶしてほしくない、

これ基本的な考え方ですから、友人たちがたくさん言ってますからね、だから、つぶし

てほしくない。ですけど、今までの状況だと、まずいなということがあるんで、これぐ

らいなものは覚悟して町は、補助金を出していくという覚悟を持っていただきたいなあ

というふうに思うんですよ。 



 これは、町長にお聞きするんですけど、どうですか、今後に対しての、この１,００

０万の補助金というのは、いや、これでもう「打ち切りだ」みたいなのか、あるいは、

場合によったら、こういう方向性でいくってような、いかがです。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  例えば、津和野町社会福祉協議会さんでありますが、こちら

も毎年補助金を出しておりますけれども、最近は、社会福祉協議会さんも組織的な改

革というものをすごくされておりまして、介護事業等々で相当な収益を上げていただ

いております。 

 そういう中で、毎年の積立金も増えてきたということで、昨年ぐらいから、本年度も

そうでありますが、町からの補助金を非常に下げさせていただいたということでありま

す。 

 非常に、だから社会福祉協議会さんには、大きな感謝もしていると思っていますし、

その改革というものについて、賛辞といいましょうか敬意を表したいというふうにも思

っているところであります。 

 同じように、津和野清流会さんも、今、立ち上げの苦労もあってそういう非常に難し

い状況であります。特に、障がい者福祉の事業でありますが、このたび、国のルールが

変わりましたので、その分が非常に減収の大きな影響になっているということでありま

す。 

 そういう部分と、先ほどの繰り返しになりますが、立ち上げの苦労でいろいろ人員配

置の苦労がありまして、そういう中で人件費等々の管理費がかかった、その部分が大き

な赤字の要因にもなったということであります。 

 今後、国の動向というのは、なかなか一経営の努力だけでは解決できるものではあり

ませんけれども、しかし、そうした国の状況も見ながら法人がより一層改革に努力をし

ていただいて、そして、その上でのサービスの向上に努めていただくということ、その

スタンスが失われるようなことがあっては絶対にいけないというふうにも思っている

わけであります。 

 だけれども、つわの清流会というのは直地の保育園と、それから木部の保育園、やは

り私からすると、これを存続に向けて救っていただいた大変な恩人であるというふうに

思っていますし、そして、障がい者福祉サービスを担っていただいている重要なパート

ナーでもあるということでありますから、町として最終的に支えていくということに大

きな変わりはないということであります。 

 ただ、それに甘えることなく、と言っては大変失礼かもしれませんけれども、法人は

法人としての、やはり改革というものには、常に努力をしていただく、その信頼関係を

これからも構築をしていきたいと思っておりますので、指導ということではなくて、相

談と連携というものを、より一層深めてやっていきたいという思いであります。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信君。 



○議員（４番 道信 俊昭君）  その方向で、当然、私も、さっき冒頭言いましたよう

に思っていますので。 

 それともう一つ、やっぱり気になったのは、事務局長が辞めたということですよね。

これね、ようくその理由をあれして、断片的に私には情報は入ってくるんですけども、

事務局長が辞めた理由というのをまたよく分析して、中の体制の見直しみたいなものも

併せてやっていただきたいというふうに思います。 

 時間もあんまりないので、最後に、青野山。 

 今回、青野山を取り上げて、まあ前からも取り上げているんですけども、天然記念物

とか名勝として、国に指定され、それを祝して、この前、前回、私が言っていたポスタ

ー、これができましたよね。 

 これで地域の人たちに「できたよ」みたいな、要するに、町がそれに「応援してるよ」

みたいなことが背景にあるんですけれども、この青野山に行ってみて、今回のコロナ関

係でテレワークとか、そういうもろもろがあったときに、都会地から津和野に、田舎に

やってくることの、ある意味での一つのきっかけになる可能性が非常に出てきた、だか

ら、ここを逆転の発想をしなければいけないんですけれども、青野山の再発見と、ある

いは再利用を提言するということで質問させていただきます。 

 まず、第１に、小川の新しい道ができましたが、ここからの笹山へ向かう新しい道、

これ、走ってみて非常に、木がなかったらもっといいなと思ったんですけどね。 

 それから、中国自然道、舗装されてない道なんですけど、ここは非常に面白いとこ、

これは観光にとっても非常に面白いなという、まあ、行かれたらわかるんですけど、あ

そこに立ったら、ちょうど真正面に城山が見えると、同時に、音があそこに集約するん

ですね。非常に面白いんですよ。 

 例えば、当時、私が、この前行ったときには豆腐屋さんが「とうふー」みたいな宣伝

カー出していたんですけど、もう目の前にあるように、それで地元の人に聞いたら、津

和野高校の、例えば、野球部が練習している風景が、もう手に取るようにわかるってい

うね、本当、あの場所ってのは面白いロケーションだなというふうに思っておりまして、

そこでサイクリングロード、あそこ、サイクリングをやりたいなという集団がありまし

て、これができたらということを私も要望も受けましてね、ここを整備していったらと

いうこと。 

 それから、次が、昭和２年に設立されて６０回目を迎えるハイキングクラブ、これを

もう一度応援して、もっとこのクラブをね、私たちもみんなが応援していますよという

形にしたい。 

 それから三つ目がですね、心霊スポットとして非常に面白いなと思ったのが、沼原の

上のところにある愛宕神社、初めて行きましたけど、すごいですね、岩がね。 

 これなんか心霊スポットというような、まあ若干軽い感じで言いますけども、信者さ

んがおったら怒られるんですけど。 



 こういうようなことで観光にも生かせるなあという、一番奥の沼原という地域の活性

化にもつながるなあというのは思いました。 

 それから、風穴、これはね、大分前の町長なんかで、これにすごい情熱を燃やしてお

られたということを聞いたときにですね、これを再整備するってことは、非常に面白い

かなっていうふうに思って、まあ、ざらっと、四つのことを申し上げましたが、多分、

これ以外にも様々な観光施設であったり、これが今の都会地からの人たちを定住として

呼び寄せる一つの大きなものになるんじゃないかということを感じましたので、この辺

りを、教育長、よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、青野山についての御質問に対してお答えを申し

上げます。 

 小川地区から笹山地区につながる林道笹山山入線と、中国自然歩道になっている町道

青野山線は、青野山の活用のために必要不可欠なアクセスルートですが、町道青野山線

については未舗装の区間が残されておりますが、現在のところ整備の予定はありません。 

 これらの道路を利用したサイクリング等のイベントについては、青野山の情報発信に

効果があると思われますが、この道を利用される町民の立場からすると、これらの町道

でサイクリングをされる方が増えると、カーブが多く急な坂道の続く道路でもあり、事

故につながる危険性は高く、十分な安全対策等を行う必要があると考えます。 

 ヒルクライム等、期間を決めたイベントであれば、通行規制を行うことで対応ができ

るかと思いますが、実施については、実際に現地を調査した上で、警察署とも協議を行

う必要もあり、今の段階では申し上げることができませんが、状況により、今後検討し

ていきたいと考えます。 

 津和野ハイキングクラブについてですが、毎年５月５日のこどもの日に行われている

青野山ハイキングは、主催の公民館とクラブが共催する形で実施しています。 

 また、小川公民館で行われている津和野小学校の通学合宿にも協力をいただいており

ます。以前は、町体育協会にも加盟していましたが、現在は、１０名程度のメンバーで、

活動の縮小とともに、特別な会費等は徴収せず、必要な都度声を掛け合って、個人的な

つながりの中で活動しており、会員募集もしていないようであります。 

 今後、ハイキングクラブで、町体育協会へ再加入等をお考えであれば、検討していき

たいと思います。 

 愛宕神社は、青野山の東側にある小青野山の中腹にある小さなお宮です。地元である

沼原地区の住民の方によって古くから信仰されており、新聞等で巨岩信仰として紹介さ

れたこともあります。 

 現在のところ、愛宕神社の敷地は、国指定文化財である「青野山」の指定地には含ま

れていませんが、青野山ととものに小青野山の成り立ちを知る上で重要な場所です。 



 今回の指定に当たって、所有者の確認等を行ったところですが、共有地であり所有者

は十数人ですが、相続登記がされていない人が多く、関係者は約４０人にもなり、当初

での指定は断念したところです。 

 今後は、追加指定等についても検討していきたいと考えますが、現在指定できていな

い土地については、今後も厳しいことが予想されます。 

 青野山の山麓には、現在、４か所の風穴が確認されており、そのうち３か所は指定地

内です。風穴は、天然記念物として青野山の重要な場所であるとともに、多くの人が興

味を引く場所でもあります。 

 今後、土地所有者の御協力を頂きながら、来年度より策定予定の青野山保存活用計画

の中で風穴の調査、保護、整備、活用等について検討を進めていきたいと考えています。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  都会地から津和野へっていうね、このキャッチコピー

は、ただ、今はもう、ただのキャッチコピーじゃなくなってきてますんで、ですから、

ここは積極的に取り組んでいただきたい。 

 ついこの前、私んところに、この１２月に津和野に移住したいという若者が来まして、

それで、やっぱりパソコン持って、これでやったら都会で今やっている仕事も兼ねられ

ると、一緒にできるっていうふうに言ったんですよ。 

 私、「こっちで何するの」って聞いたら、彼は、ホームページ作ったりとかなんとか

というそういう最先端のことを、非常に高学歴の人でして、すごいなと思ったんですよ。 

 それを置いてこっちに来る、「えっ、どうするのって」聞いたんですよ。「いや、向

こうは向こうの仕事をここでもできる」と、これを聞いたときに、まあ、これからも私

より半分以上も年も下なんですけど、非常に面白いし、私も彼らと一緒にやりたいって

いう……。で、津和野が、今、こういう疲弊した状況の中では、もうネット環境、ネッ

トという、あるいはテレワークとか等々のことを、もう放棄したら駄目というのがもう

はっきりわかりましたんで、彼と一緒にまたやっていこうと思うんですけど、こういう

のはある意味でのチャンスですんで、ここを生かしてということで。 

 最後に、田舎の魅力というのがどういうふうに都会地から見たら感じられるかという

のを、せっかく、東京から帰ってきた課長、宮内課長おられますし、まあ時間もないで

すが、田舎の魅力みたいなもの感想をちょっと言ってみてください。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。簡潔に。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  この４月から東京事務所から帰ってまいり

ましたが、議員さんおっしゃるように、今のこういう非常な、僕の個人的な感想にな

りますが、いろんなアクティブティというか、いろんな体験というのは、都会地から

見て非常に魅力的に映るであろうというふうに考えています。議員さんがいろいろ、

今日、今回御提案されております内容は、津和野町の特色を生かしたいろいろな活動



であると思いますし、私、東京からの視点で申しますと非常に魅力的に映るんじゃな

いかというふうに考えています。 

 よろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  具体的な案を我々でも作りますから、町につくってく

れとかをいうことは、じゃなくて、我々も、さっきのサイクリングのこととか、いろ

んな問題を我々も作ります、具体的なやつを。だから、それを提案し提言していきま

すんでね、ぜひ、温かく受け止めていただいて……。それと、やってくださいね。そ

のときには、ぜひ。まあ、駄目なものは駄目でいいんですけども、それを今回提言と

して結びます。 

 以上でございます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、４番、道信俊昭君の質問を終わり、午後１時まで休

憩といたします。 

午前 11時 44分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  午前中に続いて、一般質問を続けます。 

 午後は、４番、道信俊昭君が所用で退席をしております。 

 発言順序４、９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  議席番号９番、寺戸昌子です。通告に従い２項目質問

を行います。 

 まず最初に、聴覚障がい者支援についてです。 

 聴覚障がい者は、外からは分かりづらい障がいのため、多くの悩みを抱えています。

特に、情報が入ってこないことについては、常に悩みや不安を抱えています。 

 例えば、日常生活の中では、名前を呼ばれても気がつかない、聞こえないので無視さ

れたと勘違いされる、などがあります。また、最近では、口の動きや表情で話し相手の

情報を受け取っていたのに、多くの人がマスクをしているので、相手の会話が分かりづ

らいなど、情報が入ってこないことが、たくさん増えています。 

 津和野町においては、今までに、ひと月２回ですが、役場の窓口に手話通訳の方を設

置されるなど改善がされてきました。しかし、まだまだ改善されるべき点がたくさんあ

ります。 

 まず、サンネットにちはらについてお伺いします。 

 サンネットにちはらは、太陽の光がさんさんと降り注ぎ、町全体が明るく照らし出さ

れるように、情報が隅々まで行き届き、豊かな地域をつくり上げていくという意味をあ

らわしているとホームページに書いてありました。番組では、町長のメッセージに字幕



がつけられるなど、改善がされてきています。しかし、ニュースサンネットでは、イン

タビューの会話などは字幕がなく、全く何を話しているのか分かりません。画面の下に

表示される文字も隔時間で表示で、毎回の表示ではないことも不便です。また、議会中

継の放送は特に分かりづらいと聞きます。文字を増やしたり手話を加えたりするなど、

できないでしょうか。 

 次に、町の定時放送についてお伺いします。 

 防災無線は文字で表示されますが、毎日夜７時半にされる定時放送は音でしか放送さ

れません。視覚で分かるものを考えられないでしょうか。「先日、インターネットの不

具合が長時間続いたとき、何が起きているのか全く理解できなかった」という声があり

ました。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、９番、寺戸議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 聴覚障がい者支援についてでございます。 

 議員の御質問に関しましては、本来なら鹿足郡事務組合においてお答えすべき問題で

はあるかと存じますが、津和野町が事務局を務めておりますので、お答えをさせていた

だきます。 

 まず、サンネットにちはらにおける自主番組放送につきましては、内容やナレーショ

ンを聴覚障がいの方にも伝わりやすくするため、平成２９年４月１日放送分より文字を

挿入し、隔時間放送をしております。 

 また、議会中継につきましては、質問や答弁の時間が長時間であることに加え、内容

を要約したり、補足したりすることは番組の性質上難しい状況にあり、字幕を挿入して

おりません。手話放送については、放送の後日に手話だけ別に撮影することになり、編

集・調整に時間を要するため、吉賀町、津和野町両町の議会事務局との協議・検討が必

要になると考えております。 

 なお、島根県内の各ケーブルテレビ局においては、現時点で字幕表示を行っている局

はございません。 

 ＮＨＫや民間放送局と同様に、テレビのリモコンで字幕の表示、非表示をできるよう

にすることが理想であると考えておりますが、それには、字幕を表示するための機器の

導入に加え、内容のチェック・修正を行う人員が複数名必要となることから、今後、鹿

足郡事務組合において、吉賀町や鹿足郡事務組合番組審議会の意見等も参考にしながら

検討をしてまいりたいと考えております。 

 次に、町の定時放送についてですが、現在、吉賀町、津和野町の各町より放送を依頼

し、サンネットにちはらにおいて音声を録音し、毎日夜７時３０分に加入世帯に対して

音声告知放送を行っております。 



 議員御指摘のとおり、定時放送は音声放送のみではありますが、自主放送チャンネル

であります１１１チャンネルのデータ放送及び１１２チャンネルのテロップ放送にお

いて同様の内容を放送しており、サンネットにちはらのスマートフォン向けアプリでも

同様の内容をお知らせしております。 

 また、ケーブルセンターでの機器や伝送路等での障害が発生した場合においても、音

声放送と併せてデータ放送等でも、障害発生の周知を行っているところであります。 

 文字が表示される画面付き音声告知放送端末機もございますが、導入に当たってはシ

ステム改修や機器の購入に費用を要することから字幕放送と同様に今後、鹿足郡事務組

合において、吉賀町や鹿足郡事務組合番組審議会の意見等も参考にしながら検討をして

まいりたいと考えております。 

 令和２年５月２７日に発生いたしましたインターネットの障害につきましては、復旧

までに長時間を要し、インターネット加入者の皆様に大変御迷惑をおかけいたしました。

原因としましては、ケーブルセンター内に設置してありますインターネットサーバーに

不具合が生じたもので、鹿足郡内のインターネット加入者約２,２００世帯に影響があ

りました。 

 ６月１８日と１９日にメーカーによるサーバーＯＳのバージョンアップ作業を実施

し、今回の障害について恒久対策をされたと鹿足郡事務組合より報告を受けております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  回答いただきました中に、サンネットにちはらのスマ

ートフォン向けアプリがあるということがあって、びっくりいたしました。私、今日

初めてお聞きしたので、ちょっとその辺を説明していただけたらと思うんですけど。

というのは、デレビでそのデータ放送を見ようと思うと、まずテレビのスイッチを入

れて、サンネットのチャンネルに合わせて、それから、データ放送のボタンを押して、

そのデータ放送が出てきたら、何個も何個も、次の画面、次の画面ていうのを押さな

きゃいけなかったりして、自分の欲しい情報を取るのがなかなか難しかったので、こ

のアプリのことをちょっと教えていただけたらなと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  議員御指摘の今のスマートフォンアプリで

すが、こういった形で、見えますでしょうか、アプリがあります。私の場合、これｉ

Ｐｈｏｎｅですけども、アップルストアから無料でダウンロードできます。 

 内容については、今、議員さんおっしゃったように、テロップ放送の内容ですとか、

それから防災情報、それから例えば年間イベントの情報等が記載されております。ちょ

っと違うのは、お悔やみとかお喜びの情報はちょっとございませんが、そのほかの情報

は、ほぼ網羅されているというふうに御理解ください。それで、これでダウンロードし

ていただいてみると、同様の内容がこれで見ることができます。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 



○議員（９番 寺戸 昌子君）  ということは、そのアプリを取っていれば、サンネッ

トが通じなかったとき、インターネットが遮断されたときは、そのアプリで見ると分

かるということでいいんですか。ちょっと、そのサンネットのインターネットが通じ

なくなってるのにスマートフォンは大丈夫なのかと。すみません、いろいろ知識がな

いもんで。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  結論から申しますとできます。ケーブルセ

ンターの伝送路の不具合とか出ると、そのラインが途切れるわけですが、携帯電話で

すと、いわゆる、最近ですと４Ｇとかの電波が取れる地域であれば、これで、ケーブ

ルセンターがダウンしてても、サンネットにちはらの情報を取ることができます。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  進歩してるなあっていうんで、ちょっとこの辺は安心

をしたんですが、聴覚障がいの方が、以前、議会で質問したときに、たしか町内に８

０人ぐらいおられるって聞いたんですが、もし、今、分かれば教えていただけたらと

思うんですが。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  今現在、町内で聴覚障がいの手帳の所持者数は４７

名というふうに把握しております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  私の認識とちょっと人数は少なかったみたいですが、

４７人もの方がおられるというので、やっぱり、聴覚障がいの方に対して、いろいろ

と支援をしていただきたいなということを思いました。 

 サンネットにちはらが文字を下に入れてくれるようになったんですけど、それがなぜ

か、毎回じゃなくって、入っているときと入ってないときがあるんですが、あれはなぜ

なんでしょう。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  これは、先ほど、町長の答弁にありました

番組審議会等で決められたことのようでございまして、各時間ごとに文字放送がない

パターン、あるパターンというふうに交互にするように取決めがなされたということ

のようでございます。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  番組審議会の方々がどのような内容だったかは、ちょ

っとここではお聞きできないと思うんですが、耳の聞こえる方からすれば文字がある

のは、ひょっとしたら、ちょっとないほうがいいとかいう方がおられるかもしれない

んですが、耳の聞こえない方からすれば、さあ、聞こう、見ようと思ったときに文字

がついてない、じゃあ、次のにしようかといったら、多分１時間ぐらい後になると思



うんですよ。それをまた１時間後につけて見るというのは、とても不便なことなので、

その改善をしていただきたいなと思いますが、それはここで町にお願いすることなの

かなあ。その辺ちょっと分かんなくてすみません。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今ここで、町のほうで、立場でお答えはで

きませんが、また、議員の意見は鹿足郡事務組合のほうで、御報告はさせていただこ

うと思っています。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひ毎回表示されるようにしていただきたいと思いま

す。 

 それから、回答を頂いた中に、文字が表示される画面付音声告知放送端末機というの

があるけど、システム改修とか機器の購入に費用を要するということなんですが、それ

は、もし費用が分かれば、お幾らぐらいか……。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  この端末機というのは、今現在、加入者世

帯にある、告知端末機がございますよね、音声の、あの告知端末機の新しいバージョ

ンですと、画面のモニターがついてまして、それに文字放送ですとか、場合によった

らフェース・トゥー・フェースのこういう、通話ができるような機能を今度取りそろ

えたのが、今度発売予定です。 

 ちょっと金額的なものは、今、分かりませんが、実は今週の木曜日に、そうした、こ

れ、ＮＥＣの特約店の方々になりますが、その導入等についてもいろいろ検討もする予

定になっております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひ導入のほうを検討していただきたいなと思います。 

 毎日、私たちは聞こえるので、毎日７時半にいろんなお悔やみの放送があったり、明

日はここで何がありますとかいう放送を耳にしてるんですが、私は勘違いをしておりま

して、そういう放送は災害時に表示、文字が流れて映る、あれにも出てるんだと思って

ました。そしたら、聴覚障がいの方に、おうちにお邪魔したら、「これはもう本当、災

害のときだけなんですよ」ということで、「毎日放送されてるのは、私たちは分かりま

せん」ということを言われたので、ぜひ、それができるようにしていただけたらと思い

ます。 

 それで、手話のことについてなんですが、手話が、聴覚障がいを持たれてる方で、手

話ができる方とできない方とがおられますが、手話ができる方にとっては、議会なんか

で、手話をされてる方が画面に出てくると、とても分かりやすいと思うんですが、その

辺は難しいとお話がありましたが、どのくらい難しいっていうか、前向きに何とか考え

ていただけないかなと。 



○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  先ほどの町長の答弁にもございましたが、

議会放送をする際に手話の放送とか文字を入れる場合に、今、島根県内の局はゼロと

申しましたが、僕もその後調べてみると、全国でも今なかなかないそうでございます。 

 それで、ただ、お隣の山口県の長門市の議会が、今そういうテストに入ったというふ

うな状況を入手しておりまして、ちょっと情報を聞きたいということで、そういうこと

の申し入れも行っております。なので、議員さんおっしゃるように、まあ、前向きとい

いますか、そうしたことで我々も情報収集をして、それでうちの鹿足郡事務組合とも協

議しながら、それから、まあ、議会放送となると吉賀町との問題も出てございますので、

吉賀町の議会事務局とそれから鹿足郡事務組合と協議しながら進めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  なかなか取り組んでるところがないっていうのを聞い

ていたので、長門市さん、それも近いところで取り組まれる方向があるっていうこと

を今お聞きしたので、すごくうれしいなと思ってます。ぜひ前向きに検討していただ

きたいと思います。 

 それで、御存じだとは思うんですけど、益田市は、手話言語条例っていうのを制定を

されました。３月に制定されて、この４月から施行されたと聞いてます。 

 筆談でするのは、やはりかなり難しい。気持ちを込めたりとか、あと、本当、筆談で

は情報量が少なくて、手話がもしできると、とっても、手話ができる方にとっては、情

報量が格段に増えてくると私は思いました。なので、うちの津和野町でも、手話ができ

る方をもっと増やしていく取り組みをしていただきたいんですが、今現在、取り組まれ

てることをお聞きしてもよろしいですか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  議員仰せのとおり、益田市が、手話の条例をつくっ

てということで、それよりもっと先進的なのは、鳥取県が手話の条例をいち早く設置

しております。 

 本町には、今、手話奉仕員と言われる方、いわゆる、町が今、隔年で手話奉仕員さん

と要約筆記者、今日後ろに来ておられるような方々の、養成の講座を開いておりまして、

今年も７月１日から手話奉仕員さんの講座を開くということになっております。 

 ただし、これ、受講されたら、即、手話がもうすらすらできるような形になるという

ことは聞いておりませんで、やっぱり生活の中でいろいろ使ったり、また、もう１ラン

ク上の研修を受けるとか、そういうことによって、やっぱり本当に聴覚の障がいの方に

伝わるようなものとなっていくというようなことも伺っているところであります。何よ

りも、今回は１０名の予定で募集をかけましたところ、町内の方が１１名、それから益

田市の方だと思われますが、２名ほどということで、１３名で今回研修を行うというこ



とも聞いておりますんで、当然聴覚障がい者の方を置き去りにするつもりは、本町とし

ても全然ありませんし、一生懸命町としてもこういう手話奉仕員さん、いわゆる研修者

の方、養成をさせていただきながら、そういう障がいのある方が住みやすい町となって

いけばということでやっていきたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  先ほど同僚議員の質問に土井課長が答えられていると

きに、障がいを持っていても安心ができる地域にしていきたい、常日頃からそれは考

えているという答弁をされたんで、すごい心強いなと思っています。今のお答えもと

ても、手話をされる方がどんどん増えていけばいいなと思ってうれしく聞いていまし

た。 

 でも、手話って日常で対話ができないと思うのか、宝の持ち腐れというか……。昔は、

大分前になりますが、町の広報にも手話のコーナーがあって、「おはようございます」

はこうですよとかいうのが、ちょこっと載ってたりしたんで、頑張ってちょっとやって

みようかなと思ったんですが、最近は出てないので取り組めないんですが、サークルと

かちょっと勉強したいなという方が手話を──日常ほんのちょっとした「ありがとうご

ざいます」とか、そういう会話が少しでもできると、聴覚障がいの手話をされる方にと

っては、すごくうれしいことだとお聞きしました。以前、町長とお会いしたときに「お

はようございます」か何か、挨拶をするときに町長が手話をしてくれたので、すごいう

れしかったんですということをお聞きしたことがあります。 

 熟練する手話をされる方というのを育てるのも、とっても大事なことなんですけど、

日常ちょっとした会話が皆さんができるようなそういう──益田ではサークルをつく

られているらしいんですけど、そんなサークルを津和野町にどんどん広がっていけばい

いなと思うんですが、その辺の構想はないです。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  先ほど申し上げましたように、また今年も手話奉仕

員さんの研修も行うところであります。そういう新たに志を持っておられる方に含め

まして、これまで引っ張っていただいておられる方を中心に、そういうサークルをす

るというのは、本課としても後押しをしていけたらと思いますし、また、今議員が言

われましたように、簡単な挨拶とかというのは、役場の窓口の職員なんか特に必要だ

なということで、今あゆみの里さんが２週間に１回、本庁舎、津和野庁舎来ていただ

くわけなんですが、基本的に津和野庁舎のほうでは、大体２週間に１回、手話の勉強

会というのをあゆみの里の職員さんにしてもらっていまして、窓口業務等の職員、そ

れから興味のある職員というのに、本当に２人でも３人でもいいんでということで、

毎月２回ぐらいだと思うんですけども、勉強会をしているところであります。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 



○議員（９番 寺戸 昌子君）  役場の職員の方が、少しでも手話を勉強されていると

いうことをお聞きしてうれしいなと思いました。 

 聴覚障がいの方からお聞きしたんですけど、聴覚障がいを持っている方は耳で聞くの

ではなく、目で聞くんですということを言われました。本当だな、そういうことなんだ

なと思って、テレビの音を消して聞いてみたりとか、いろいろその立場になって気持ち

を入れてみたんですけど、大変な生活をされていると思います。道を歩いているときに、

後ろからクラクションを鳴らされても聞こえないということもお聞きしました。 

 だから、そういう大変な思いをしている方も、この津和野町で少しでも安心して暮ら

していっていただけるように、施策を前進させていただけたらと思います。 

 では、次の質問に移ります。 

 次は、新型コロナウイルス感染症対策について質問します。 

 津和野町でも数多くの緊急対策を取っていただいていますが、とにかく初めてという

か、前例のないことなので、たくさんの問題が起きていると思います。 

 まず、小中学校の再開についてお伺いします。 

 この新型コロナというのがやってきて、大人も大変混乱しました。まず、テレビをつ

けると、新型コロナに感染した人は今日は何人だ、亡くなられた人は何人だとか、いろ

んな情報がメディアから流れてきます。失業者が増えるんじゃないかとか、本当不安に

なるような材料がたくさんメディアから流れてきます。子供たちもそのテレビを見てい

ます。子供たちの心が、私とても心配です。 

 学校再開に当たっては、子供たちは不安と喜びの両方の思いを抱いています。休校中

の遅れを取り戻すという発想では、子供たちを追い込むことになりかねません。子供た

ちに必要と思われる内容を絞り込んで取り組むことが大切だと考えます。 

 学校における新型コロナウイルス感染症対策は、どのように行われているのでしょう

か。 

 休校により、かつてない学習の遅れが起きています。休校中の家庭学習では、積極的

に取り組める子と、なかなか取り組めない子がどうしても出てきています。それによっ

て、個別の子供の学習の格差が起きています。子供の本音を受け止め、不安やストレス

など、心身のケアを行うためにも、教職員が子供一人一人に丁寧に向き合えるよう、教

職員やスタッフの増員を行うなどの対策が必要と考えますが、どのような対策が取られ

ているのでしょうか。 

 次に、経済的対策についてです。 

 特別定額給付金や持続化給付金など、緊急経済対策の申請状況と給付状況をお伺いし

ます。 

 次に、災害時対策についてです。 

 先日、災害時の避難所対策について、国から万全を期すよう人数など考慮して開設、

例えば、ホテルや旅館、親戚、友人宅への避難も考えているという御意見をお伺いしま



したが、新型コロナウイルス感染症対策として、今までと変わるところはどこか、住民

への周知はどのように行われるのでしょうか。 

 次に、医療機関、介護施設の状況です。 

 日々私たちの命と健康を守ってくれている病院や介護施設は、この新型コロナ感染の

不安が長引く中、大丈夫なのだろうかと心配されています。コロナの治療は行わなくて

も、防護服やフェイスシールドなど感染防護具は必要ですし、全国的には外出を控える

ため、大規模な受診抑制も起きています。町内の医療機関、介護施設において、受診控

えなどでの減収は起きていないのでしょうか。財政支援が必要ではないでしょうか。 

 今まで圏域の医療機関は、役割分担を行い連携することで頑張ってきました。しかし、

新たな感染症が生まれることで、現在のぎりぎりの体制では対応ができないことが分か

りました。国により進められてきた効率化を優先した医療体制では、新たな感染症の拡

大を防ぐことはできません。医療崩壊をも招きます。町民の命を守る医療体制確保のた

めにも、厚生労働省が公表した、公立・公的病院の再編統合リストの撤回を国に再度求

めるべきではないでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  新型コロナウイルス感染症対策、私のほうからは小中学校

の再開についての問いにお答えをさせていただきます。 

 学校における新型コロナウイルス感染症対策について。 

 学校再開に当たり、学校においては文部科学省より「新型コロナウイルス感染症に対

応した持続的な学校運営のためのガイドライン」が示されており、ガイドラインに沿っ

て、再開後の学校運営を行っております。手洗いや咳エチケット、換気といった基本的

な感染症対策に加え、感染症拡大リスクが高い「３つの密」を徹底的に避けるために、

身体的距離の確保を保つような感染症防止の対策を行っております。具体的には、マス

クの着用や消毒液による机等の消毒、机と机の距離の確保、また、毎朝検温を行い、発

熱等の症状が見られる児童生徒への出席を自粛するなど、感染の防止に努めております。 

 ２点目の休校による学習の遅れの対策についてでありますが、休校における授業の遅

れについては、各種の行事の中止と、１学期の授業を７月３１日まで延長して、夏季休

業期間を少し短縮することにより、これまでの臨時休業による授業の遅れを、取り戻せ

るものと考えております。 

 また、個別の子供の学習格差が起きているという御指摘でございますが、これは個々

の児童生徒の能力差や特性、家庭環境等いろいろな要因によるものであり、スクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワーカーの対応や支援員の配置に努めており、必要な

授業時数の確保が見込める状況になったことで、通常の状態に戻るものと考えておりま

す。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、経済的対策についてでございます。 



 特別定額給付金について、当町では申請期限を８月１８日までとしており、８月２８

日までの毎週金曜日に給付を行うこととしています。６月１２日時点で給付対象３,４

８６世帯のうち３,２８４世帯、９４.２％に給付しております。６月１３日以降も申請

の問合わせや申請書の提出が続いている状況にありますので、引き続き周知を行ってい

きます。 

 持続化給付金については、事業主が直接、持続化給付金ホームページへアクセスし、

申請することになっており、町では申請・給付状況について把握しておりません。津和

野町商工会にお聞きしたところでは、商工会自体も事業主に代わって申請をすることは

できませんが、６月１５日時点で申請方法等の相談が６２件あったとのことです。相談

内容については、個人事業主が主で、パソコン等の入力方法など申請手続の相談、支援

を行っております。相談件数６２件のうち４０件が申請されており、６月までの申請分

３０件については、給付があったと事業主より聞かれている状況でございます。 

 次に、災害時対策についてでありますが、大雨や台風のときに開設する避難所では、

３つの密（密閉、密集、密接）が重なりやすく、新型コロナウイルスの感染リスクに配

慮する必要があり、開設する場合には感染症対策が特に必要となります。 

 本町におきましては、避難所内でのマスクの着用や手洗い等を徹底するため、マスク

や消毒液、手洗い用石けん等の物資の備蓄を強化すべく、取組を進めているところです。 

 また、発熱、咳などの症状が出た方のスペースの確保が必要となることから、避難所

内に別室を設けることができない場合に備え、できる限りスペースを区分けできるよう、

各避難所に間仕切りを整備したいと考えております。 

 間仕切りによる区分けのほか、世帯ごとに１メートル以上離れたスペースの確保や十

分な換気に努めるなど、３つの密に配慮した対応を図るとともに、大雨や暴風などによ

り、窓を開けての換気が困難な場合に備え、発熱、咳などの症状が出た方のスペースを

中心に、除菌空気清浄機を整備したいと考えております。 

 一方で、マスクや消毒液などの備蓄数には限りがあり、避難が長期間にわたることも

想定されますので、避難場所への避難の際は、マスクや消毒液、除菌シート、体温計な

どの感染症対策物資をできる限り御持参いただきたいと考えております。 

 新型コロナウイルス感染症が終息しない中でも、災害時には危険な場所におられる人

は避難することが原則です。 

 一方で、避難所に避難するだけでなく、自宅での安全確保が可能な場合は、自宅の安

全な場所にとどまることや、安全な親戚や知人宅へ避難することも避難行動の一つと考

えております。 

 これらの情報につきましては、ＣＡＴＶのテロップ放送やデータ放送、チラシ、町ホ

ームページなどにより、周知に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、医療機関、介護施設の現状についてでありますが、津和野町内の介護施設にお

聞きしたところ、現在までのところ、利用制限等を行っている施設はなく、コロナウイ



ルス発生に伴う大きな減収はないと伺っております。一部施設では、利用者側からの利

用控えがあった事業所もございましたが、少数名であり、収支に大きな変動はなかった

と伺っております。 

 津和野共存病院においては、３月期と比較して１日入院患者数３８.９人、１日外来

患者数７０.８人で大きく変わっていない現状であります。しかし、支出面において、

診療材料費が３月比１６２％の増となっており、新型コロナウイルス感染症対策に関す

る費用が増加をしております。 

 日原診療所においても、１日外来患者数２７.２人となっており、収支的に影響はあ

りません。診療材料については、感染症対策に要する物資はほとんど入荷せず、法人内

での流用と津和野町の支援で対応をいたしました。これは、通常の物流では確保できな

いことと、国・県及び看護協会等の支援も、入院ベッドを有す施設を優先させられてお

り、無床診療所まで届かなかったためであります。 

 いずれの施設においても、感染症予防対策に伴う手指アルコール消毒剤やマスク等の

購入については、調達困難な状況に苦慮しているとお聞きしております。 

 町としましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、財政

的支援が可能なものは、できる限り対応したいと考えております。 

 また、今後においても、医療機関・介護施設等現場の声を踏まえて、必要な支援を国

及び県に働きかけていきたいと考えております。 

 次に、公表されたリストについては、一律の基準により分析したもので、現状を全て

反映したものではなく、当町においてはリストが発表された時点で、既に津和野共存病

院の機能分担や病床再編は進めておりましたので、これ以上の再編等を前提とした議論

は必要ないとの認識が、島根県より示されておりました。 

 今回の新型コロナウイルスに関しましては、感染症が増加した場合に使用できる病床

数の不足を見据え、島根県においては、感染症指定病床を当初の８医療機関３０床から

２２医療機関２５３床に拡大したところであります。 

 津和野町におきましては、さきに取り組みました施設の集中により、休止中でありま

した津和野共存病院３階病棟の４９床を老健施設に転換しており、増床スペースの確保

も困難であります。 

 また、万が一、感染症が拡大した場合、医師、看護師をはじめとした医療従事者の確

保が困難になることが予想されますので、あくまで感染症拡大防止を理由として、リス

トの撤回を求める等の行動を津和野町単独で実施することは、現時点において考えてお

りません。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  学校の再開についてお伺いします。 

 子供たちは、平常どおりにほとんど戻っているという声は、学校現場の先生からは聞

いているんですが、その中で少し気になったのが、少しでなくてとっても気になったの



が、「子供たちの楽しみは一切、今はないですね」という言葉をちょっとお聞きしまし

た。 

 そういう現状において、県のほうは教職員の増員を何かされるということをニュース

で聞きましたが、津和野町では、学習の補助の今までよりも増員ということはないんで

しょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  新型コロナ対策として、新たに増員ということは現状のと

ころではございません。 

 ただ、従来から学校現場には、県の配置をしておられます支援員の方と町の支援員の

方と、それぞれ配置をしておりますので、ある程度の対応はできるものというふうに思

っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  以前の対応のままで十分ということだと思うんですが、

やはりこの見えない心のところが心配です。 

 先ほどの回答にも頂きましたように、スクールカウンセラーの方とかああいう方をも

う少し今だけでも、ちょっと充実させるというわけにはいかないんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  当町は、スクールカウンセラーの方とＳＳＷ（スクールソ

ーシャルワーカー）の方がおられます。 

 スクールカウンセラーについては、もう県の事業として各学校に決められた時間があ

りまして、それで対応していますが、臨時的に、例えば、今回のコロナの関係で心理的

な障がいといいましょうか、抑圧がひどいお子さんが現れたと仮定したときには、それ

はまた県のほうに相談をして、人は増員できませんけど、時間を拡大することは可能で

す。 

 それから、スクールソーシャルワーカーについては、町で３名お願いをしております

けども、この方についてはある程度自由が利くので、そういったところで集中的に必要

な場所が現れましたら、それはそれで相談に応じれるというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  そういう子供の状態が悪化しているというのが分かれ

ば、手の打ちようがあるということなので、ぜひ細かく子供の気持ちを酌み取ってい

ただけるように、各学校の先生方にお願いをしていただきたいと思います。 

 やっぱり各学校いろんなパターンがあるので、今は教育長とお話をしていますけど、

各学校でいろんな工夫をされていると思うので、その辺、町としていろいろ支援をして

いただけたらなと思います。 

 それで、今までと学校が違うところの中で、消毒をしなきゃいけなということが出て

いたんですが、それはどのような消毒なのか、それは誰が担っとられるんですか。 



○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  基本的には、スタート時は次亜塩素酸しかなかったので、

それで消毒ということで各学校に消毒液を配って、学校の先生なり校務員の方々がや

ったりしておりましたけれども、どうも次亜塩素酸はあまり効果がないというのが途

中から判明したようでありまして、今は、それではない通常の消毒液を配布をして、

学校で対応するような形をしております。 

 基本的には、学校の先生なり校務員の方、まあ子供が対応できるようなものについて

は、当然子供たちにもそれをやらせるということで対応をしております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  今までにはない作業を、現場の先生方それから校務員

の方々とかが担われるので、その辺も考慮していろいろ支援いただけたらなと思いま

す。 

 富山市では、小児科の先生と医学的な資料を基に、子供の心のケアを教育委員会が話

し合って、いろいろ対策を練るそうです。 

 子供の心ってなかなか爆発するまで、症状が出ないということがよくあるので、専門

機関というか小児科の先生と意見を聞きながらということは、うちの津和野町ではやっ

とられるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  実際、御承知のように小児科の先生というのが、自前で確

保できる状態に津和野町の場合はありませんので、小児科の先生と御相談ということ

にはなかなかならないかと思いますが、各学校に学校医というのが制度としてありま

すので、必要な分については、学校医の先生と協議をしながら、進める形になろうか

というふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひ、学校医の先生にいろいろ医学的なデータとか頂

いて、検討していただけたらと思います。 

 今、コロナはちょっと下火というか、ちょっと落ち着いた状態になっていますけど、

第２波が来るんじゃないかということが言われています。 

 もし、第２波が来た場合、また休校をされたりすることを、対策を練られると思うん

ですけど、今回、初めて休校になったときは、何かもうどたばた、保護者側からすれば

どたばたがあって、「えっ、もうお休みになるの」という、何かついていけない感覚が

すごくあったらしいんですが、休校に踏み切るそのステップの基準というか、津和野町

の学校は、ちょっとこれから休みに入ったほうがいいんじゃないかという、その基準と

いうのは何か持っとられるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 



○教育長（世良 清美君）  言われたように、３月２日の閉校とか休校の対応には、我々

も大変苦慮した状況です。突然、政府が夕方、休校を全国的に言い始めて、それが金

曜日でしたので、どたばたの対応になったというのが本当、否めない事実かなあとい

うふうにも思っております。 

 ただ、その後、だんだんとコロナの状況なり、発生の仕方みたいなのも徐々に分かっ

てきたような感じがしております。 

 今は、当面、町内でもし発生が初めてでも見られた場合には、一旦休校という形にし

ております。その発見された翌日から、休校というのをまずしております。ただ、その

コロナとして発見をされた内容が、確実にもうルートが分かっていて、対策が取れる状

態であれば、できるだけ早く学校は復活をしようかなというような、そういった基準に

大まかではありますけどしております。 

 で、仮に、その感染経路が不明のままでありますと、やはりどこでどういう形でうつ

るか分かりませんので、そこの部分が見極められるところまでは、休校という判断にな

ろうかというふうに思っております。一応まあ大まかには、それをまずスタートとして、

ほかの部分については近隣で現れた部分については、しばらくは様子を見ながらという

そういう状況で、町独自の判断でやれる場合には、そういう処置の仕方をしようと、対

応の仕方をしようというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ほんと最初の休校のときには、突然の国の発表だった

ので、津和野町としても大変な状況になられたというのをお聞きしています。 

 この後というか、今は、新型コロナウイルスに関して、結構いろんなことが分かって

きているので、次回もし第２波が来たときには、落ち着いて教育委員会が動いていただ

けるものと期待してます。 

 そして、先ほど説明頂いたみたいに、いろいろと先を読んで対策も考えてられるよう

なので、よろしくお願いします。 

 それで次に、就学援助の対象をほかの自治体では結構、直近の収入で判断されたりし

ているんですが、津和野町でも、そういう直近の収入とかで早くという方向に行くんで

しょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  就学援助につきましては、通常の申請が終わっておりまし

て、５月までの提出ということで、既に審査も終わって、今年度分の就学援助の対象

者ちゅうんが大体決まっております。 

 多分、今週のうちにお手元には届くと思うんですが、コロナが原因で著しい収益の減

であるとか、そういった事情がある家庭については、また申請をしてくださいという文

書をお手元のほうにお配りをして、多分届いているとは思うんですが、今週のうちには



それがお手元に届くと思いますので、それの申請に応じてまた判断をして、認定になる

家庭があれば、認定をしていきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひ、取りこぼしというか、そういうものがないよう

にお願いできたらと思います。 

 それでは、もう一つ、災害時の避難対策についてですが、これまでとは変わったこと

がいろいろ出てくるので、ケーブルテレビやテロップ放送などで、周知させていただく

ということだったんですが、障がいを抱える方にとっては、あらかじめどうやって行っ

たらいいかというのを想定してないと、不安に感じることがいろいろあります。 

 やっぱり、うちの夫ですと車椅子での移動とかになるので、車椅子がここは通れるの

だろうかとか、いろんな想定をして、行動を起こしていくという前提があるので、ぜひ、

この周知を早くしていただいて、安心して、もしもの場合にはこうすればいいんだなと

いうことを、御本人がシミュレーションできるようにしていただきたいと思います。 

 いつ頃、これはお願い、周知をするのはいつ頃になるでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  新型コロナウイルス感染症対策というところでの避

難所運営については、以前も、全員協議会の中で議員さんから質問を頂いておるとこ

ろでありますけども、そのときには、国が避難所の運営マニュアルを示していますと

いうことで、お答えをさせていただきました。 

 その後、島根県のほうも避難所の運営におけるポイントというものを整理をしており

まして、例えば、その今の周知にしても、どういった内容を周知していくかというふう

な、周知の内容について示しております。 

 回答でもしておりますけども、まずは、災害時に危険な場所におられる人は、避難す

ることが原則ですというところの周知。 

 次に、ただ避難所に避難するだけが避難ではないんですよと。先ほど、議員もおっし

ゃいましたけども、親戚や知人宅へ避難する方法も検討する必要があると。それと併せ

て、避難所でのいわゆるマスク、体温計、消毒液等については、御持参いただければと

いうふうなところの周知を、図っていきたいというふうに考えております。 

 そういった情報につきましては、もう６月に入りました、出水期を迎えておりますの

で、先ほども回答しておりますけども、ケーブルテレビのテロップやデータ放送等で住

民の皆様に、周知を図っていきたいというふうに考えております。早めに周知を図って

いきたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  先日も、津和野町に雨がいっぱい降ったということで、

ちょっと遠くから連絡が、心配の連絡が入ったりするぐらいの雨が降りました。ぜひ、

早くやっていただきたいと思います。 



 この新型コロナというのは、もういろんなところの生活に影響を及ぼしているので、

どこに連絡を入れて役場と相談したらいいのかとか、いろいろな悩みが出てくると思い

ます。いろんなところに電話がかかったりすると思います、住民の方から。ここじゃな

いよというものでも真摯に対応していただいて、こっちの窓口だからねという紹介とか

をしていただいて、住民が迷うことないようにいろいろと対策をしていだけたらと思い

ます。 

 では、私の質問は、これで終わらせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、９番、寺戸昌子君の質問を終わります。 

 本日は、手話の皆さん大変御協力頂きまして、誠にありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、本日の日程全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会といたします。 

午後１時 56分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続きのお出かけありがとうござい

ます。これから、３日目の会議を始めたいと思います。 

 議席ナンバー１０番、後山議員が本日欠席であります。 

 ただいまの出席議員数は１１名であります。定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、１１番、岡田克也君、１番、草

田吉丸君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、一般質問。 

 昨日に引き続いて、順次発言を許します。発言順序６、１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  皆様、おはようございます。 

 それでは、１１番、岡田克也でございます。通告に従いまして４点御質問をいたしま

す。 

 まず１点目でございますが、津和野町の医療についてであります。まず、日原地域の

医療についてであります。 

 今日までの経過として、日原地域におきましては、旧日原共存病院が入院を含む主た

る医療提供を担ってまいりました、かつて。臨床研修医制度の改定に伴う医師の偏在、

地域医療崩壊の波を受け、一般急性期からケアミックス、老健併設診療所へと形を変え、

平成３０年１１月に施設の集中と効率化に伴い、通所リハビリテーション併設診療所と

して現在に至っている。平成３０年に同地域の開業医が閉院以降、日原地域唯一の一般

診療所としてその責を担っています。現在の日原診療所の収支状況をお尋ねします。ま

た、津和野町としての日原地域の医療並びに日原診療所の役割、充実について、どのよ

うに考えるのか所見をお尋ねいたします。 

 ２点目でございます。津和野共存病院などの現況についてお尋ねいたします。 

 年度が変わり、医師の交代やコロナウイルス感染症に対して緊急事態宣言が発令され

るなど、医療を取り巻く状況は大きく変化しています。津和野共存病院の現況及び収支



状況についてお尋ねいたします。また、介護老人保健施設せせらぎの現況及び収支状況

についてもお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  皆さん、おはようございます。本日もどうぞよろしくお願い

をいたします。 

 それでは、１１番、岡田議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

 津和野町の医療についてでございます。 

 日原診療所においては、日原地域唯一の一般診療機関であり、専門セラピストを要す

通所リハビリテーションと介護予防リハビリテーションを担っております。一般外来診

療と訪問診療を行い、必要に応じて津和野共存病院に検査依頼や入院紹介をしています。

近年においては、地域の高齢化と人口減少に伴い、受診者数の減少に歯止めがかからな

い状況であります。具体的には、１日受診平均が平成２７年には４０.７人でしたが、平

成２９年度２９.７人、平成３０年度２７.０人、平成３１年度２６.０人と年々減少し

ております。介護予防を含む通所リハビリテーションにおいても、１日平均利用者数が

平成２７年には１４.７人でありましたが、平成２９年度１０.９人、平成３０年度９.

６人と減少し、平成３１年度は１２.９人と増加に転じてはいますが全体的には減少傾

向であります。 

 現在の診療所は、レントゲン装置を含め検査機器をほとんど持たず、津和野共存病院

と連携で診療を行っております。日原診療所の役割としては、平成３０年１０月以降、

開業医が閉院し、町民の不安が増える中、医療を守り町民が安心して生活できる環境を

整えるために、診療所の機能を充実させる必要があると考えております。 

 また、通所においても高齢化が続く中、介護予防リハビリテーションは、今後も重要

な役割であると考えております。 

 次に、津和野共存病院等の現況についてでありますが、医師体制については令和２年

４月より、津和野町医学生奨学金の貸与を受けた医師２名が勤務され、昨年より島根県

派遣の自治医１名とともに３人体制で入院診療を行っていただいております。また、須

山、飯島両医師についても順調に復調されており、外来診療を担っていただいておりま

す。津和野町医療・介護統括管理者である益田赤十字病院の木谷院長に御支援をいただ

き、三輪理事長を中心として安定した医療提供に向けて努力をいただいております。 

 そのような中、新型コロナウイルス感染症流行による緊急事態宣言、医療材料（マス

ク、ガウン、手指アルコール消毒剤等）の不足、感染予防策の徹底等様々な分野で影響

が出ました。 

 町民の皆様にも感染防止のために検温、手指消毒、受付における防護シートの設置、

面会禁止の要請、そしてマスク不足による使用制限が講じられましたが、津和野町をは

じめ国や県からの支給や、単価は上がるものの業者からの納入が途絶えなかったことな

どとともに、町民をはじめ多くの皆様の御協力で感染予防策を取ることができました。



そして何より、この益田圏域において、現在まで新型コロナウイルス感染症の発生がな

いことが幸いであります。しかしながら、今後においても予断を許さず対策は継続して

いく必要があると考えております。 

 収支における影響としては、４月期において外来収益対前年度マイナス５.８％、入

院収益対前年度プラス１６％となっております。外来については、緊急事態宣言等によ

り長期処方などで受診を控えたことが影響しており、今後もしばらくは続くものと考え

ております。入院に関しては、益田赤十字病院との入退院連携を強化したこと、回復期

としての機能に徹したことなどにより、今のところ大きく収支に影響は出ておりません。

これは感染症受入れ急性期病院が大きく影響を受けていることからすると、機能分担を

さらに明確にしたことが功を奏していると言えます。 

 介護老人保健施設せせらぎにおいても、益田赤十字病院、津和野共存病院、せせらぎ、

在宅もしくは施設への流れの中で、在宅復帰あるいは施設への流れをさらに強化したこ

とで、令和２年１月以降は平均ベッド稼働率９０％を維持しています。 

 平均介護度が以前に比べ高くないために、単価が思うように伸びておりませんが、津

和野町に住み続けられるためには、必須の施設と考えております。 

 訪問看護ステーションにつきましても、人口減少と高齢化が進み在宅で介護できる方

の減少に伴い、なかなか利用数が伸びていないのが実情です。しかし、津和野町にとっ

て欠かすことのできない在宅サービスであり、２４時間相談や訪問に応じていますが、

看護師不足は深刻で、夜間待機に苦慮している状況にございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、再質問いたしたいと思います。 

 現在の日原診療所は、例えば朝９時に採血を行いまして１１時から診察というような

形を取ったり、診察の中で少し異常が見られてレントゲンが必要というような状況の場

合は、津和野共存病院まで行ってレントゲンを撮らなければならないという現況であり

ます。そのような中で、現在の日原診療所はレントゲン装置を含め、今申し上げました

ような検査機器をほとんど持っておらず、津和野共存病院との連携で診療を行っておる

のが現状であります。平成３０年１０月以降、開業医が閉院し、町民の地区民の不安が

増える中、医療を守り町民が安心して生活できる環境を整えるために診療所の機能を充

実させる必要があると先ほど答弁をお聞きしました。 

 診療所においてレントゲン機器などの検査機器が必要と思いますが、どのように考え

るかお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  医療法人橘井堂になりましてシャトルバスを運行し

て、今議員さん言われましたように検査は津和野共存病院でということで、要するに

診療所の機能がそこの時点では検査機能が全て津和野共存病院というような状況に

なっております。で、人口の部分の減少あるいは高齢化で、やはり日原地域の患者さ



んにとりましては、今議員さんが言われましたように、ある程度の検査機能、いわゆ

る血液検査等の簡易検査、あるいは今言われましたレントゲン装置は、この地域医療

を維持継続するためには必要と考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  診療所が今２階にありまして、やはり２階というの

は利用者にとって不便であるという声も聞きます。あわせて入り口がちょうど中間に

ございますので、分かりにくいという意見も聞いております。同一敷地及び同一敷地

内に専任の医師が常在という要件を満たさないと判断され、許可されないことはこれ

までもお聞きしてきました。その後もやはり許可されないのか何度か申し上げてきま

したけども、発熱外来施設を診療所として利用することはできないのか、お尋ねをい

たします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  施設の集中化と効率化のときにも、要するに現在は

診療所のいわゆるリハビリというような状況で許可をいただいております。その中で

理事長等とも協議をし、やはり開業の医院が閉院をされたということで、やはりこの

２年間、そういう状況の中で指定管理を受けている法人のほうも２階から１階という

お声も聞いております。 

 そのような状況の中で、同一敷地内が必須条件でありました。で、再度そのような状

況で法人とも協議をして、先月、高齢者福祉課のほうの本庁のほうと再度協議をいたし

ました。で、このたび日原診療所が本庁舎になり、そして公道も町道であり、発熱外来

も町の敷地内というか町の所有であるということを強調をいたしまして、どうにか同一

敷地内で判断をしていただけないかという状況で、書面あるいは具体的な状況を説明を

しまして、どうにかこのたび同一敷地内、そして診療所におきましても、常勤医師で通

所リハのほうもそこで制度的には問題ないということをいただきました。 

 正式には今後──許可申請等は出しているんですけど──まずは医療法人橘井堂と

その辺の状況を踏まえて、今後発熱外来を利用した診療所を機能できるかどうかという

ことを、今後医療法人橘井堂のほうと協議してまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  もう１点、先ほど答弁の中にありました、介護予防

リハビリテーションの重要な役割という答弁がありましたが、具体的にこの介護予防

リハビリテーション、普通は回復期のリハビリテーションということが通常考えられ

るわけでありますが、介護予防リハビリテーションの内容などについてお聞きをいた

したいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  まず介護予防リハビリテーション対象者は、要支援

１、２の介護認定者でございます。で、やはり町長の答弁にもありましたように今後



も重要な役割ということで、地域包括ケアの中での一つとして介護予防という部分が

あります。今後、元気老人をいかにして維持していくか、そして介護度を重くしない

かというような状況の中で、理学療法士等を専門的にそこへ専属をさせてリハを行う

ということであります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今、１、２、３点ほどお答えいただいたんですが、

日原地域の医療というものを、今までの答弁も含めまして、総合的に今後どのように

考えていくかお尋ねをいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  高齢化、人口減少が進む中で、やはり日原地域約三

千数百人の人口の中で、やはり津和野共存病院は津和野地域にあって、日原診療所は

今後機能を、今議員さん言われたように、充実していかなければならないと思ってい

ます。それに加えて、今のレントゲン装置あるいは簡易検査、そして今後の住民にと

って利便性を考えると遠隔診療または巡回診療も視野に入れて、今後の地域包括ケア

を充実させていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  先ほどの答弁にありました中で、益田日赤との連携

が功を奏して、４月期の入院収益は対前年度比プラス１６％ということでありました。

これは木谷院長が統括をされておる中で、益田日赤と日原診療所、介護老人保健施設

せせらぎを含めた入院から在宅復帰までのそのような連携が今機能しておると──

訪問看護も含めてですね──と考えております。このような状況について所見をお尋

ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  益田圏域の機能分担の中でも、いわゆる各病院にお

いてはそれぞれの機能を持っております。津和野共存病院におきましては回復期、そ

して在宅復帰の支援期ということでシフトをしておりまして、益田赤十字病院はいわ

ゆる急性期病院であり、我々津和野共存病院はその後方支援病院として今後も連携を

結んでいきたいと思っています。 

 その中で、益田赤十字に重症の急性期の患者さんが入院をされた、一般急性期におい

ては益田赤十字病院、入院期間が１８日、そして津和野共存病院の一般病床は２１日、

地域包括ケア病床は６０日と、それぞれの医療機関の中でこの期間の治療あるいはリハ

ビリ等を行い、今後は退院調整を行っていくという状況の中で、いずれにしてもベッド

稼働のほうも約８０％を今維持しております。 

 その中で、やはり地域医療構想に沿った津和野共存病院の役割という部分を、より今

後も圏域の中でそこの機能分担を充実して在宅重視に関わっていきたいと思っていま

す。で、老健におきましては、要するに地域包括ケア病床でまず退院調整ができない人



をいかにしてリハビリ、もしくは訪問指導に力を入れて今後もいきたいと考えておりま

す。 

 以上、そういうような状況で考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  在宅に帰られてからは、やはり訪問看護ステーショ

ンというものが一番在宅での療養を支えていくものになってくると思うわけであり

ますが、訪問看護ステーションについては、人口減少と高齢化が進み在宅で介護、看

護できる方の減少に伴って、なかなか利用者が伸びていないというのが実情なのであ

ると回答されておりますが、現在の利用者数、そして在宅で介護、看護できる方の減

少と答えておられますが、高齢で介護できない具体的なことがあれば、お尋ねをいた

したいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  訪問看護ステーションにおきましては、医療介護部

分が、ここ数年前は約４人程度ありましたところが、現在、医療介護は０.５人、そ

して医療看護は、９人程度あったのが約半分５.５人ぐらいになっているということ

で、やはり人口減少と高齢化、やっぱりみとりの部分も、高齢者世帯あるいは単独世

帯では難しいということで、その原因になっているのが、要するに介護者自身が、や

はり何らかの疾病を持っております。その中で身体的、精神的な介護が困難である。

また、その一つとして、認知症も大きな原因になっているのではないかということを

考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  訪問看護に関しては２４時間体制加算がつくわけで

ありますけれども、２４時間相談の件数はどれぐらいあるのか。また、看護師不足は

深刻であると答弁をされましたが、訪問看護における現在の看護師数等について、お

尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  大体の件数ではありますけど、いわゆる待機をしと

って、電話相談は約月７件。そして時間外で訪問するのが、月３件というような状況

であります。 

 現在の制度的に、訪問看護ステーションの施設基準は、最低２.５人の人数でござい

ます。その中でサテライトも持っており、そして２４時間体制、そして待機というよう

な状況の中で、理想とすれば常勤３人にプラス非常勤１人という状況ではありますが、

町長の答弁にもありましたように、非常に看護師が不足をしているという状況の部分で

ありまして、現在は常勤の看護師２名と、津和野共存病院、介護老人保健施設せせらぎ、

日原診療所から応援をいただいて、どうにか施設基準の人数を上回っているという状況

でございます。 



○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今回、コロナウイルスが発生をいたしまして、注目

されておるのがオンライン診療というものであります。オンライン診療は、ただ単に

病院に行かずにインターネットの画像を使って、その状況を診療するということのみ

ならず、やはり、日々のその状況を観察することもできるし、今後の診療においては、

このオンライン診療というのが在宅支援にもなり得ますし、また、感染症がはやった

場合の診療にも有効であり、今後非常に、見通しとしてオンライン診療というものが

伸びていくんではないかということも言われております。 

 このオンライン診療について、橘井堂の状況等について、お尋ねをいたしたいと思い

ます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  このオンライン診療は、やはり、法人とも協議をし

まして、今後生かしていこうということではありますが、まずは、まめネットを利用

して、今、飯島ドクターのほうがそれを中心となって、先日も町長等々、県のほうに

御挨拶に行ったときに、担当の方とまめネットの状況を、いかにしていい補助金がな

いかということで。まめネットの場合は、画像診断を医療機関から医療機関というこ

ともありますが、それを踏まえての部分での遠隔診断。 

 例えば木部公民館、あるいは畑迫、あるいは須川、そういう状況の無医地区におきま

して、町長のほうが、ＦＴＴＨをもう導入をされておりますので、そこでテレビ画面を

見ながら、今、コミュニティナースを、その辺の状況の中では一緒に力を合わせという

ことで、これは津和野共存病院だけではない、具体的にはクリニックの先生等にも同じ

ような状況の中で、そういう遠隔診療はできないかということで、今、そういう形の中

で検討している状況でありまして、議員さん言われるように、今回のコロナウイルスが、

やはり外来においても、なかなか診察の部分が、外来診療、厳しい状況の中では、処方

箋をそういう形で厚労省のほうが、緩やかな許可をいただきましたので、それに踏まえ

て、今回、遠隔診療のほうも協議をしておりますので、今後はその方向に進めていき、

地域包括ケアの確立、要するに移動支援等も、それができれば遠隔診断ということで。 

 都会のクリニックの先生は、もう既にそういう状況で入れておりますが、この中山間

地でもそういう状況で、今後、進めていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今、いろいろ御答弁をいただきましたが、最後に津

和野町の医療、特に日原地域の医療を今後どのように考えていくか、お尋ねをいたし

ます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 



○医療対策課長（下森  定君）  やはり日原地域の部分の医療、まずは日原診療所を

充実をしていくということで、先ほど診療所の発熱外来の活用ということで、今後、

内部でも検討し、医療法人橘井堂と協議をしていきたいと思います。 

 そして、やはり津和野共存病院、地域医療拠点病院を現在目指しております。その中

で、やはり巡回診療あるいは遠隔診療ということで、地域包括ケア、移動支援あるいは

そういう形の中で巡回診療等も取り入れ、やはり最終的に津和野に住み続けられる、や

はりそういう部分を考えており、日原地域におきましては、特に本庁舎も改修、そして

分遣所、派出所、住宅等もありますので、ここが日原地域、津和野地域の日常生活的な

拠点でもありますので、津和野地域、日原地域、それぞれそういう形の中で進めていき

たいと考えております。 

 だから、医療におきましても日原地域の部分は、無医地区等も今後充実させ、この日

原診療所、この地域を地域包括ケアの日原地域の拠点にしていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、１点目の質問はこれで終わりまして、２

点目の質問をいたしたいと思います。 

 ２点目は、農業振興と支援策、定住についてであります。 

 コロナウイルス感染症拡大による自粛により、全国の飲食店への来客数が激減し、併

せてタラの芽やコゴミなどの山菜、ワサビ、そういうものの料理店で主に使う高級農産

物の消費が落ち込み、価格が下落しております。サカキも神事の中止等により取扱い量

が大幅に減少していると聞きます。 

 特に新規就農者は、前年対比での減少額が算定できずに、補償も困難と推測をいたし

ます。島根県の産地創生事業は、なかなかハードルが高いとも聞きます。チームエント

リー並びに個人エントリーの状況について、お尋ねをいたします。 

 現制度下では、島根県への新規就農者が定住していくことが、なかなか難しい状況で

はないかということも聞いております。町内農業者と町内の飲食、旅館業や東京都文京

区での町内農産物の活用など、農業振興・支援・新規就農への支援・定住等について、

お尋ねをいたします。 

 また、都市部の人口密集地で、コロナウイルス感染が爆発的に起こっている状況の中

で、テレワークも広がってきております。津和野町定住促進を今後進めていくべきでは

ないかと考えますが、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、農業振興と支援策、定住について、お答えをさせ

ていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響は、町内農家にも及んでおり、特に出荷時期を

迎えていたタラの芽やコゴミなどの山菜、ワサビは、都市部での需要が減少したため市



場単価が大きく下落し、生産農家への影響は大きなものとなりました。また町内飲食店

においても、観光客が激減したことからの影響もありました。 

 こうした中、昨年設立した地域商社まるごと津和野が、ＪＡから山菜の買取りを行い、

ＳＮＳや津和野町東京事務所を通じて、東京都文京区を中心に飲食店や周辺住民に対し

て商品を広報した結果、１パック１,０００円の詰め合わせ商品を１,０００パック以上

販売することができました。 

 このほか、道の駅津和野温泉なごみの里が閉館中には、道の駅へ出荷する生産者の商

品をキヌヤ等へ受託販売するなど、対応策を展開しております。 

 国の支援事業である持続化給付金の申請においては、前年の平均月収と比較して、５

０％以上の売り上げ減少となった事業者が給付対象となっておりますので、今年度に新

規就農者となられた人は、減少額算定ができない状況であります。このような農業者は、

これから作付をし、生産物を販売することとなりますので、町としてどのような支援が

できるかを検討しているところでございます。 

 次に、今年度、県単の新規事業として取組が開始される産地創生事業についてですが、

この事業はモデル性が高く、将来展望が持てる産地育成を目的としており、産地として

の生産額の向上、新たな担い手の継続的な確保により、市場や消費者の需要があるもの

を生産することにより、産地をつくりだそうとする事業です。 

 本町ではこの事業に、山菜と栗とサカキの３つの生産組合が合同で事業協議会を組織

し、事業展開する計画を進めてきましたが、新年度になって国際水準ＧＡＰの認証、ま

たは美味しまね認証を１年以内に取得することが事業採択の条件となり、各生産組合と

も協議を重ねており、どのように対応するかについて検討中であります。 

 県は、この事業を年間３期に分けて申請受付を行うことになっており、現在１回目の

申請が終了し、審査を行っている状況にあります。県へ確認しましたところ、県内では

農業が９件、林業が１件、水産業が２件の合計１２件の申請があったそうですが、現段

階では協議会の構成や取組内容をはじめ、採択の可否についての情報は公表されていな

いことから、これらの情報収集に努めている状況であります。 

 また、議員御指摘のとおり、今回の新型コロナウイルス感染症の拡大により、都市部

では、テレワークや時差出勤など新しい生活様式が求められるようになっており、都市

部に居住し、都市部で勤務する意義について考え直す人が現れると考えられますので、

農林業だけでなく商工観光業、教育など、様々な分野における我が町の良さをＰＲする

とともに、定住のために必要な施策を実施することにより、定住促進を進めたいと考え

ます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは、答弁に従って再質問をいたします。 

 １つ目は、１パック１,０００円の詰め合わせ商品を１,０００パック以上販売するこ

とができたということであります。 



 例えばタラの芽におきましては、もともと一番の生産地の元で、津和野町のタラの芽

の師匠的なところは山形県とお聞きしております。しかし、山形県においても首都圏へ

の産出が減っているということであります。 

 ただし、津和野町でも東京全体をなかなか賄えるほどのロットはないということで、

例えば文京区なら文京区に限り、文京区の料亭等に送ることができるならば、例えば継

続的に、１日１,０００パックが６０日出せるとかそういうことになれば、例えば価格

面でも、送料も含めて付加価値がつけば、十分今後の対象にもなると思いますし、また、

このようなコロナウイルスの状況でありますので、ある地域で感染が爆発的に起こると

いうようなことになれば、その地域の商品も落ちてくることも考えられます。 

 そのときに、いろんなところに消費をしていただくところが、今回の文京区のように

受けていただくところがあれば、非常に農業も、ものを作っても売れないという状況を

克服できるのではないかと思いますが、所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  ただいま、コロナ禍におきます山菜等のパックの関係で、

取組を行った状況について御質問がございましたが、今回は地域商社まるごと津和野

のほうが、農協との連携を行いまして、山菜、コゴミ、それからタラの芽、ウルイと

いったものを取りまとめをしまして、１パック１,０００円という形で商品化をいた

しまして、これを文京区のほうに紹介をいたしまして、取扱いをしていただくという

ような形の取組ができました。文京区長さんのほうも取組の中にも賛同していただき

まして、輪が広がってきたということを聞いております。 

 議員が御指摘のように、今回はこういった中で、文京区という形のところを、まず足

がかりという形で行ってみたところ、ある程度の成果が出たと感じております。この後、

これを、文京区を中心としまして文京区の中でも、旬の時期に一定期間取組ができるの

か、また来年度に向けての、リピーターとしての皆さんをどのようにして情報を収集し

ておいて、そこに向けて、また情報を次年度提供することができるのかといったところ、

また文京区以外のところで津和野町との関わりがあるというようなところがございま

したら、このあたりを地域商社のまるごと津和野、あるいは農協等を通じて情報を収集

しながら、そこに発信をしながら取組をしていくということが考えられると思っており

ます。 

 現時点では、今後の取組というふうな形の、まずは第一歩ができたというふうな形で

考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今回、１,０００パックをお送りした先は、大体１

５０人ぐらい、料亭なども、料亭が、また料亭を紹介したりしながら、１５０人ぐら

いの方々が求めていただいたとも聞いておりますが、この内訳としては、やはり料理



屋さんなどが多かったのか、個人もある程度あったのか、そのところもお聞きしたい

と思います。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  議員の申されるように、人数的には１５０ぐらいではな

いかと聞いておりますが、詳しい情報についての分析の情報を持ち合わせてはおりま

せんが、料亭のほうを通じてのところが多かったのもあろうし、文京区のほうは、区

の職員のほうにも回覧等、内部の中で、庁舎の中で情報を流していただいて、買って

いただいたというようなことも聞いております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今回の文京区との連携の取組というのは、東京事務

所を開設して以来、今まで尽力してこられました前任の職員、そして現任の職員、皆

さん方のこれまでの努力のおかげだと思っております。やはり、今回のコロナウイル

スで、生産して収穫期を迎えたけども出荷できないというそういうような状況を聞い

ております。その中で、このような取組は非常に有意義なことだと思いますので、今

後とも文京区と連携をしながら、また、関連自治体と連携しながら農産物の産出につ

いて進めていただきたいと思います。 

 もう一点、先ほどの答弁にあった中で、山菜とサカキと栗と、三つの生産組合が合同

で事業所を組織しているということでありますが、国際水準ＧＡＰの認証または美味し

まね認証を１年以内に取得することが事業採択の条件となったということであります

が、美味しまねのその認証を受けると、例えばそのものも値が確かにブランド的に価値

を上げるのかもしれませんが、値段も上がるというふうに、例えば５０円ぐらいアップ

するという、その中で美味しまねの製品として、わざわざそれを買うのかというような

こともありますし、実際、この３つの生産組合で、この申請をしていこうという状況に

なっているのか、その現況をお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  昨年まで行われておりました県単事業のがんばる事業が

新たに取組の県単事業としての新しい名称として、産地創生事業という形に変わりま

した。昨年度末のところから津和野町と県とでいろいろと話をしておりまして、津和

野町におきましては、山菜、栗、サカキの三つの部分が町としてのブランドになり得

るのではないかということの観点から、県のほうで、この三つを取りまとめをしなが

ら、協議会をつくって産地創生事業という形で進めていきたいと、町のほうも、その

ことについて取組を協力しながらやっていこうという形になっておりました。 

 それぞれの生産組合のほうとも話をしておりましたが、新年度になりまして新たに国

際水準ＧＡＰ、これは農家の皆さんが良い品物をつくるということで、農産物の安全を

確保しながら、より良い農業経営を実施していくという取組でありますので、農薬の管

理であったりとか農薬をいつどういう状況で使ったというふうな記録をつけていった



りというような形で、農業をされる方については、基礎的なとこだと県は捉えているの

で、これらをきちんとやっていただきたいというような形のものが全面に出てきたとい

う状況になっております。なおかつ、これを１年以内に認証という形で、県知事の認定

を受けて取組をしていただきたいというものも、また付随してきましたので、ここのあ

たりについて、現段階では町内でこの認証を受けている方がまだ１人しかおりませんで、

この部分の問題点を農林課としてもどのように生産組合のほうにフォローができるか

と、支援をしていけるかというようなところも一緒になって考えていきたいというふう

な状況になっております。生産組合のほうでは、既に総会等も終わっているところがご

ざいますので、この問題について、今後のところ、県と町と一緒になって、もう一度組

立て直しができないものかというようなことの話ができておる組合もございますが、こ

れらについても、今後、どのようにするかという形のものをもう一度検討して取組の状

況を詰めていきたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  県内では農業が９件、林業が１件、水産業が２件の

合計１２件の申請があったということでありますが、内訳は分かるでしょうか。地域

別の。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  町長が申しましたように、現在、情報収集をしている状

況なのですが、現段階ではどこの地域のどの協議会が申請をしたかというふうなとこ

ろの情報がまだ公表されておりませんで、分からないという状況にあります。この情

報収集について、今、県のほうに、もう間もなく可否が決まると、申請の結果が決ま

りますという情報は得ておりますので、それが出次第、どこの団体でどういう取組が

クリアできていて、クリアできていないのがどういう状況になっているかというよう

なところを分析しながら、町の三つの生産組合の団体の部分をどのように組立てて行

けるのかということを検討してまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  先ほど、町長の答弁にありましたように新規就農へ

の支援、そして現在の、今お尋ねいたしました、その助成金の件、産地創生事業につ

いて、かなりの労力が必要だということも聞きますし、実際にどこまでのメリットが

あるのかということも、まだまだ分からない状況でありますので、農林課とまた県と

も十分に協議をしながら町の農業振興になるように期待をしておることであります。 

 それでは、次の質問に移らさせていただきます。 

 津和野高校の県外留学生の受入れ体制等についてであります。津和野高校へ県外留学

した学生が東京大学の推薦入試で合格をいたしました。この春も県外留学生が九州大学

に合格するという、そのような状況下で、津和野高校の学力も確実に上がっております。

それに伴い多くの県外留学生が入学してきておりますが、コロナウイルス感染症拡大状



況下で、都市部からの入学や一時帰宅、３密状態での寮での生活、入寮できない県外留

学生もいるなど、課題も多くあります。まずは、入寮を希望する県外生徒が全て入学で

き、感染症が発生したときには集団感染が起きるリスクが高い現在の寮の建て替えを県

に要望すべきではないかと考えます。また、感染症が拡大している状況下での休み期間

中の寮や町内での受入れ体制の確立、入学式２週間前から町内で待機できる体制などの

確立が必要と考えます。 

 また、先日、下校途中の学生が変質者に遭遇するという事件も起こりました。通学路

の安全体制の整備も必要と考えます。津和野高校への県外留学生の受入れ体制の充実等

についても所見をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、津和野高校の県外留学生の受入れ体制等について

お答えをさせていただきます。 

 津和野高校は、高校魅力化の取組が全国的に認知され、志望する生徒が増加しており

ます。これは津和野高校の教職員の御尽力に加えて、高校魅力化コーディネーター、町

営英語塾ＨＡＮ－ＫＯＨ講師の高校に寄り添った活動が志願者数の増加につながって

いるものと考えているところでございます。 

 県営つわぶき寮につきましては、定員が男子３６人、女子３６人の合計７２人であり、

６月１日現在の入寮者数は、男子３０人、女子３６人の合計６６人が入寮し、充足率が

９１％を超えている状況でございます。寮の建て替えについては、これまでにも県に対

して要望しておりますが、一定の改修を終えたばかりでもあり、建て替えは難しいとの

回答を受けております。 

 町といたしましては、津和野高校魅力化事業に取組む上で、生徒の住環境の整備は喫

緊の課題と認識しているところから、民間下宿を募集する等の対策を進め、今年度、新

たに２件の下宿が運営を始めております。つわぶき寮の建て替えに関する要望について

は、下宿による地域資源を活用した取組を進めているところでもあり、津和野高校と協

議の上で検討してまいります。 

 新型コロナウイルスが感染拡大する中で、寮や町内での受入れ体制の確立につきまし

ては、津和野高校では帰郷した生徒に毎日検温を行うなど、体調管理を指導した上で、

入寮の際には、１年生と２、３年生が入寮する日を分け、感染症拡大防止に努めてこら

れました。 

 また、始業式については、島根県教育委員会の指導に基づき、４月８日に行っており

ますが、地元の生徒で通学を躊躇し欠席した生徒については、欠席とはならない出席停

止扱いとする対応を取っております。町といたしましては、県外から生徒が入寮する際

の感染拡大リスクを低減するため、一時的な待機場所の確保に向けて津和野高校と連携

し、対策を検討してきたところでございます。 



 議員御指摘の感染症対策に伴う寮や町内での受入れ体制の確立に関しまして、感染症

拡大が懸念される場合におきましては、町所有施設の活用や町内の宿泊施設を一時的に

借り上げる等により、生徒が一定期間は別の場所で過ごし、感染症拡大のリスクを抑え

るための体制整備に向け、島根県教育委員会の方針を踏まえ、協力してまいります。 

 通学路の安全体制の整備につきましては、現行の通学路が津和野高校から大橋までの

間は、津和野川沿いの町道稲成丁線と町道大橋幸橋線となっておりますが、通行量が少

なく人の目につきづらいことから、帰宅の際にはできるだけ多くの人数で通ることを指

導されておられます。町といたしましては、津和野高校の方針や津和野警察署との連携

により、有効な防犯体制の構築について検討してまいります。 

 津和野高校はしまね留学により県外の生徒を受け入れており、町といたしましても、

町の将来の人材育成の観点からも津和野高校魅力化事業に取り組んでいるものでござ

います。今後も生徒が充実した３年間を過ごし、卒業後も津和野高校と津和野町に魅力

を感じることのできる環境整備に向けて努めてまいります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  先ほど答弁でありました町有施設の活用や感染拡大

が懸念される場合、一時的に借り上げる等の生徒が一定期間、別の場所で過ごすとい

う、その体制整備でありますが、この春先も一部の旅館等がこの提供をというお話も

あったわけでありますが、どうも実現に至らなかったようでありますが、その後、協

議をしたり今後の対応について具体的にどのようになっておるか、お尋ねをしたいと

思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今後の、春先の新型コロナ対策の関連を踏

まえて、例えばこの夏に夏休みも帰郷する生徒が出ることが予想されております。そ

れについては、高校のほうに確認をしましたところ、当面の今の緊急事態宣言が解除

された今の状況ですと、そのまま帰郷したのを受け入れるというようなことでござい

ます。ただし、状況が変化して感染者が増えて、また新型コロナウイルスの拡大によ

り、非常事態宣言等が出た場合には１４日間程度の別施設での健康観察を行うという

ことになっており、その際の宿泊費とかを県が負担するというふうな形で県教育委員

会の方針が出るということでございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  では、それはある程度、旅館なり、旅館組合なりと

の話し合いもできているでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  旅館さんとか待機場所の検討については、

これからになっております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 



○議員（１１番 岡田 克也君）  現状の中では、例えば寮生も毎日の体温測定など、

集団感染が起こるリスクを下げる、そういうこともしておられるのかなと思いますが、

現況をお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  現在のところ、今は解除がなりましたので

しておりませんが、寮生についてはずっと検温と体制管理を行っているというふうに

伺っております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  変質者が出た件でありますけれども、町道稲成線の

ほうから神社のほうが特に暗いということで、高校のほうも集団で下校、登校をとい

うことであるようでありますし、また警察もよりパトロールを強化し、また監視カメ

ラもつけられたという状況でもあります。町のほうも町道は照明等も増やしたかと思

いますが、今後、例えば樹木の枝の伐採とか、もう少しライトを増やすとか、そうい

うことも建設課のほうで考えているのか、総務課、建設課のほうで考えておられるの

か、また監視カメラ等については、警察が設置されましたが、町も考えているのか、

そのところをお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（益井 仁志君）  町道稲成丁線でございますが、先ほど議員御指摘のとお

り、昨年、あそこに照明が６基ほどございます。それにつきましては全てにおいて漏

電等がありまして、消えたりとか暗かったりしたのですけども、全てＬＥＤに替えま

して、今は相当照度が上がって明るくなったということでございます。その間に１件

防犯灯があったと思いますけれども、という今の状況であります。今後、それを増や

すかどうかというのは、ちょっとまだ今は考えておりませんが、当面、その明るい状

況で様子を見ていただいたらということでございます。 

 それから、樹木の伐採については、あそこ松の木がずっとあるんですが、当然、町の

道路の通行に支障が出る場合については、これも伐採等も考えますが、当面、木そのも

のの伐採とかいうのは考えておりません。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  津和野高校の通学路での変質者が出たということで、

それで連絡を受けてすぐ、鹿足郡防犯連合会の会長を町長がやっておりますので、そ

ういった関係もありまして警察署のほうに連絡をいたしました。その際、今、議員言

われましたように、参道の入り口と津和野高校側に、いわゆる防犯カメラを１台ずつ

設置したと、それと併せていわゆるパトロール強化を実施しているということでござ

いましたので、その取組について、引き続いて行っていただくようにお願いをしたと

いうところであります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 



○議員（１１番 岡田 克也君）  それでは４点目の質問に移らさせていただきます。 

 ４点目の質問は、旧左鐙小学校の跡地利用についてであります。旧左鐙小学校の校舎

などを活用した施設の充実について、４月から集落支援員を配置されまして、地域から

の要望に回答書も出されました。これからの展望と構想についてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  それでは、旧左鐙小学校の跡地利用についてお答えを申し

上げます。 

 旧左鐙小学校の跡地利用につきましては、地元より以下の具体的な活用案が示されて

おります。一つ、地域住民の学習、交流事業、二つ、左鐙地域の災害時等の避難場所、

三つ、不登校児童対策としての居場所づくり、四つ、サロンやサークル活動、五つ、管

理団体の主催行事（宿泊体験、講演会、映画鑑賞会、スポーツ大会等）であります。六

つ目、セルフサービス型交流宿泊施設、これはキャンプ、スポーツ合宿等、七つ目とし

てレンタルスペースとして地域内外への貸出し。 

 町といたしましては、地元の意向をできるだけ尊重したいと考えておりますので、活

用案を具現化できるよう、今年度配置いたしました集落支援員を通じて、地元との検討

を重ねながら必要な改修等を行いたいと考えております。そして一定の改修が終了した

時点で、できれば指定管理者として地元で施設を管理いただきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  この宿泊施設としてということでありますが、交流

宿泊施設、これは簡易宿泊所としての届け出をするように考えておられるのか、また、

風呂の整備なども考えておられるか、また、ボルタリングについて、スポーツ大会を

開催できるようにというような話も聞いておりますが、そのところの内容についてお

尋ねをいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 

○教育長（世良 清美君）  まだ具体的な設計を描いておりませんので、どのような形

で整備をしていくかというのは、今後、また地元との協議を踏まえて詰めていきたい

というふうに思っております。来月早々のところで、また地元とも協議をする予定に

しております。そういった流れの中で具体的な整備の仕方を詰めて検討していきたい

なというふうに思っております。 

 それから、ボルダリングの施設につきましては、今の想定でいきますと、来年度のｔ

ｏｔｏの補助事業に手を挙げていこうかなというふうに思惑を持っておりまして、その

補助がつくようなことがありますと、来年度に整備ができるかなというふうな思いを持

っております。そこでボルダリング自体も全国的な人気も受けて、オリンピック種目に

もなっておりますので、競技人口も徐々に全国的に増えているような状況でもあります。

そういった核になる施設があると、それを目的に合宿というようなこともできるかなと

いうような、そんな思いも持ちながら計画を進めているというところでございます。 



○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ボルダリングについては、非常に町民の方々に使っ

ていただく上でもいいかと思いますし、また、この地域が今でも少年サッカーなどが

使っておられたりするようなことであります。地域として地域の振興になるように、

今後進めていただきたいと思い、これをもちまして私の質問を終わらせていただきま

す。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、１１番、岡田克也君の質問を終わり、１０時１０分

まで休憩といたします。 

午前 10時 00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 10分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続いて、一般質問を続けます。 

 発言順序６、６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ６番、丁泰仁でございます。本日、通告に従いまして、

２項目の質問を用意しております。どうかよろしくお願い申し上げます。 

 それでは早速ですが、質問に入りたいと思います。 

 １番目に、コロナ感染症と緊急事態宣言解除後の当町経済対策に関しまして質問いた

します。 

 昨日６月２２日現在で、コロナウイルス感染症につきましては、日本国内感染者数１

万８,６００人、死亡者９７３人となっています。政府は、４月７日の７都府県に対す

る緊急事態宣言発令から約４９日間で、５月２５日夜、全面解除に至りました。 

 幸いにこの間、島根県におきましては、松江で２４名の感染者で終息し、当町周辺に

おきましては、感染者ゼロと安堵するばかりです。このコロナウイルス感染問題は、こ

れで完全に終息したわけでなく、長期的な予防対策が必要とされています。 

 さてこの間、コロナ緊急事態宣言で、全国的に大部分の産業分野での経済活動が停止

になり、観光産業、宿泊、飲食、お土産を中心に、２００件超の破産、倒産事象が発生

し、今なお営業継続が危ぶまれる事業者が、膨大な数に上り、後を絶たないと言われて

います。 

 これら事業者は、政府、県などの自治体が経済対策として、特に外出自粛で打撃を受

けた飲食、観光業界などの支援を目的に打ち出す様々な休業補助金、支援金を頼りに辛

うじて、糊口をしのぎ、営業再開時期をうかがい、待っている状況です。 

 さらには、倒産などにより生じた非正規労働者の解雇による生活保護受給申請者の増

加、アルバイト先を失った学生たちの生活困窮が日々、新聞、テレビなどで報道されて

います。 



 これら、かつて経験したことのない経済環境に、リーマンショックをしのぐ大恐慌が

生じてくる可能性が、経済専門家の間で取り沙汰されています。 

 これら現実の悲観的な状況を打開するために、政府、各自治体は、今後将来に向かっ

ての経済再生案を様々、提義しています。 

 まず政府案としましては、ＧｏＴｏキャンペーンと名打って、１.７兆円予算で、１、

国内旅行の代金を半額援助、１泊当たり最大２万円。 

 ２、土産品などで使えるクーポン券の発行。 

 ３、飲食店向けのプレミアム付食事券の発行やイベントチケットの割引なども実施予

定としています。 

 島根県は、県内の飲食店や宿泊施設で使える県民向けのプレミアム付飲食券と宿泊券

を発行する計画として、総額１０億円を超える見込みで、６月定例県議会の一般会計補

正予算に関連費を盛り込む予定です。 

 当町は、コロナ緊急経済対策をいち早く実施し、さらにはこのたび追加支援対策を検

討し、町内経済消費喚起を促進させようとしています。 

 当町のコロナ緊急事態宣言解除後の経済対策に関しては、具体的には、当初の地域通

貨券導入促進事業、業績悪化緩和運転資金補助事業等に加えて、コロナウイルス感染症

対策プレミアム商品券販売事業など、直接事業者、町民に支給される給付金を中心に、

１７項目の盛りだくさんの県制度、町単独の消費喚起策補助事業が追加されています。

これらのことを踏まえて、質問いたします。 

 １、当町３月から５月までの観光客概況及び今後の見通しは。 

 ２、コロナ緊急経済対策、業績悪化緩和対策の今日までの利用者数、金額はいかほど

か、継続期間はいつまで考えているか。 

 ３、コロナウイルス感染症対策、プレミアム商品券販売事業に関して、内容を簡潔に

説明してください。 

 ４、ＳＬ運行再開時期の見通しはどうでしょうか。 

 ５、コロナ疎開として、都市部からの移住者を受け入れる計画はあるか。 

 ６、梅雨時期を控えて、自然災害時の避難場所でのコロナウイルス感染症対策は整備

されているか。 

 ７番目に、コロナウイルス感染症による学校臨時休業での授業の遅れに関して、今後

の学校スケジュールはいかがなものか、お答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、６番、丁議員の御質問にお答えをさせていただき

ます。 

 コロナウイルス感染症と緊急事態宣言解除後の当町経済対策に関してでございます。 



 まず、本町における３月から５月まで観光客の状況についてですが、まず入込客数に

つきましては、３月が６万２,５５７人（前年同月比２２％減）、４月が３万１,４３５

人（同６７％減）、５月が２万３,８６６人（同８０％減）となっております。 

 宿泊数におきましては、３月が１,１０６人（前年同月比５４％減）、４月が２６９

人（同９１％減）、５月が２４５人（同９３％減）となっており、特に、飲食、宿泊、

土産物等の観光関連事業者を中心に、深刻な状況となっていることがデータからも伺え

ます。 

 今後の見通しについても、一般社団法人津和野町観光協会、津和野町商工会ともに、

移動の自粛が解除となっても、直ちに状況が大きく改善することは考えにくいとの認識

で一致しており、町といたしましても、今後もしばらくの間は慎重な動きで推移するも

のと分析しております。 

 また、旅行の形態がこれまでも団体旅行から個人、グループへと移行しつつありまし

たが、このたびのコロナウイルス感染症の影響により、こうした傾向がより顕著になっ

てきております。長引くコロナウイルスの影響で、町内の観光業の状態は極めて厳しい

現状ではありますが、一方で、旅館業等におきましては、秋以降の予約が少しずつ入り

つつあるとのことであり、僅かながら明るい兆しも見え始めたところでございます。 

 これまで、本町では商工会、観光協会等とも連携して、他の市町に先駆けて、様々な

商工業、観光業事業者等の維持支援に向けた施策を展開してまいったところです。 

 今後は、いわゆるアフターコロナに向けて、国や県の施策や動向にも注視しつつ、関

係機関等で構成する観光戦略会議等で現状の分析を行った上で、観光振興対策を練り直

し、必要かつ適切な時期に攻めに転じた施策を展開していく必要があると認識しており

ます。 

 次に、業績悪化緩和運転資金補助事業の今日までの利用数、金額、継続期間でござい

ますが、６月１２日までの申請受付は７８事業者、受付件数１２０件、１,６８１万１,

０００円の申請がありました。 

 補助金の支払い状況については、６月１５日までの支払い分が８８件、１,２５３万５,

０００円。６月２５日支払い予定分は３２件、４２７万６,０００円となっております。 

 月別の状況については、３月分２４９万１,０００円、４月分８６１万８,０００円、

５月分５７０万２,０００円といった状況です。 

 同補助金は３月分から９月分までと給付対象期間を延長しており、１事業者につき３

回まで申請が可能です。なお、３回目の申請を受け付けた事業者は８者となっておりま

すが、今後、５月分の未申請分もまだあると予想されますので、９月分までを含めます

とさらに件数等が伸びるものと思われます。 

 次に、コロナウイルス感染症対策プレミアム商品券の販売事業に関してでありますが、

外からの経済消費が期待できない現状下において、内からの消費を誘発し地域経済を活

性化するため、町民の皆様を対象にプレミアム商品券を販売いたします。販売に際して



は、３つの密防止に配慮し、販売回数を各世帯当たり１回に制限の上、町商工会、町役

場、町内６郵便局の窓口計１０か所を販売場所とし、可能な限り分散販売を行います。 

 今回はプレミアム率を過去最高の２５％とし、７月１日現在、町内に住民登録されて

いる方を対象として、１セット１万２,５００円（５００円券×２５枚）を１万円で、

お１人につき２セットまで購入できるものとします。 

 販売期間は７月２０日から８月３１日まで、商品券の利用期間は７月２０日から令和

３年１月１７日までの期間としております。 

 次に、ＳＬ運行再開時期の見通しでありますが、ＳＬやまぐち号につきましては、コ

ロナウイルス感染症の影響により運行再開が延期されており、本町といたしましてもそ

の影響は甚だ大きく、対外的なイメージを含め観光・経済振興の観点からも、早期の運

行再開が望まれるところであります。町観光協会との協議においても、コロナウイルス

による発生のリスクは完全には拭えないものの、町内事業者のＳＬ運行再開に向けた期

待は大きいとの回答をいただいているところでもあります。 

 しかしながら、ＳＬの運行再開には、本町のみならず沿線自治体の意向やＪＲにおけ

る内部調整、準備等、多くの要素が関係してまいります。町としての運行再開を望む思

いは、関係団体である山口線ＳＬ運行対策協議会を通じてお伝えしておりますが、現時

点で、議員の御質問に対して明確な御返答をできるまでには至っておりません。 

 次に、コロナ疎開として都市部からの移住者を受け入れる計画はあるのかということ

でありますが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、都市部を中心に感染者が増加し

たことから、人口の少ない地域や地方へ移動する人の動きが今後も予想されますが、第

２波、第３波が懸念される中、津和野町として、現時点におきましては、コロナ疎開と

して都市部からの移住者を受け入れる計画の検討には至っておりません。しかしながら、

本町におきましても人口減少問題は喫緊の課題であり、これまで以上に移住者の受入れ

体制を整えるべきであると考えているところであります。 

 今年度におきましては、ふるさと島根定住財団主催の東京、大阪、広島で例年開催さ

れるＵＩターンフェアが全て中止になったことから、財団で検討しているオンライン移

住相談に加え、不要不急の往来を要しない新しい形の移住相談を進めることにしており

ます。 

 また、新たな施策として、空き家情報バンク事業において、既存の改修補助金に加え、

しまね定住推進住宅整備事業を活用し、賃貸用の空き家を改修する所有者に対し、一定

の条件を満たした場合に改修事業費を補助する新たな事業、津和野町空き家再生事業を

創設し、さらなる定住対策の拡充に向け取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、梅雨時期を控えて自然災害時の避難場所でのコロナウイルス感染症対策は整備

されているのかということでありますが、本町におきましては、避難所内でのマスクの

着用や手洗い等を徹底するため、マスクや消毒液、手洗い用石けん等の物資の備蓄を強

化すべく、取組を進めているところでございます。 



 また、発熱、せきなどの症状が出た方のスペースの確保が必要となることから、避難

所内に別室を設けることができない場合に備え、できる限りスペースを区分けできるよ

う各避難所に間仕切りを整備するとともに、大雨や防風などにより窓を開けての換気が

困難な場合に備え、発熱、せきなどの症状が出た方のスペースを中心に除菌空気清浄機

を整備したいと考えております。 

 一方で、マスクや消毒液などの備蓄数には限りがあり、避難が長期間にわたることも

想定されますので、避難場所への避難の際は、マスクや消毒液、除菌シート、体温計な

どの感染症対策物資をできる限り御持参いただきたいと考えております。 

 次に、コロナウイルス感染症による学校臨時休業による授業の遅れに関して、今後の

学校スケジュルについてでありますが、新型コロナウイルス感染症による臨時休業での

授業の遅れについては、１学期に予定していた各種の行事の中止や簡略化とともに、町

内全小・中学校において、夏季休業日を授業日に変更することで授業日数を確保できる

と考えております。 

 具体的には、１学期の終業日を全小・中学校で７月３１日までとしております。２学

期は、全小学校が８月２８日から、中学校は、津和野中学校が８月２７日、日原中学校

が８月２５日からの始業式の予定となっております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  質問が７項目に及んでいますので長いんですが、今お

答えいただきましたことに関しまして、再質問をしてみたいと思います。 

 まず１番目の、当町３月から５月までの観光客の概況及び今後の見通しというので御

回答いただきました。このことに関して、恐らく当町が今出したような概況なり答えは、

全国的に観光業界におきましては同じような答えだと思うんです。それで、端的にそれ

を如実に表している、我が国の観光のメッカである京都市、これは京都府観光連盟がア

ンケートを５月３０日に取っているんです。これがたまたま私の目に入りましたので、

その記事を切り取ってまいりました。ここに、いろいろ京都市そこの１番目からの、こ

このいろいろな質問の概況が出ていますので、ちょっと読み上げてみます。 

 観光関連事業者の６０％超が、昨年５月に比べ９割以上の売上高、取扱高の減少に直

面している実態が判明。緊急事態宣言下で、観光需要をほぼ消失し、臨時休業も拡大す

るなど、深刻影響が広がっている。 

 １、業種別にはどこがダメージを食っているか。宿泊３８.９％と最も多く、飲食は

１５.０％、小売が１０.４％と続く。また、従業員数１０人以下が４７.０％と半数近

くを占めると。 

 それから２番目に、売上高、取扱高が減った事業者のうち、減少率１０割が３５.８％

を占め、最も同９割が３０.６％で、合わせると全３９３事業者の６１.３％を占めると。 

 ３番目に、観光客数は１０割減、９割減も全事業者の５５.７％に上り、需要の急減

が浮き彫りになっていると。 



 それから４番目に、現在困っていること。雇用の維持が５９.３％、将来の見通しが

立たない５１.１％、感染予防対策が５０.１％、家賃など固定費の支払い４６.１％、

複数回答がこれは許されているんですが、多かった。 

 ５番目に、国や自治体による支援制度では、利用した制度で８割超が持続化給付金、

それから６割超が雇用調整助成金となっています。 

 それから今後、国や自治体に期待すること。終息後の消費拡大や観光誘客の支援、事

業継続、雇用維持のための給付金や補助金を望むことが、事業者の８割を超えていると。 

 それから、京都の主要ホテルの稼働率。これは京都市観光協会がアンケートを６月９

日に取っているんですけども、２０１９年１２月に７６.８％ありました。２０２０年

１月６８.８％、２月は５４.３％。それからいよいよ３月３０.３％、４月５.８％、い

よいよどん底です。これは日本人、外国人延べ宿泊数９５.７％減、宿泊需要ほぼ消失

した実態。 

 緊急事態宣言解除後も営業再開に至らない施設多く、室内の客室数１００室以上のホ

テル約１２０施設が休業状態。５月１３日、２０日のピーク時でも、全事業者の４５％

が休業状態であったと。こういう記事が出ておりました。まさに、ああ、やはりそうだ

なと。これはテレビ等で随分取り上げられていましたので、ある程度はわかっていまし

たけど、実際にこういうアンケート、実態が本当にリアルに感じました。 

 例えば、本論に戻りますが、当町におけるそういうデータもまさにこれに比例してお

るんではないかなと思います。 

 それで、元に戻って今後のことです。まず、やはり当町の観光というのは、ＳＬ運行

から始まるんです。それで今、回答にありましてＳＬ運行の再開がちょっと不透明だと。

いつの時期になるのか。これが非常に将来、あるいは観光業者にとりまして、頭の痛い

問題だと思うんです。 

 それで今、飲食店、恐らく土産店は、このＳＬ運行の再開に死活問題をかけとると思

うんですけど。現時点で何とか、飲食業界は弁当、テイクアウトが広まる。こういうこ

とで何とかしのいでいるんですけど、これはもう本当に微々たるものです。土産店にお

きましては、これはほぼゼロじゃないかなと思うんですよ。壊滅です。 

 こういう中で、今後どういうふうに生計をつないでいくかという、そういうことを

我々は今、商売をする者は考えていますけども。 

 やはり、公的な給付金。特に今、政府から出されました国民全員に行き渡る１人当た

り１０万円の定額給付金。それから、事業者にとりましては、先ほども述べましたが持

続化給付金。これは個人事業者には、これはある程度の資格というか、それは検査の書

類が整えた場合ですけど、１００万円出ますよね。それから法人は２００万出るんです。

これが現実に現金として手に入ります。ここら辺で今、食いつないでいると。 

 それから、当町が出している業績悪化緩和資金。これが随分、やはりここに来て助け

になっておるんですよ。ところが、ここで私は大体、今始まってどうかなと。これは９



月までですね、期限が。それで３か月、要するに月の悪い前年に比して、悪い月３か月

で、どれぐらいの今日まで６月、大体３月から始めて６月、３か月。あと３か月残って

おるんですけど。どれぐらい消化されているのかということで回答いただきましたけど。 

 大体７８事業者、受付件数１２０件と。それから消化されている金額は１,６８１万１,

０００円ですか。これで、私ちょっと算用してみました。７８事業者が、大体３回普通

に出すとしますよね、業績悪化で。それで、９月までに今の見通しではＳＬも運行再開

しないし、恐らく収益、営業はそんなに回復することはないと思います。ということは、

９月まではまた悪化する月がどんどん出てくると思うんで。そうしますと、今３か月で

１,６８１万もう消化しているんですよ。ところがこれに対して、補正予算を当町２,０

７０万組んでおるんです。そうすれば、あと３２０万しか残っていないと、補正でです

よ。ただ今組んでいる補正予算で。 

 そうしますと、今１２０件の申請というと、７８事業者が３回申請しました。約２４

０件ですか、約１２０件というのはその半分なんですよ。その半数は、恐らく１.５か

月ぐらいの悪化のところで申請して１,６００万費やしているんですよ、もう。そうす

ると随分金が、これはあと３００万しかないとなると、さあ、どうかなと。ここら辺を

どういうふうに考えられとるか。恐らく、足りなくなるんではないかなと思うんですが、

そこら辺の予測は、執行部としてどういうふうに思っていますか。ちょっとお答えくだ

さい。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員の御質問の状況でございますが、御指摘のとお

り、現時点で受付件数が１２０件の１,６８１万１,０００円。おっしゃるように、ま

だまだこれから伸びてくるであろうというふうに考えております。 

 そういった状況でございますので、当然、「もう予算なくなりましたのでここまでで

す」ということには、具体的にはまだ財政のほうと詰めてはおりませんが、なかなかそ

うは言いにくい部分が当然あるのかなというふうには、担当課とすると思ってはおりま

す。 

 今後、２次の緊急交付金のほうもまた概要が見えてくると思いますので、そのあたり

の状況も踏まえつつ、いろいろ対応を考えていかざるを得ないのかなというふうに思っ

ております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  そういうふうに、ぜひ商工会とも密接に調査を、デー

タを取りまして、そういう給付金につきましては、これが本当に、もう、これでつな

いでいるような状態ですので、ぜひ途切れさせないように次の補正を組むなりもして、

ぜひこれだけは継続していってほしいなと、そういうふうに思います。 



 それで次に、消費、要するに今ほとんど当町、消費も何も止まっているような状態で

すが、消費喚起策として、次にコロナウイルス感染症対策プレミアム商品券販売事業に

関して先ほど質問しまして、これに対してお答えいただきました。 

 それで、これは要するに、あと売り尽くすというか、用意しとってそれが売れ残ると

いうか、要するに消化されない場合、これも予算が４,０００万ですか、このたび補正

が上がっております。これが消化されない、再販をしないと、売れ残るというか。その

場合は、この４,０００万のうち予算が余るという格好になると思うんですけど。 

 そういうもの、この予算の余った場合、全部消化できればその分だけ町内に消費喚起

で相乗効果を起こすんですけど、要するに。そこら辺も、余った場合はどうするのかと。

ということは当然、そこら辺も執行部ちょっと、考えられとるんではないかなと思いま

すんで、そこをちょっとお答え願います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  御指摘のとおりだというふうに思っております。 

 今回、再販をいたしませんので、売り切れない場合、なるべく多くの方に買っていた

だいて町内消費に御協力をいただけるとありがたいというところでございます。 

 ただ今回、過去最高の２５％というプレミア率でございますので、ある程度売上げも

伸びてくるのかなという予想もしております。 

 ただ、ほかの利子補給等、また、なかなか雇用調整の特別助成金あたりについても、

制度としては設けましたが、国の制度がだんだん拡充をされてきておりますので、必要

度が若干落ちてきている部分も出てきておると思います。 

 そういったものを踏まえて、トータルで先ほど申し上げました業績悪化の件について

は、増額が予定もされておるということは考えますと、国の交付金あたりを最大限有効

に活用する上でも、ある程度予算を今後の補正予算の中で組替えをしながら、現実的な

対応をしていくということは出てくるかなというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  そこもよく、とにかく現金給付金というところで、途

切れないようにお願いいたします、再度。 

 次に、５番目のコロナ疎開。これをなぜ取り上げたと言いますと、先般、全国の知事

会があったらしいんですけども、そこで今、やはり東京１,４００万人、一極集中で、

前から言っているように、これ分散しなきゃいけない、分散しなきゃいけないと言って

きたんですけど全然、分散どころかどんどん増えている、東京に。地方はどんどん減少

していっていると。 

 全国知事会でもこのたび再度、この問題について取り上げられたらしいですが、今コ

ロナ疎開として、やはりこういう事態になったら地方のほうがいいんではないかなと。

しかもここに、オンラインという電子化の話が関わってきましたら、地方で住んで地方



で仕事をしてもいいんじゃないかなという話がどんどん持ち上がってきているみたい

です。 

 それで、これは当町、私が今質問しましたら、そういうコロナ疎開を受け入れる対策

は特には設けていないけど、やはり人口減少で、今後は必要なんだということで、いろ

いろ空き家対策をここに新規の事業、津和野町空き家再生事業として、持ち主に対して

改修する場合には、また新たに資金を提供するというような御回答をいただきました。 

 これは、私は前から空き家のことにつきましては、一覧表を作るなりリストアップし

て、いつでも都会から来た人に一覧してこういう物件がありますよと。言うなれば不動

産屋をやるんではないけど、行政としてもそこら辺のサービスはしといてもいいんじゃ

ないかなと常々言ってきたところです。 

 それで、前これは、どうしても都会から迎え入れるんですから、そこで東京事務所が

やはり役割を果たす、重要な拠点になると思うんです。それで、この空き家対策は、東

京事務所では今までどういうふうに取り扱ってきたか。つまり、そういう一覧を作って、

そして来られた方に、津和野に移住したいという方にそういうことを案内してきたのか

どうか。これはちょうどいい。東京事務所におられました課長、ひとつお答え願いたい

と思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  議員御質問の、まずは空き家対策の内容で

ございますが、この６月議会でまた補正予算を提案しております。 

 これ中身は、議員おっしゃるようにコロナ疎開も見据えてＵＩターンの方々を対象に、

受け入れる一つのツールとして新規で作成したものです。これは県の補助事業も使いま

して、改修費の５分の４補助をしようというような新しい取組でございます。 

 こういうことがある津和野町の一つの武器として、それでコロナ疎開も含めて移住者

促進を図っていきたいというふうな考えでございます。 

 もう一つ、東京事務所との連携でございますが、私は３月まで東京事務所いましたが、

津和野町から来てやるＵＩターンフェア、それから新農業人フェアというところに私い

つも出向いておりました。そこで、例えば新農業人フェアで申しますと、農業関連の移

住者はそこで誘致するわけです。そのときにいろいろな、議員おっしゃるように空き家

情報も含めて御案内するわけですが、そこですぐはなかなか決まらないという状況がご

ざいました。 

 そこには何が必要かといいますと、やっぱり津和野町に来ていただきたいという特徴、

これはやっぱり強く、ほかの自治体もいっぱいいらっしゃる中で、「我々の津和野町は

こういうところが突き抜けています」というような特徴をしっかりアピールすべきだと

いうふうに私は感じておりました。 

 そうしたことも含めて、今回つわの暮らし推進課に戻りましたので、議員おっしゃる

ように空き家のリストアップ、それからそれをちゃんと可視化して見えるようなウェブ



のサービス、こうしたことは今後、改善していきたいというふうに考えております。そ

の第一弾が、今回の空き家関連の補助事業の創設というふうにお考えいただければと思

います。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  すばらしい回答をいただきました。非常に心強く思い

ます。そういうことをぜひ、それは机上の案やなくて、ちゃんと実施していってほし

い。特に東京から帰られたんだから。そこら辺は現実を知っているんだから、実施で

きると思いますんで期待しております。ぜひお願いします。 

 それから次に６番目。自然災害時の避難所でのコロナウイルスの感染症対策は整備さ

れているかということで、大体がそういうできるところはやっているみたいですね。 

 テレビなんかを見ていますと、各そういう避難所の様子が今出てきています。特に大

雨が今、どんどん降っているところも出てきていると。避難所をよくテレビで映してい

ます。そうすると、仕切りで段ボールを非常によく活用しています、上手に。それから

床が痛いですから、お年寄りが多いでしょう、避難する方。そうすると床が痛いですか

ら、そこへクッション代わりに安価で、下関の避難所を出しておりましたけども、内装

メーカーかどっかがマットを安価で作って非常にクッションが良くて、そういう畳代わ

りに敷いて、そこで寝たらクッションがいいからと言ってお年寄りが喜ばれていました。 

 だから、そういう資材もあるということをお聞きして、段ボールは間仕切りでいいで

すから、要するに床の、お年寄りがそうやって痛くない、寝てもどうもない。そういう

のを少し研究してみられたらいいんじゃないかな。下関のほうで今、ほとんど使ってお

るみたいです。市役所に聞いたらわかるんじゃないかなと思いますけども。 

 ぜひ、研究してみてほしいなと思います。ここはこれで。 

 ７番目に、学校臨時休業による授業の遅れに関しましては、どうかということなんで。 

 この前、新聞アンケートでやはりこれはあったんですけど、今後、こういうことが起

こりまして教育の遅れをどういうふうに取り戻すかということでアンケートを取りま

したけども、５割ぐらいの学校が今からオンラインを使ってオンライン教育をするんだ

という話です。４割ぐらいがやはり今、当町が答えましたように夏休みを短縮させて、

そこで授業の遅れを取り戻すというような回答がありました。 

 実際、当町、オンラインを使って将来的に云々ということは、これは先日の同僚議員

からもオンラインのことについて話があったと思いますけども、再度ちょっと、そうい

う考えはどうなのか。 

 私が考えますに、端末を用意するのに非常に財政的な問題もあろうし、また、島根県

の教育委員会の方針もあろうから、そこら辺はどういうふうになっているのか、ちょっ

と答えてください。 

○議長（沖田  守君）  教育長。 



○教育長（世良 清美君）  オンライン授業でありますけれども、これは設備的なもの

も当然必要になってまいりますが、あと、要はそれに対応する先生方、これがまず、

今までそんなことを経験をしていない現実があります。 

 当町ではＩＣＴの機器をある程度以前からそろえて、ＩＣＴ機器の利用については、

どの学校も授業で有効に活用をしておりますけれども、それを使って単純に在宅での授

業を本当にやれるかということになると、例えば同一家庭で１人ならまだ対応ができま

すけれども、お兄ちゃん、お姉ちゃん、例えば３人おったとする。それじゃ３台が同時

に家の中で授業ができるか、１年生と３年生と６年生が同時に授業を同じ時間にできる

かというと、なかなかそういう簡単なものにはいかないという。 

 今回、実験的にうちのコーディネーターさん、魅力化のコーディネーターさんが一部

のお知り合いの家庭で、そういったリモートでのオンライン授業の実験をやっていただ

きました。その子に対しては個人的に、いわゆる家庭学習の補助的な部分で、直接指導

を受けながらやれるので非常によかったわけなんですけども、ただ、それを一律で授業

と同じような形で、学校の教室と同じように先生が黒板で、あるいは電子黒板を利用し

たにしても、それを一律のペースでそれぞれの子供たちに配信できるかとなると、一方

的に流すだけならいいけれども、授業というのは返しがありますので、それはなかなか

一朝一夕、簡単なことではないなということは、現場でその実験も踏まえて、先生方の

意見もいろいろ聞きながら検討しておりますけれども、一朝一夕で簡単に、はい、授業

ができますというようなものではないというふうに理解をしているところであります。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  はい、わかりました。じゃあ、休みを短縮させて、そ

の間しっかり取り戻すように用意してください、お願いします。 

 最後、これ通告はしていないんですけど、もう一つ、ちょっと忘れていたものがある

んです。特例貸付っていうのがあるんですよね、社会福祉協議会に。これは、休業や失

業で収入が減った世帯に生活資金を援助するための資金貸付け、全国社会福祉協議会で、

既に現在９割方が決定して７４５億円が支出されているというようなことで、この内容

は緊急小口資金で２０万円を一括、一度に貸付け。それから２番目に総合支援資金、最

大、月２０万円を３か月支給、無利子、連帯保証人不要。それから住民税非課税世帯は

返済免除と、こういう、何かあるらしいですね。これは当町におきまして使用されてい

るかどうか。ちょっと簡潔に、分かる範囲でいいですから、これは通告していないです

から、どうですか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  議員おっしゃられるとおり、社協のほうでコロナ関

係の緊急貸付けというところで、１０万円もしくは２０万円というところの上限で貸

付けを行っておるというのは聞いております。これにつきましては、県の社会福祉協

議会のほうが主導となってやっておられるというところも聞いております。 



 ５月の終わりぐらいだったと思いますが、そのぐらいの時点で町内の方が５人ぐらい

申込みに来られてお貸しをしているというようなところを確認しておりますが、その後

どのぐらい増えたかっていうのは聞いておりません。また、１年後の状況によりまして

は、１年後、同様な状況であれば、その貸付金はもう返さなくてもいいというようなこ

とになるということも聞いております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ありがとうございました。 

 それでは、ちょっと時間もありませんので、次の２項目めの質問にまいりたいと思い

ます。 

 これは観光一般に関してでございますが、今般のコロナウイルス感染症の影響で山陰

各県の観光主要施設の入り込み数は前年同月から激減し、臨時休業、施設閉鎖により減

少率９割超というショッキングな数値が報道されています。 

 一方、国土交通省中国運輸局の調査による１月から３月までの中国地方の国内客宿泊

者数によりますと、島根県が２.３％増の６８万５,０００人、鳥取県が３.２％減の５

１万３,０００人、広島県が１６.１％減の１８１万８,０００人となり、島根県が唯一、

前年同期を上回っていることがわかりました。いわゆるコロナ疎開の顕著な現象に思い

ます。 

 最近の調査によりますと、緊急事態解除後に一番やりたいことに「旅行」がトップを

占め、あと、「外食」「美術館などの鑑賞」が続いています。 

 ７月末からの夏休みを目標に、政府、各自治体が、このたび打撃を受けた観光業界の

経済復興を目指して、各種のプレミアム付飲食券、旅行券を発行する予定です。ぜひ、

美しい町、クリーンな空気が楽しめる当町へ、コロナ疎開として観光客を誘致したいも

のです。そのためにも観光関連事業の整備を怠りなく促進する必要があります。 

 質問します。今年度、観光関連事業を説明してください。それから特に津和野駅前開

発事業、駅前交番の解体進捗状況、それから駅舎改修について詳しくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、観光関連一般に関して、御質問にお答えをさせて

いただきます。 

 今年度の観光関連事業につきましては、コロナウイルス感染症の影響もあり、当初の

予定どおりには実施できない状況にあります。 

 計画としては、まず山口県央連携都市圏域７市町の共同プロジェクトとして、令和３

年度開催を予定している山口ゆめ回廊博覧会の前段としてプレイベントを秋に開催す

る方向で調整中です。既存の観光・食イベントを、より魅力的にブラッシュアップし、

強力で広範な広報活動を行い、７つの市町を回遊してもらう屋外型のイベントとなりま

す。津和野町では堀庭園を活用したイベントを次年度に向けて試行的に実施する計画で



す。同様に、萩・津和野イメージアップ協議会や高津川流域都市交流協議会においても

連携した観光キャンペーンを行う予定としております。 

 また、本年２月、津和野太鼓谷稲成神社の初午祭に合わせ実施しました狐の失せ物探

し行列など、ＰＲに活用した山口県のタウン誌広告の効果が高かったため、年間を通じ

た継続的な広報活動を展開したいと考えております。 

 アフターコロナの状況下では、家族や小グループによる個人旅行が増えることが想定

されます。ついては、島根県・益田市と連携してフランス人コンサルタントを招聘し、

体験プログラムの掘り起こしと商品化を図る晴れまちプロジェクトを可能な限り早い

段階で再開したいと考えております。 

 また、一昨年度から２年間実施した農山漁村振興交付金事業の蓄積も生かして、体験

プログラムの複数商品化、ホームページの運用開始を目指します。 

 また、本議会で予算化を提案させていただいております総務省のシェアリングエコノ

ミー活用推進事業による長期滞在型の旅行モデル構築の中でも体験プログラムの充実

が必要です。同じく同省の過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業による日原賑わ

い創出推進協議会補助事業においても、日原にぎわい創出拠点かわべと、道の駅シルク

ウェイにちはらを中心としたにぎわい創出について体験プログラムが重要な要素とな

っており、体験プログラムの展開による滞在時間の延長は本年度の大きなテーマと捉え

ております。 

 観光イベントについては、コロナウイルス感染症の動向も踏まえつつ、段階的な取組

を模索し、秋には許容される範囲・内容とはなりますが、イベント開催を目指したいと

考えております。 

 今後、国のＧｏＴｏキャンペーンや県のしまねプレミアム飲食券・宿泊券、さらに町

観光協会ほかと実行委員会をつくり実施しておりますクラウドファンディングを活用

した津和野未来チケットを連動させながら、本町にお越しいただけるキャンペーン構築

も関係団体とともに進めてまいる所存です。 

 駅舎及び駅周辺関連整備につきましては、国の歴史的風致維持向上計画の認定を受け、

駅前の空き店舗、老朽アパートの除去を行うなど、津和野の玄関口としての美観を整え

るとともに、ＳＬ到着時等の人、一般車両、観光・路線バスが錯綜することで生じる交

通事故等の危険を回避し、駅舎の耐震化・冷暖房整備など、ホスピタリティーの向上を

目指すものです。 

 平成２７年度に行ったデザインコンペの結果を基に、歴史的風致維持向上計画協議会

の論議も踏まえた全体計画に基づいて、本年度は平成２７年度に実施した旧ＳＬ館の跡

地と平成３１年度に島根県から取得したつわぶき安全センターの土地を整理し、一体と

なった駅前小公園の整備工事を進めているところでございます。整備後は、駅舎及び駅

前周辺広場等とともに町歩き促進につながるようなスペースとして活用できるよう考

えております。 



 駅舎につきましては、現在ＪＲ西日本と、駅舎の町取得について協議を進めていると

ころでございます。取得後は耐震化、待合室の冷暖房設備の整備、観光案内機能の向上

など改修工事に入る予定です。また、既存の駅前トイレには、スペースの都合から設置

できなかったオストメイトにも対応可能な多目的トイレについて、津和野駅を発着する

ＳＬやまぐち号の姿を望むことのできる展望台機能を付加して整備いたします。列車の

運行をしながらの工事となりますので、工期は長くなると思われますが、安全性など最

大限の配慮をして実施したいと考えております。 

 駅前周辺広場整備につきましては順次工事を施工している状況でございますが、今後、

既存トイレの古い合併浄化槽を撤去し、下水道に接続した上で新しい駅前ロータリーを

整備し、これまで乗り入れできなかった石見交通の路線バス等も含めて、雨にぬれずに

乗降できる屋根つき回廊に隣接した一体的なバス停を設置する予定でございます。既存

の駅前ロータリーについては、日常はバスと分離して一般車両の乗り入れ可能なレーン

を設けて乗降に利用いただき、土、日、祝日等の周辺商店会イベントやＳＬイベント時

には進入制限の上で、広く利用可能な駅前広場を整備いたします。 

 今後、駅前周辺整備工事の進捗過程で駅舎整備工程との施工順序の調整等が必要とな

ってくると考えます。工事期間中につきましては皆様に御不便をおかけいたしますが、

早期の完成を目指して進めてまいりたいと考えますので御協力をいただきますようお

願いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  時間ありませんので、まとめて最後の質問をします。 

 今お答えいただきましたが、駅舎の町の取得について協議を進めているみたいですが、

これはいつ頃に話がつきそうなのですか、それが第１点。それから第２点は、これは前々

から言うように跨線問題、例の階段、あれはどういうふうに進捗しているのかと。それ

から３点目に、駅舎利用の津和野高校生の待ち時間の利用で、彼ら達の、駅舎改修のと

きに空間を設けられるか、ぜひ設けてほしいと前々から言っていますんで、そこら辺が

どういうふうに考えているか、そこらの再度回答をお願いします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  駅舎の購入につきましては、補償料等の問題につき

ましてもおおむねの線が出てまいりました。今年度の早いうちには何とか購入までい

って、改修工事にも入っていきたいというふうに考えております。 

 それから、跨線橋の問題ですが、議員御指摘のとおり、何らかの解決策を考えていき

たいというところでございます。ただ、バリアフリーのエレベーター等を設置するとい

うことになると、工事費、また事業主体が町として、そこへ設けることができるのかと

か、いろいろ難しい問題がございます。ＪＲさんとしても、なかなかＪＲ側としての工

事ということは難しいという回答を得ておりますので、ただ、その中で何らかの解決策



がないかということを、現在も町長以下検討しておるところでございますので、もう少

し何かないかということを模索をしていきたいというふうに思っております。 

 次に、高校生等の待ち時間等の問題につきましては、先ほどの町長の答弁にもござい

ましたように待合室が冷暖房の完備ができます。そういった形で、待ち時間に自習もで

きるような形のテーブルも、ある程度設置ができるというふうに思っておりますので、

快適な空調の下で待ち時間を待っていただける形にはできるのではないかというふう

に思っております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  いろいろ事業が難事業もあり、かかっていくわけです

が、町民の期待に沿えるように頑張ってほしいと思います。 

 これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、６番、丁泰仁君の質問を終わり、ここで１１時１５

分まで休憩といたします。 

午前 11時 06分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 13分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、一般質問を続けます。 

 発言順序７、２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  発言順序２番、米澤宕文でございます。通告に従い、

質問をいたします。 

 災害時の新型コロナウイルス対応避難所及び避難方法について質問をします。 

 奥出雲町が、新型コロナウイルス対策で特別定額給付金などの事務作業に追われる職

員の負担軽減のため、６月議会の一般質問を取りやめております。私も、当津和野町が

コロナ対策で忙しい職員の負担軽減を考え、一般質問を取りやめることも考えましたが、

災害時の新型コロナウイルス対応避難所及び避難方法につきましては、昨年、一昨年の

全国的な大災害発生を見ますと、この件だけは先延ばしにすることができず、この１件

を質問いたします。 

 本年も６月に入り、大災害発生シーズンに突入しております。既に６月中旬には、県

内の江津市から安来市にまたがり、洪水警報や大雨警報が発表されております。６月１

８日には津和野町でも、早くも洪水警報、大雨警報が発表されました。昨今の豪雨災害

で、降雨量の想定外、予想外の言葉は通用しなくなりました。 

 ６月１０日、津和野警察署員の方から、津和野町・津和野警察署連署の避難情報に関

するチラシをいただきましたが、少し違う角度から質問をいたします。 

 令和２年５月２９日、政府は、国や自治体が実施する災害対策を示した防災基本計画

を改定しております。新型コロナウイルス感染が拡大したのを踏まえ、避難所の過密を



抑えるなど、「感染症の観点を取り入れた対策が必要」と明記しております。昨年、相

次いだ水害に対し、基本計画は、備蓄するのが望ましい物資にマスクと消毒液を追加し

ております。避難所を運営する町に、平素から、感染者が発生した場合の対応などを検

討とあり、以下の５点の質問をいたします。 

 １番、避難所は不特定多数の住民が密集し、感染症のリスクが高いとされています。

基本計画は、備蓄するのが望ましい物資にマスクと消毒液を追加するとありますが、こ

れの調達は可能でありましょうか。 

 二つ目、密集を避けるための避難所の増設、既存の公共施設不足の場合はホテルや旅

館を視野に入れるべきとありますが、これの確保はできるのでありましょうか。津和野

町ではホテル、旅館が閉館や休業が多い中、活用の可能性はあるかどうか。そして車中

泊も視野に入れ、常時、燃料を満タン状態にしておくことの呼びかけも必要ではないで

しょうか。 

 ３番目に、水害に関しては、町が避難を呼びかけても、安全な場所にいれば避難の必

要がないこととあります。自宅２階などへの逃げない垂直避難、危険な場所にいる場合

は早期に逃げ、避難先は安全な親戚や知人の家も選択肢になることの徹底した広報は必

要であります。しかしながら、安全な場所、危険な場所の判断は、各戸または自治会や

町内会組織、消防団、役場、警察、消防署などで、戸別の水害に対する判断となるので

しょうか。 

 ４番目に、ケーブル放送の避難勧告や避難指示などは、ほぼ全戸を指したものであり、

防災ハザードマップの土砂災害警戒区域内の危険な場所の住人の避難を促すなどの放

送に変えるべきではないでしょうか。 

 参考までに、平成２１年８月、津和野町と同じ中山間地の兵庫県佐用町では、夜中の

避難の途中、１９人が犠牲になっております。そして１人は避難しなかったお年寄りの

女性が平家建てであったため、天井まで水が来て亡くなられて、合わせて２０人の方が

犠牲になっておられます。皮肉なことに、避難所に避難せず、自宅の２階に逃げた人は

全員助かっております。ただし、ハザードマップで浸水区域内の平家建ての方は早めの

避難が必要ということは、このことで分かります。 

 ５番目に、平成２４年５月配布の町防災ハザードマップの改訂時期ではないか。洪水

の土砂災害に関する防災情報の５段階レベル及び避難所の備蓄物資の追加、また、防災

ハザードマップには配布年月日が今まで記載されておりません。何枚かありますが、い

つのものか分かりませんが、１枚だけ記録してあるのがあります、私も持っております。 

 以上、５点を質問いたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、２番、米澤議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 災害時の新型コロナウイルス対応避難場所及び避難方法についてでございます。 



 まず、マスクについては、現時点で３万枚程度を確保しております。アルコール消毒

液については、専用のポンプスプレーボトルを含め、品薄の状況にあります。平常時の

価格に比べると、まだ高額ではありますが、ジェルタイプのものなど徐々に流通してき

ておりますので、引き続き確保に努めてまいりたいと考えております。 

 二つ目の御質問でありますけれども、３つの密を避けるためには、避難所内に一定の

スペースを確保する必要があり、想定する受入れ人数を減らさざるを得ず、避難所の不

足が懸念されますが、避難所の増設に当たっては、物資や対応する職員に限りがあるた

め、まずは避難所内のレイアウト等を再検討した上で、避難所の増設やホテルや旅館等

の活用について検討してまいりたいと考えております。 

 また、新型コロナウイルスの影響により、危険な場所でなければ、一時的に車の中で

過ごす車中泊は、分散避難の選択肢の一つとして関心が寄せられています。また、自動

車があれば家族と一緒に迅速に避難できることや、徒歩での移動が困難な方でも避難で

きることなどから、自動車の燃料を準備しておくことは有効な備えの一つと言えます。

一方で、車中での長期の避難生活により、エコノミークラス症候群を招くおそれがある

ことや、移動中に洪水に巻き込まれるおそれがあることなど課題もありますので、今後、

対応を検討してまいりたいと考えております。 

 三つ目の水害に関する避難行動の徹底した広報。安全な場所、危険な場所の判断とい

った御質問でありますが、議員御指摘のとおり、避難所に移動することだけが避難行動

ではありませんので、ＣＡＴＶのテロップ放送やデータ放送、チラシ、町ホームページ

などにより、避難に関する情報の周知に努めてまいりたいと考えております。 

 安全な場所や、危険な場所の判断につきましては、御自宅付近にある川や水路、裏山

など、災害発生時に危険箇所となるおそれがある場所や、防災ハザードマップ等を平時

から確認いただき、大雨による浸水や洪水、土砂災害など発生のおそれがある災害に応

じて各自で御判断いただくことが基本ですが、避難行動等の防災情報の周知に併せ、安

全な場所や危険な場所の判断に関しましても情報発信をしてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、緊急時の避難勧告等の避難情報の発令については、気象情報等の内容に応じて、

できる限り簡潔に発信する必要があり、大字単位を基本に発令しているところです。危

険な場所の住民の避難を促す情報発信については、発信時の表現を工夫するなどの対応

を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、本町の防災ハザードマップにつきましては、平成３１年３月に改訂版を作成し、

同年５月に全戸配布を行ったところです。現時点では、次回の改訂時期は未定ですが、

改訂に当たっては、警戒レベルや基本となる備蓄物資の情報などの記載を検討したいと

考えております。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  再質問に入らせていただきます。 



 まず１番目の避難所の件ですが、一般質問の通告期限の６月１２日を過ぎたときから、

浜田市、雲南市が仕切り板や段ボールベッドの準備の新聞報道がありました。そして、

昨日、９番議員、本日の６番議員の答弁でありましたが、発熱やせきの症状がある方が

出たときは、各避難所に間仕切りを整備するとあります。これもあと関連しますが、発

熱やせきの症状がある方があるなしにかかわらず、３密回避の２メートル四方の仕切り

段ボール、または段ボールベッドの調達は必要と思います。このことについては可能で

しょうか。症状が出た方があってもなくても、この４平方メートルの仕切りは、先ほど

言いましたように浜田市、雲南市では既に準備しておられるようです。 

 この件について、準備というか、調達はいかがお考えでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  避難所における間仕切り、あるいはベッド等の備蓄

の関係ということだろうと思います。 

 間仕切りにつきましては、今回、ああして地方創生臨時交付金の実施計画を、先般、

全協の中で説明させていただいておりますけども、その中の調達物資の一つとして間仕

切りを要望しております。今回も６月補正予算の中で、そういった予算措置を計上させ

ていただいているところであります。 

 それから、ベッドにつきましては、先ほども議員さんのほうから、下関市はマットと

いうふうなこともありましたけども、本町におきましてはマットを備蓄をしているとい

う状況でございまして、今、マットの在庫が５００という状況でございます。これにつ

きましても、今後もこういった物資の調達に力を入れてまいりたいというふうに考えて

いる状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  避難された町民の方、また町民以外の方も避難される

かもしれませんが、安全、安心のために必要と思いますので、努力をしていただきた

いと思います。 

 次に、水害に関して、町が避難を呼びかけても安全な場所にいればという項目ですが、

危険な場所の判断を各自ですることが基本とのことでありますが、お年寄りの家庭も多

く、また、少しこのことは無理があるのではないかと思っております。自主防災組織や

自治会、消防団などと相談し、ハザードマップの土砂災害警戒区域内や浸水区域内など

は危険であるというような指針というか定義といいますか、やはり、そのようなものを

何か示さないと、各自で判断しなさいというのは、ちょっと無理があるのではないかと

思うような気がします。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  水害に関する避難行動というところでの安全な場所、

危険な場所の判断ということだろうと思います。その危険な場所等につきましては、

町のほうで平成３１年３月に防災ハザードマップをいうものを各世帯にお配りさせ

ていただいています。こういったものになりますけども、これを各御家庭に配ってお

りまして、この中に、今議員がおっしゃいました土砂災害の警戒区域、あるいは洪水

時などの浸水想定区域を図面上に落としております。こういったものを参考にしてい

ただきながら、まずは御自分の御自宅の付近にある危険な場所の把握をしていただき

たいというふうに考えております。 

 さらに、今言われましたように自主防災組織、あるいは自治会等の中で、そういった

地域の中で危険箇所の確認等もお願いをさせていただけたらというふうに思っており

ます。 

 加えまして、町としてそういった避難行動に関する情報だとか、気象情報についての

情報発信をしてまいりたいということを考えております。 

 自助・共助・公助の中で、そういった避難行動なり災害対策に取り組んでいくことが

大切ではないかというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  同じ項目での──これは質問になるかどうかですが─

─避難所への物資の提供などは重点的になりそうな気がいたします。２階などへの逃

げない垂直避難をされた方や知人宅、親戚宅へ避難され、または車中泊の方の把握と

物資の提供、保健福祉面の支援も考慮した対策が必要と思います。 

 といいますのも、平成２５年７月の津和野町激甚災害で指定避難所へ避難された方は

物資の提供などを受けておられますが、避難所ではなく自宅避難、つまり鷲原が床上１.

５メートルで被害を受けておりますが、この方たちは地元の炊き出しでいろんな対応を

してきました。ただし、炊き出しの費用は町から出していただいております。しかしな

がら、今後はもっともっと大きな災害になると思います。津和野町で２５年に起きた災

害の３倍も４倍もの雨量が全国で降っておりますので、いつ来てもおかしくありません

が、そのときに、なかなか難しいかもしれませんが、その方たちへの対応も考えていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今、議員おっしゃいますように、これからの避難行

動につきましては、今回の一般質問の中でも答弁させていただいておりますけども、

避難所に避難することだけが避難行動ではないと、議員のほうからも御指摘いただい

ておりますように、垂直避難、あるいは知人、友人宅への避難、車中での避難といっ

たことも考えられます。ただ、なかなかそういった部分を把握するのは難しいという

ふうに考えておりまして、そういった状況の中で、もし、そういった物資面でお困り



になっているような状況がございましたら、ぜひ役場のほうに御連絡いただけたらと

いうふうに考えているところであります。 

 今、なかなか把握することが難しいというふうに考えておりまして、ただ、備蓄物資

については、そういったお困りの場合があれば提供してまいりたいというふうに考えて

おりますので。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  それでは、最後になりますが、令和２年６月１９日、

新型コロナウイルス感染拡大を受けた都道府県をまたぐ移動自粛が全面的に解禁さ

れました。このことにより津和野町にも、観光やビジネスなどで様々なところから来

町をされます。先ほどの６月２１日日曜日、父の日には、多くの観光客が津和野を訪

れておられます。初めての観光バスも入っております。このような状況下において、

いつ感染者が津和野町で発生してもおかしくないと思っております。 

 そして、２０１３年──つまり、平成２５年７月２８日の日曜日ですが、津和野町激

甚災害、名賀川の氾濫が主ですが、死者１人、総雨量、２８日４時から１７時の８時間

雨量３９０ミリ、これはもう、過去、津和野町では最高であります。もちろん全国的に

もほとんど最高でありましたが、この後、日本全国で想定外の集中豪雨が頻発しており

ます。 

 平成３０年７月、西日本豪雨におきましては、総雨量、５日間で、高知県では１,５

１２ミリ、１日に約３００ミリが５日間降り続いたということで、皆さん、まだまだ覚

えておられると思いますが、広島県の土砂崩れ、この災害におきまして死者・安否不明

者が２６７人、広島では１２８人が死者・安否不明者になっております。岡山でも真備

町の浸水におきまして、岡山県では８３人が亡くなられておられます。ということで、

この想定外の集中豪雨が必ず津和野町にも、また再来するのではないかと思っておりま

す。 

 したがって、この避難所の対策につきましては、万全とは、なかなか田舎の町ですの

で難しいかもしれませんが、財源も要ることですが、できる限りの手を打っていただき

たいと思っております。特に間仕切りにつきましては、これは発熱、せきの方が出てか

ら調達するのでは、まず無理だと思っております。早め早めの手を打っていただきたい

と思っております。 

 以上で、質問を終わります。 

○議長（沖田  守君）  最後の答弁は要らんかいね。総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  避難所の運営というところでの御質問ということで

ありまして、答弁の中にも書かせていただいておりますけども、今回はこうして新型

コロナウイルスというところで、避難所の運営の見直しが、なお、されてきていると

こであります。 



 そういった中で、主に避難所の中で、やはりスペースを確保していくと、そのスペー

スを確保するために間仕切り板が必要であろうということも考えております。そのスペ

ースを取るのに１から２メートル間隔で人が集まる場所を確保していくということに

なりますので、それをしていくと避難所の中、収容人数が限られてくるというような状

況になります。そういったのを踏まえながら、今後も避難所の増設や、そういった部分

を検討していきたいというふうに考えておるところでありますし、間仕切りにつきまし

ては、発熱、せき等のある人が出た場合は、なるべく個室を、我々としては準備してい

きたいとは考えておりますけども、ただ、施設的にそういったものが準備できない施設

というのもありますので、そういった部分を想定した中で間仕切り等を設置していきた

いというふうに考えております。 

 先ほど議員言われましたように、出てからでは遅いということでありますが、今回の

６月補正で予算を計上させていただきましたので、お認めいただいた後には、すぐにそ

ういった購入手続に入っていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  以上で質問を終わります。できる限りの安全、安心の

ための準備をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  以上で、２番、米澤宕文君の質問を終わり、これで、今６月

定例会７名の方の一般質問、全てを終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で一般質問を終結し、本日はこの日程全て終了いたしま

したので、本日はこれで散会といたします。大変御苦労でありました。 

午前 11時 41分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続きお出かけをいただきましてあ

りがとうございます。 

 これから、４日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、２番、米澤宕文君、３番、川

田剛君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第６４号 

○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第６４号令和２年度津和野町役場本庁舎（元

日原診療所）改修工事請負契約の締結について、これより質疑に入ります。ありませ

んか。ありませんか。１０番、後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  ３点ほどお伺いしたいと思いますが、本庁舎の一般

競争入札でＡ級指定建設業者が３社で今回の工事を取られておりますが、工事も来年

３月まで９か月間であります。 

 そこでお尋ねをしたいと思いますが、１点目、津和野町の建築工事の現状は、津和野

庁舎の増築棟の改修工事、山村開発センターの解体とか、また、日原保育園の建設、そ

して木部保育園の建設等いろいろあるわけでありますが、これはＡ級特定建設業者の３

社でのローテーションでやっておられるような気がしてならないわけでありますが、Ｂ

級の建設業者でＪＶでも組まれて入札参加の考えはないか、そのことを１点お伺いをし

たいと思います。 

 また、工期内の完成についてでありますが、この工事も今から着工しても９か月の日

程しかありませんが、今、国土交通省の今年度の公共工事の中断要請が７００件も出て

おるようであります。道路とか災害工事は、緊急性の高い工事は、そのまんまやられる

わけで、原則続けるわけでございますが、庁舎等の建築現場は３密が生じやすく、工事

の中断や工期変更を認めると、公共事業に関する国土交通省の新型コロナウイルスに対

する対策でありますが、これに対して大型ゼネコン業者、清水やら鹿島等は７都道府県

での工事は全て中断をされております。また、これが緊急事態が解除されたら再開され



るわけでありますが、工事は相当遅れると予測されているわけでありますが、この現状

を踏まえて、本庁舎の改修工事の進捗をどのように捉えておられるのか、工期内完成が

できるのか、それについてどのようなお考えをされておるかお伺いいたします。 

 ３点目、今、島根県の発表されております建設現場での人身事故が６件発生しておる

わけでございますが、これにより３か月の指名停止処分が２件、１か月の指名停止処分

が３件、２週間の処分が１件、建築工事での転落事故、重機事故と、建設業法の無資格

者を現場の監理技術者として配置していた件が１件、このような県発注工事の状況であ

ります。 

 本庁舎改修工事を受注されました、今回の堀建設株式会社が、これが、県が発注され

ました県営住宅建設現場で作業員の転落事故により２週間の指名停止処分にされたわ

けでありますが、工事請負契約を締結され、信義に従って誠実に履行するものであるわ

けでございますが、安全管理に対する認識の欠如ではないかというふうに私は思います

が、町長は、この事故で資格停止処分になりましたこの建設会社をどのように思ってお

られるのかお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  最初の質問についてお答えをさせていただきます。 

 入札の参加資格の関係ということだろうと思います。今回の本庁舎改修工事の一般競

争入札に係る入札資格についてでございますけども、まず、入札参加形態は、単体また

は特別共同企業体とするということで、単独の事業所と、あるいは特別企業体の事業所、

この二つを参加要件とすることにしております。 

 その中で、単独、いわゆる単体と特別共同企業体の代表の構成員は、建築一式工事に

ついて規定する特別建設業の許可を有するものとするということを規定させていただ

きました。また、共同企業体の構成員は、特定建設業または一般建設業の許可を有する

ものということで資格の要件に定めております。つまり、共同企業体の場合は、代表者

は特定建設業の許可は必要でございますけども、その企業体を構成する事業者につきま

しては、特定建設事業許可と一般建設事業許可、いわゆる一般的に許可をいただいてい

る建設業の許可でありますけども、これを有する事業所ということにしておるとこであ

ります。 

 それから、いわゆる事業所の場所ということでありますが、主たる営業所を益田市、

鹿足郡内、いわゆる益田管内に有する事業所というふうにしております。なお、単体事

業所の場合は、主たる営業所を津和野町内に有するというふうに規定をさせていただき

ました。 

 そして、格付等級、県の格付等級になりますけども、Ａ級、なお、町内に主たる営業

所を有する事業所はＡまたはＢとするということで、Ｂ級もここで認めております。共

同企業体の場合、構成員に資格要件を満たす津和野町内に主たる営業所を有するものを

含めるということでありまして、企業体の場合は、代表者は益田管内で特定建設業許可



を持った事業所ということで規定しておりますが、企業体を構成する構成員については、

町内に営業所を有するＢ級の事業所と、しかも一般建設事業許可を有する事業所という

ことでございます。そうすることでございますので、町内でいいますとＡ級、Ｂ級の資

格を持っておられる事業所が３事業所、３事業者あります。そして、特定建設業は持っ

ていないですけども、Ｂ級の格付を持っておられる事業所が１業者ということで、町内

の事業所の中でいうと４事業者が資格要件を満たしていたという状況でございます。 

 それと、工期内完成ということでございますけども、議員のほうの御質問の中にあり

ました、コロナの関係で工事現場が緊急事態宣言中に３密を避けるとか、そういった状

況の中で工事を中止して工期が延びているという現状があるというふうなことでござ

いました。 

 確かに、国のほうから、そういったコロナ対策ということで現場の取扱い等について

通知が出ております。そういった状況を踏まえまして、今後、これから工事発注、工事

を進めていく中で、工程会議を場面場面で開いていくことになろうかというふうに思っ

ておりますけども、そういう工程会議の中で、そういった安全対策の徹底を指示してい

きたいというふうに考えておるとこでありまして、工期内の完成をまず目指して、工事

のほうは進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  全ての町の発注工事につきまして、請負業者さんには安全管

理というものをお願いをしているわけであります。しかし、残念ながら、先ほど御指

摘をいただいたような事故が、今回の対象の請負業者に起きたということであります。

これに基づいて、県のほうも、この該当業者を指名停止の処分──ちょっと私は期間

は覚えておりませんでしたが、先ほど議員のほうから２週間というお話もあったので、

そのとおりなんだろうと思っております──これに基づいて、町といたしましても、

県と同等の期間、この業者を指名停止処分にしております。で、その処分期間が明け

て、今回、入札もあったというような状況でございますので、業者さんにはこうした

指名停止という、そういう重たい処分を受けた上で、改めてこの安全管理というもの

について見直しをしていただきたいというふうにも思っているところでもあります

し、また、先ほど課長が申し上げましたように工程会議等でも、その都度、安全管理

というものについては徹底をしていきたいと、そのように考えているところでござい

ます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ４点ばかりお伺いいたします。 

 新設道路ということで、新設通路ですか、これが新たに計画をされているようですが、

これの目的といいますか、どういうことでこれを計画されたのか。 



 それから、職員駐車場の関係ですが、駐車場の関係につきましては、玄関前も切り下

げて、非常にいい駐車場を造っていただけると思いますが、職員の駐車場というのはど

のように考えておられるのかということと、それから駐車場が町長室前あるいは応接室

の前も駐車場が計画をされているようですが、よそからいろんな人が、ここは訪れられ

る場所でもあると思うんですよね。できれば、その部屋の前に大型のバンとかが止まっ

とったら、戸を開けてもなかなか外が見れないようなことも出るんじゃないかなと思う

んですけども、町長室と応接室の前の駐車場ぐらいは少しなくすというか、したほうが

いいんじゃないかなというような気がしておりますが、その辺はどうでしょうか。 

 それと、以前、バス停ということであったというふうに思いますが、今度、新しい新

庁舎になって、町民の方が、例えばバスを待つとかそういったときに、遠慮なしに休ん

だり、あるいはトイレに行ったり、そういうことができるのかどうか、その辺ですね。 

 それからもう一つ、周辺の環境整備ということでありますが、今さっき言いました町

長室あるいは応接室のところから見える国道ののりでありますが、ここは今、桜の木と

かツツジが随分植えてあります。でも、桜の木も、もう枯れそうなんですよ。それで非

常に危険なような状況になっております。それから、ツツジ等も植えてありますが、全

然整備されていない、管理がされていないですね。本庁舎になるわけですから、周辺の

整備ということで、これは土木事業所の管理だというふうに思いますので、そこら辺と

協議をしていただいて、ぜひ管理をやっていただくような協議を、ぜひしていただきた

いなというふうに思います。 

 以上ですが。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  最初の御質問であります新設橋についてであります

けども、新設橋につきましては、２階の──１階が副町長室になろうかと思いますけ

ども──その２階の端から、いわゆる国道１８７号線へ向けて鉄骨でそういった橋、

通路を設けていきたいなというふうに考えております。新たに設けるということであ

りますけども、いろんなことを想定した中で、一つの安全対策といいますか、２階か

らそういったところに移動ができるような手段というところの確保のために、こうい

ったものを設けさせていただいております。 

 それと２点目、職員駐車場ということでございますけども、職員駐車場につきまして

は、今現在考えておるのは、今、消防分遣所あるいは警察署があります元石西社跡地に

なりますけども、あの部分を職員駐車場として利用していきたいなというふうに考えて

おります。 

 それと、町長室、応接室のへりの駐車場のところの管理についてでありますけども、

そういった大型バスが止まることがないようなことはしていきたいなというふうに考

えています。ただ、駐車場も台数に限りがありますので、そういったことを見ながら、



そういった部分の利用については、また検討していきたいなというふうに考えておりま

す。 

 それから、国道１８７号線ののりにあります、その管理、桜の木とか、今、生えてお

りますけども、以前も議員のほうから、せっかく庁舎が完成して、その周辺整備につい

てどうなんだというふうな御意見、御指導をいただいております。それに基づきまして

は、既に土木事務所のほうともお話をさせていただいておりまして、あののり面の、ち

ょうど桜が植えてあるところは町有地になるというふうなことでございましたので、そ

ういった部分で、そういった桜の木の管理とかはしていきたいなというふうに考えてい

ます。かなり桜の木も、もう大分古いようでして、そのままにおくのがいいのか、ある

いは切るのがいいのか、いろんな方向性があろうかと思いますので、そういった部分は、

また現場を見ながら検討していきたいなというふうに考えています。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。９番、寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  以前にも少しお尋ねしたと思うんですが、今現在の本

庁舎だと視覚障がいを持たれている方が、点字ブロックというんですか、あれがある

こととかで、とても本庁舎に行くのに楽なのでありがたいという気持ちを持っておら

れたんですが、移転を知られて、あんな遠くになったら、点字もないし、独りじゃ行

けないなという不安を持っておられたんですが、点字とかはまだ計画はないですか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  歩行するのに、点字ブロック……。下の。（発言す

る者あり）ええ、当然その庁舎内の中には設けていきたいとは考えております。（発

言する者あり）はい。今、まだそういう状況でございます。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  先ほどの１点、待合室の関係、お願いします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  以前、議員さんのほうから待合室の利用、バスを待

つときの利用ということで御質問をいただいた経過もございますけども、エントラン

スホールをそういったバスの待合室に使えるように、休みの日でも土曜日は町営バス

運行していると思いますので、そういった部分も、エントランスホールの一部分、要

は、中に入って休めるようなことができるような仕組みにはしていきたいなと考えて

おります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１１番、岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  この件だけではないんですが、このように大きな、

町内業者による入札で落札された場合、町内の業者から、できるだけ町内の下請業者

などを使ってほしいという、そういう声が多々出ております。強制することはできな

いと思うんですが、お願いという形で、いろんな形で、町内の疲弊する経済のことを



考えたときに、そのようなことを、今、お願いという形でもされておるのか、考えて

おられるのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今、議員おっしゃいましたけども、入札の参加資格

の中でも御説明しておりますけども、我々としては町内業者さんを優先をというとこ

ろで、まず考えておるところでございます。そういった考え方の中で、やはり下請業

者さんにつきましても、町内の業者さんを優先的に使っていただきたいということは

お願いをしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第６４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、議案第６４号令和２年度

津和野町役場本庁舎（元日原診療所）改修工事請負契約の締結については、原案のと

おり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第６５号 

○議長（沖田  守君）  日程第３、議案第６５号小型動力ポンプ付普通積載車の取得

について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第６５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６５号小型動力ポ

ンプ付普通積載車の取得については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第６６号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第６６号津和野町職員の特殊勤務手当の支給

に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。いいで

すか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第６６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６６号津和野町職

員の特殊勤務手当の支給に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第６７号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第６７号津和野町固定資産評価審査委員会条

例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第６７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６７号津和野町固

定資産評価審査委員会条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第６８号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第６８号津和野町税条例の一部改正について、

これより質疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第６８号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６８号津和野町税

条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第６９号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第６９号津和野町立保育所等設置及び管理に

関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。８番、三

浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  今回、なぜこれが６月議会に提出されるのか、４月１

日から、これは前もって分かっていることじゃないのかなという気がします。これが、

この６９号に限らず、次に７０、７１号とありますけども、なぜ３月議会にこういっ

たことが出せないのか、何か後出しじゃんけん状態で、もう認めざるを得ない案件で

すよね、これ。そういう手続に関してどうなのか、ちょっとお聞きしたいんですけど

も。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 



○健康福祉課長（土井 泰一君）  まず、６９号につきましては、これまで内容的には

議会のほうにも移管をするということを、民営化するということはお話をさせていた

だいて、ほぼ御了解いただいているかなというところもありました。 

 あわせて、一番大きなことは、今回につきまして、県のほうに日原保育園のほうを─

─日原保育園は保育所ですので、県の認可になります。町のほうが３月で廃止をすると

いうこと、それから清流会が４月１日から運営を開始するということ、このことの認可

申請と廃止の届けをしておりましたが、３月議会の議会提案をするまでに、それが間に

合わなかったということで、一応、県の認可でありますので、小規模保育事業所でした

ら町の認可になりますので、町の方針的にはある程度見えてくるところがあるんですが、

県の認可ということでありますので、県知事の許可をちゃんと確認をしてから議会へ出

すというような考えがあったところであります。 

 それからあと、ほかに議員がおっしゃられるのは、恐らく放課後児童クラブの定数の

問題とかもあるかと思いますが、木部小学校へ木部保育園から場所が移ったということ

であります。これにつきましては、場所が移ったことにつきましては、確かに３月議会

で出せなかったかと言われますと、出せたかもしれませんが、あわせて今年、つわのっ

こクラブの人数が同時に改正をさせていただいておりますが、１年生が２８人中２０人

ぐらい申込みがあったりした関係で、その確定が、１年生でしたので、３月になって、

その辺の人数の確定が出たというところがありました。その人数によっては、児クラの

定数を変更しないといけないというようなこともありましたので、木部のことと、２回

に分けて、それは出せばよかったかもしれませんが、同時に、併せて今回出させていた

だいたというようなことであります。 

○議長（沖田  守君）  ８番、三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  今後、こういう件に限らず、３月議会は補正も２回あ

るし、それだけの期間を設けてあるんで、なるべく年度内で出していただきたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第６９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第６９号津和野町立

保育所等設置及び管理に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第７０号 

○議長（沖田  守君）  日程第８、議案第７０号津和野町家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、これより質疑に入ります。あ

りませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７０号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７０号津和野町家

庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正については、原

案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第７１号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、議案第７１号津和野町放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、これより質疑に入りま

す。ありませんか。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  今回、資格を取りに行かれるのが３年間延びても大丈

夫ということになったんですが、今現在、どのような状況になっているのか、分かれ

ば。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  今、支援員の資格を持っておられる方は、今ちょっ

とはっきりした数字は持っていないんですけれども、シダックスの関係に委託をして



いる４事業所のほうでは５人程度だったと思います。それから、畑迫のほうに委託を

しておる事業所のほうが２人か３人だったと思われます。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７１号津和野町放

課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい

ては、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第７２号 

○議長（沖田  守君）  日程第１０、議案第７２号津和野町放課後児童クラブ設置及

び管理運営に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありません

か。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  つわのっこクラブについてお尋ねします。人数の増員

に合わせて施設の対応は、それと対応される保育士さんの対応についてお尋ねいたし

ます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  つわのっこクラブのほうです。６月１日時点で、今

５０名ということでなっております。それで、施設につきましては、これまでの教室

と、今、子供の数が多くなりましたので、ランチルーム、こちらを学校のほうに話を

させていただいて利用させていただいているというような状況であります。 

 すみません、職員の人数、今はっきりとは覚えていないんですが、支援員を持ってお

る職員が、つわのっこでいいますと２人ぐらいだったと思います。それから、その他─

─、まだ支援員の資格は持っていないですが、手伝っていただいている職員さんは結構

多くて、五、六人おられます。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７２号津和野町放

課後児童クラブ設置及び管理運営に関する条例の一部改正については、原案のとおり

可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第７３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１１、議案第７３号津和野町後期高齢者医療に関する

条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７３号津和野町後

期高齢者医療に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第７４号 

○議長（沖田  守君）  日程第１２、議案第７４号津和野町国民健康保険条例の一部

改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  改正される附則のところに、６番の数字がついている

ところの、給与と賞与の支払いを受けている被保険者が療養のためということなので、



例えば個人事業をされている方で雇い主になっている、雇われているんじゃなくて、

雇い主になっている方は、この範囲に入れてもらえない、傷病手当金をいただける範

囲には入れてもらえないということになるのかなというのが一つと、それから一番最

後の１１番に、前項の規定により町が支給した金額は当該被保険者を使用する事業所

の事業主から徴収するという項目があるんですが、お金の流れとしては、事業主さん

から最後にはもらうということになるんですが、その事業主さんは国の制度でお金が

入ってくるということなのでこうなっているのかな、その辺のお金の流れのことを教

えていただけたらなと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  これは町が独自で定めている規定ではありませんの

で、全国の市町村、同じ規定になっていると思います。 

 今、議員言われますように、国保の条例ではありますけれども、給与等の──いわゆ

る給料をもらっている方がコロナにかかったり、それで就業ができなくなって給料がも

らえなくなったということに対しての補償ということになっております。恐らく、今、

議員言われますように、この事業主の方につきましては、その他の持続化給付金だとか

そういうもので補填をされるということで考えたらいいんではないかと思います。 

 そういうものがあるということで、最後１１項のところに書いてありますように、最

終的には、町としましては一旦お支払いはしますが、そのことは事業主さんからきちん

と、雇用主が雇用している方に支払うべきものであるという考えの中で、いただくとい

うことになっております。 

○議長（沖田  守君）  いいですね。９番、寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  全国の中では少数派なんですが、雇用主さんのほうに

も傷病手当金を対象としてされるところも幾つか出てきているので、これからちょっ

と研究をしていただけたらなと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  私の認識では、そういうところがあるというのを知

りませんでしたので、また検討させていただけたらと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第７４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７４号津和野町国

民健康保険条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第７５号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第７５号津和野町国民健康保険税条例の一

部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７５号津和野町国

民健康保険税条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第７６号 

○議長（沖田  守君）  日程第１４、議案第７６号津和野町介護保険条例の一部改正

について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 



〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７６号津和野町介

護保険条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第７７号 

○議長（沖田  守君）  日程第１５、議案第７７号津和野町医療従事者住宅の設置及

び管理に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７７号津和野町医

療従事者住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第７８号 

○議長（沖田  守君）  日程第１６、議案第７８号津和野町消防団員等公務災害補償

条例の一部改正について、これより質疑に入ります。ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第７８号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 



○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７８号津和野町消

防団員等公務災害補償条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

 ここで９時５５分まで１０分間ほど休憩したいと思います。 

午前９時 45分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時 52分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、会議を始めたいと思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第７９号 

○議長（沖田  守君）  日程第１７、議案第７９号令和２年度津和野町一般会計補正

予算（第３号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ２３ページの上の過疎地域等集落ネットワーク圏形成

支援事業補助金、これ畑迫の、この２,０００万の大体どういうことをするのかと。 

 それから、６１ページ、これもちょっと漠然としているんですが、一番下の段、日原

の賑わい創出推進協議会補助金、これも２,０００万、これは国庫から出ているみたい

で、地方創生関係かもわかりませんが、漠然とちょっとしているんで、ここら辺どうい

うことに使われるのかなと、ちょっと説明してほしいなと思うんですけど。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  最初の２３ページの２,０００万の件でご

ざいますが、これは、事業名は議員おっしゃるように過疎地域等集落ネットワーク圏

形成支援事業でございます。 

 事業実施主体は、畑迫まちづくり委員会になりまして、補助率は国の１０分の１０で

ございます。事業内容に関しましては、旧畑迫病院の糧の活用、畑迫地区の魅力発信、

ウォーキングイベント、クリ園オーナー制度等の推進でございます。 

 ２番目に遊休施設の活用としまして、地域の空き家を改修しまして、宿泊交流、加工

拠点として整備をいたします。 

 ３点目として、ＩｏＴ、ＩＣＴ技術を利用した地域医療の機能強化としまして、旧農

協施設を活用しまして、遠隔医療の実証実験等を行う予定となっております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  商工観光課の事業、日原賑わい創出推進協議会に対

する補助２,０００万につきましても、先ほどつわの暮らし推進課長が申し上げまし

た事業とまったく同様の財源でございまして、賑わい推進協議会が事業主体となりま

す。補助率は１０分の１０です。 

 まず、事業の内容としましては、まちづくり人材の育成広域連携事業という形で、よ

りにぎわいを創っていこうという中で、そういったにぎわいを創るための様々なイベン



トや講座というようなものを、講師を雇った上で行っていくと。また、そこのスタッフ

の教育等についても、人材育成についても対応していくというものがございます。 

 次に、体験型観光の推進による交流関係人口の拡大ということで、これは昨日の一般

質問でも、丁議員さんの質問の中にもありましたが、今回、体験プログラムというもの

が、かなり一つテーマとしております。その一環として、にぎわいの中でも高津川を使

った体験プログラム等、漁協の日原支部とも良好な関係できておりますので、そのあた

りとも連携したような形での体験プログラムを創ってモニターツアー等を行っていき

たいということです。 

 次に、道の駅を活用した地域ブランドの発信ということで、道の駅とにぎわいの拠点

かわべとをつなぐという中で、道の駅での高津川流域としての商品発掘といった形の、

高津川流域のブランドといった形での売り出しができないかというようなことも考え

ております。 

 次に、広域間の施策地域間連携の推進ということで、コーディネーターを置いた上で

の連携事業を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ２７ページ、コロナウイルス感染症対策新商品試作開

発とは、どのようなものなのかと。 

 それから、あとは６５ページ、高質空間形成施設整備事業が何でトイレに関係がある

のか、ちょっとわかりません。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  まず、御質問のございました新商品試作開発事業補

助金につきましては、さきの臨時議会のほうで一応御説明をさせていただいたところ

ではございますが、今回、予算を地方創生系でまとめるという形になりましたので、

国からということになって、こちらに計上されております。これにつきましては、食

品を新しい津和野ブランドの商品、なかなか新しいものが出てこないような状況がご

ざいます。そういった中で、芋煮の、三大芋煮セットとかいうことも一つのテーマに

なっておりますが、レトルトの製造機を今回整備するというものと、ＣＡＳを使った

長期保存、またより良質な保存をするというようなテーマを入れながら、その他も含

めますが、ある程度の一定の保存が効く商品等、今後ネット販売等の需要が高まって

くると思われますので、そういった場合に新商品を開発する場合につきましては、１

件２０万まで企画を練っていただいた段階で助成をしていこうというとこでござい

ます。 

 一定程度の人件費とか、水道光熱費については、ある程度一定額は最初の時点で見込

んだ上で、実績を基に精査をして最終的に生産をしていただくというような形で、より

使いやすい制度を目指しております。これを使った上で、さらに本格的になれば、県と



また同様に今回、一緒に入れておりますが、商業サービス業感染症対応支援事業補助金、

こちらのほうで５分の４補助を取って本格的な商品化に進んでいただくというような

ことも可能ということになっております。 

 それから、高品質形成施設整備事業でございますが、なかなか確かに、よくイメージ

的に持ちにくい名前とはなっておりますが、これがトイレ関係ということになります。

駅の展望台もついて、トイレ関係ということになりますが、こればかりは、国の事業と

分類の中で分類をされておりますので、その中で、より高品質な空間を造るという部分

で、より多目的の、より良いトイレを造るという部分でこれに当てはまるという中で、

国の事業的な分類の中で、これを利用しておるということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君、１１番。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ５６、５７ページの林業振興費のところの委託料、

急傾斜地の調査に関する資料作成業務委託料と、その下、原木・チップヤード建設地

測量調査業務委託料、これは３月議会等でもう既に計上されていなければならないも

のではなかったのかとも思われますけれども、この内容についてお尋ねしたいと思い

ます。 

 そしてもう一つ、その下の借上料７２万でありますけれども、この算出根拠がどのよ

うに出されたのか、またその土地の所有者は何名なのか、その点についてお聞きをした

いと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  今回、バイオマスの御質問が出たということでありまして、

前回全員協議会議題を予定しておりまして、今回、そのときに、ちょっとまだ準備が

十分できなかったということで議題から取り下げさせていただいて、６月の定例議会

で全協お願いするということで申しておりましたけれども、今回、県の補助金も確定

して、そこの調整という予算も出てきておりますし、先ほど御指摘いただいた歳出の

予算も出てくるということで、議案のほうで御審議をいただこうということで、全員

協議会のほうは議長にもお願いをして議題としては取り上げないということにさせ

ていただいておりますので、そのことだけ最初に私のほうから訂正をさせていただき

たいというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  ただいまの御質問についてお答えをいたします。 

 まず最初に、急傾斜地の調査に関する資料作成ということでありますが、これにつき

ましては、当初の国のほうへの計画段階のものの中に含まれていなかったものが、これ

から発生したということで、今、県のほうと測量の設計をしていく際の中で、この二つ

につきまして、その下の部分につきましても、地質の調査等が出てくるということが、



必要だということが県との協議の中で出てまいりましたので、これらのところにつきま

してを、６月の補正のところで計上させていただきたいという形になります。 

 急傾斜地の関係につきましては、あそこの建設予定地が崖地に当たりますので、崖地

のところの建設要件をどのように満たしているかということが示す必要がありますよ

ということを、指摘を受けました。それから、その下のところの測量設計につきまして

も基準点等を打つということが、測量の前のところで必要になってくるということも分

かってまいりましたので、これまでのところで含まれていなかったという状況になって

おりますので、このところの２点を入れさせていただいております。 

 それから、続きまして、使用料の関係の根拠についてでありますが、これにつきまし

ては開発予定地が約８,０００平米でありますが、今年度につきましては、町が借上げ

をいたしまして、森林環境譲与税を活用した形でお支払いをしたいという形で、今、考

えております。来年度以降につきましては、こちらのほうの土地が整備されまして、と

いう形になりますので事業体が入る予定になってまいりますので、事業体のほうで町の

ほうに支払いをしていただいて、町を通して持ち主さんにお支払いをしたいという形で、

今、考えております。 

 この根拠でありますが、益田市等で現在借りているような状況のものを、調査をしま

して、この金額を８万円というふうな形で出しておるという状況であります。それから、

土地の持ち主さんでありますが、お二方おられまして、現在、契約のほうに向けて進め

ておるという状況になっております。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ということは、８,０００平米で７２万ということ

は、１平米が９０円、大体これは路線価格等から算出されたんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  路線価という形というものよりか、そこのこれから先、

経営をされていかれる事業体のほうと打ち合わせを行いまして、そこのところで金額

を算出させていただいたという形になります。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  ということは、業者のほうからこの金額で借りたい

という申出があって、その金額にしたということでいいんですか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  業者のほうと打ち合わせをしまして、発電所の業者さん

の形で打ち合わせをいたしまして、この金額という形になったのと、それから直接土

地の所有者さんのほうにも提示をしまして、この金額での折り合いがついておるとい

う状況になっております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１０番、後山君。 



○議員（１０番 後山 幸次君）  ２５ページの総務費の津和野城山整備事業費でお尋

ねをしたいんですが、これはこの前、全協で碑の建立の図面をいただいた分であろう

というふうに思うんですが、寄附行為の分でありますね。 

 町長にお尋ねしますが、この津和野城跡整備に対して、株式会社リログループの創業

者であります佐々田会長より、津和野町に対する強い郷愁の念に鑑み、７億５,０００

万という高額な寄附をされたわけでございますが、津和野町へこういうふうに貢献され

たわけでございますが、この功績に対しまして名誉町民としての称号を贈り、碑文にさ

れ後世に伝えることが望ましいのではないかというふうに私は思うんですが、そういっ

たことが町民の総意と思われ、また感謝の意と私は思っておりますが、一般町民であれ

ばそんなことはできるわけはありませんので、こういった方に対して名誉町民という称

号を与えて、それであそこへリフトのとこですか、その碑を建てられるというふうがい

いんじゃないかというふうに思っておりますが、町長どのようにお考えか、お聞かせい

ただきたい。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  こうして多額の御寄付をいただいての事業でありますので、

そうした御恩には報いていかなければならないという気持ち、重々に持っているとこ

ろであります。 

 今回、記念碑の建立もその一つということであります。名誉町民というのは、今まで

検討したことがございませんでしたので、今回こうして議員のほうからも御提案をいた

だいたということも踏まえて、また御本人の御意向というのもあるかと思っております

から、そういうことはいろいろ内々で調整しながら、そういうことがすることができる

かどうか、また今後の検討課題とさせていただければというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ３点ほどお聞きします。 

 ２１ページの公共施設等個別施設計画策定業務委託料、ちょっとこの内容をお願いし

ます。 

 それから、６３ページの委託料でシェアリングエコノミー活用推進事業委託料、これ

がありますけども、これのちょっと内容ですね。 

 それから、８３ページの工事請負費の関係です。作業道の復旧ということと思います

が、文化庁あるいは県との協議がどういうふうななっているのか、この工事の概要につ

いてお聞きをしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  ２１ページの公共施設等個別施設計画策定業務委託

料ということで、２４２万円ほどの予算を計上させていただいております。これにつ

きましては、平成２８年度に津和野町の公共施設総合管理計画を策定しております。



その中で、町有施設について今後どういった管理の方向を示していくかということで、

大まかな方針をその計画の中で示させていただいております。 

 その方針に基づきまして、今後は個別施設計画ということでありますので、各施設ご

とにその施設のあり方、統廃合するのか、改修するのか、交渉していく等ですね、そう

いった方向性をさらに決めていった中で整備計画をしていくという内容のものでござ

います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  ６３ページの委託料。シェアリングエコノミー活用

推進事業委託料でございますが、これは総務省の補助事業を受けまして、津和野町と

しまして長期滞在型の旅行モデル推進事業というものを、今回、計画し申請をしたい

というとこでございます。 

 補助率につきましては、１０分の１０でございます。 

 目的としましては、空き家等の利活用を行い、町事業者と連携した体験プログラムを

コーディネートすることでインバウンド旅行者や国内旅行者の中でも長期滞在者、ワー

ケーションという言葉がございます。田舎に来て、こういうテレワークとか、このコロ

ナの関係で出てきた関係もございますが、要は田舎に滞在しながら、そういう自然とか

も楽しみながら仕事もできるというような切り口も踏まえつつ、地域経済の再生を図り

たいということで、事業主体としては町が事業主体にはなりますが、観光協会やファウ

ンディングベースあたりとも連携をして、空き家を活用するという視点で、今、一つゲ

ストハウスを造りたいというところが進んでおりますので、そういった部分や、先ほど

つわの暮らし推進課のほうもございました畑迫地区の計画が上がっている物件、また、

日原のかわべとか、そういったものも連携しながら、全国的にそういった空き家を滞在

するというような切り口で、宿泊プラットホームということで、そういうアプリを運用

されておられる会社、アドレスというような会社があるということもお聞きしておりま

す。 

 そういった全国展開しているところとも連携しながら、津和野に長い時間滞在いただ

いて、先ほどから申し上げております、その体験プログラムというものを充実させて、

より長くおっていただきたい。 

 また、今後、個人旅行というものが伸びてくるというふうに想定もされますので、そ

ういった部分で、そういったニーズに応えていきたいということで計画をさせていただ

いておるというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  城山の作業路の復旧工事につきましてですが、文化庁の

ほうと復旧の方針を協議をしました結果、毀損前の地形を推定して復旧することとい

うことと、ただ、復旧後に崩落や流出はしないように安全対策は取れということと、

復旧に際しては遺構や地形を新たに損壊することがないようにすることということ



と、損壊した遺構２か所、曲輪の遺構が壊れたところがございますが、その損壊した

遺構につきましては、遺構の原状を推定して復旧するようにということと、盛土によ

り埋められた旧道、三本松の曲輪から喜時雨に下りる旧道がございましたが、一部、

埋まった状態になっておりますので、この部分につきましては土を取り除いて、元の

その道を出すようにと、使えるようにということであります。 

 あと、復旧後の地表面については、現地の植生が回復するように配慮をしなさいとい

うこと、それから可能な限りにおいて現地発生の礫と土を使ってくださいということを

文化庁のほうと協議をしておりまして、それを基に今回、修復するわけですけども、御

存じのとおり、現地がかなり急峻な斜面になっておりますので、今、元の形に戻すと、

また雨などで、今度は二次災害的に土砂の流出が起こる可能性もあるということで、戻

すに当たりましては、最大でも１割の勾配で戻すということで考えております。基本的

には、終点側から修復をしながら戻っていくということで、途中にあります曲輪の遺構

については、そこについては現況どおり復旧をして、また、始点のほうに向いて、だん

だん戻りながら修復をしていくという形になろうかと思います。 

 今回、元の形に戻すということにはなりませんので、今回の工事に合わせまして盛土

の上部を約１メートルぐらいになろうかと思いますけども、今後の管理にも使えるよう

にということで、歩道の形として残して修復をするということを基本に考えております。 

○議長（沖田  守君）  １番、草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  今の関係ですが、１メートルぐらいの歩道は残すとい

うことです。 

 随分、立木等が切ったのがのりの下にありましたが、そういったものは全部搬出をさ

れるのか、あと、これ、後の工事については、どこが担当課としてやられるのか、その

辺をお聞かせください。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  伐採木の話をしませんでしたけど、今、常に伐採してあ

ります伐採木につきましては、基本的には復旧工事に先立って搬出をするということ

になっております。 

 あと、今、見える部分はそれである程度対応ができるんですが、実際の状況、下の部

分の状況というのはがちょっと分かりませんので、土を戻す中で出てきたものにつきま

しては、その都度検討の余地はあるかと思いますけども、例えば現地に積み置きをして

土留めとして使うとか、そういった形になろうかと思います。 

 それから、先ほど言い忘れましたが、今回、測量段階で雨が降ったことがございまし

て、そのときに、一か所、かなり水が出るところがございましたので、その部分は、も

う事前に分かりましたので、その部分につきましては排水管を事前に布設をするという

ふうに考えております。 



 あと、谷部分になっているところで水を集めそうなところについては、下部、中のほ

うにふとんかごを入れて排水のほうは考えて、土砂の流出がないようにというふうに考

えております。 

 で、工事につきましては、今回も文化財保護費のほうにつけておりますけども、教育

委員会のほうで施工管理のほうはしていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  ページ数の新しいほうから４点ばかりお伺いしたいと

思いますが、最初に２０ページの財産管理費の津和野庁舎の増築棟の実施設計の設計

委託料が１,０４２万４,０００円。これについての、その実施設計に関わる仕様書と

いうか、これまでの説明で後ろの何と何を壊して、更地にした後に建てるよと、その

建てる分は二階建てにするんだよというような話もおもむろありますが、その辺につ

いて、今回、設計委託に対する仕様というものがどのような形で出されているのかを

お聞かせいただきたい。 

 ２２ページの定住対策の関係で補助金が１,２００万出ていますが、これは補助金と

して計上してありますが、これは県の島根定住推進整備支援の関係の県の補助金が１,

０２６万５,０００円出たものが、この補助金１,２００万に充当するのか。その際、そ

の県の支出金は９００万、あと一般財源が３００何万になっていますが、この辺が、こ

れじゃないのか、これなのか、その辺について少しお聞かせをいただきたい。 

 そして、これは野口の医療住宅の３件のうちのもう１件という、これに充当するのか

ということもお聞かせをいただきたい。それが２２ですね。 

 それと、５７ページで、先ほど同僚議員からバイオマスの発電の関係がありましたが、

これについて予算と関連しておりますので許されるかもしれませんが、発電事業会社の

設立が６月末をめどに進められるように聞いておりますが、この辺についての進捗状況

をお聞かせいただきたいと思います。 

 最後に、６１ページの商工観光課の日原にぎわい創出という関係の予算ですが、昨年

も、たしか、この時期に１,７９９万ばかりの予算を手を挙げて取られまして、今年、

また２,０００万取られた。去年どれだけのものがあって、これがどれだけの目標値、

ＫＰＴとか何か言いますが、その辺の目標値に対して、どこまで１年目が進んで、さら

に今年も２年目として事業を申請して採択されたか。これは、また次年度も手を挙げれ

ばもらえるものなのか、やり方によってはもらえるものなのかどうか。その辺について

は、今回、畑迫地区でも、商工観光課とは関係ない部署で出ていますが、スタート時点

から、これからやっていこうとする中で、どうしても次年度、３年度、やりたいことは

ようけあるんですが、やはり固定費というものもかかってくるし、その辺についての─

─２年目２,０００万ももらえるという、その辺の仕組みについて、ちょっとお伺いし

たいと思います。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  ２１ページの設計監理業務委託料１,０４２万４,０

００円予算計上させていただいております。これにつきましては、議員おっしゃいま

したように津和野庁舎の増築棟ということで、その設計業務になります。以前から、

津和野庁舎につきましては、現在の執務室が面積不足があるということで基本構想で

まとめさせていただいておりますけども、そういった部分を踏まえての増築棟の建設

ということになります。 

 議員おっしゃいましたように、今、仕様といいますか考えておりますのは、今の職員

寮、そして駐車場がそのへりにありますけども、その部分を解体して、そこにこの増築

棟を建設していきたいと、二階建てで建てていきたいというふうに考えております。 

 今後、埋蔵文化財等の調査等もしていく必要があろうかと思いますので、教育委員会

等と御相談をさせていただきながら、設計業務のほうをつくり上げていきたいというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  ２点目の２３ページの１,２００万につい

てでありますが、これは津和野町空家再生事業といいまして、津和野町の空き家情報

バンクに登録した物件において、住宅機能向上のために行う修繕等に要する経費の補

助となります。実施年度は、今年度から令和４年度の３か年を予定しております。 

 議員おっしゃるように、県の事業名は、しまね定住推進住宅整備支援事業でございま

して、町の補助率は５分の４を予定しています。ですから、事業費の上限は５００万で

予定しています。なので、５００万の修繕費に対して、町が４００万を補助するという

内容でございまして、その４００万のうちの４分の３が県の補助でございます。それが、

先ほど申しましたしまね定住推進住宅整備支援事業でございます。 

 で、入居者の資格者は原則ＵＩターンの方々ということで今回計上させていただいて

おります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（桑原 正勝君）  ただいま御質問いただきましたバイオマスの発電所の関

係の新たな会社の立ち上げの件でありますが、本年度になりまして立ち上げの準備を

進めていくという計画ではありましたが、ああして新型コロナウイルスの感染症の拡

大がありまして、東京のほうの会社のほうが、なかなかこちらのほうに出向いてきて

ということが今、かなっておりません。で、発電所の関係の会社のほうからも連絡を

取っておりますが、今、移動が可能になってきておりますので、様子を見ながら、近々、

打合わせをしたいというふうな形ではきております。 

 で、これまで、平成２５年から、町のほうでは協議会を立ち上げまして、地元の事業

体、木を集めていただける事業体等にも呼びかけをいたしまして協議会を進めてまいっ



ておりますので、その中では、この新たな発電所の会社が立ち上がる際には、その中に

参画をしていただけるかどうかというようなところは、これまで確認でお話は申し上げ

ておりますが、正式には、この後、東京のほうから会社のほうが来られまして、打合わ

せを行ってという形での段階を踏んでいくという形になっております。 

 発電が令和４年の４月からという予定でありますので、木材を集めたりということに

なりますと、来年度になりまして、どのぐらいの必要量を確保しておけばいいかという

ようなことが起こってこようかと思いますが、それまでのところで、会社のほうとで木

材を供給していただける会社、地元の会社とも協定を結ぶというような形になろうかと

思っておりますので、それの準備を今、進めていくという状況になっております。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  議員御指摘のとおり、昨年度も同様に、この２,０

００万という事業、同様なものを取らさせていただいております。 

 これにつきましては、かわべのオープニング等に関係するイベントやその関連の施設

の備品等について、かなりの部分、この中で準備をさせていただいたり、あと、道の駅

シルクウェイでのバーベキューイベント等も、この中を利用させていただきました。 

 また、高津川について、東京大学と連携して、その川辺の有効利用というような形で、

どうしても土砂が堆積するというような部分について、どういう原因かというような調

査研究もこの中でやった上で、今回、道の駅の前のステージがございますが、あの周り

の河床掘削も若干この中でやらさせていただいておるというようなことでございます。 

 それと、イベントとしては、かわべのオープニング関連イベントもこの中でやった中

で、特にミズベリングという、７月７日に全国的に統一して、水辺の活用を祝って、ま

た水辺に親しもうというようなことを──今後も何とか継続できればと思っているん

ですが──そういった中でもこれを使わせていただいて、高津川というものが全国的な

ホームページがございますんですが、その中にもバナーができて登録をされたというよ

うなこともきっかけにこれが始まっておるというとこでございまして。昨年は割と準備

的なことが主にやっておりまして、今年度はそういったことも生かしながら、総務省の

ほうからも市民大学というようなものも人材育成の中で予定をしているんですが、ここ

らあたりもほかの指針にもなることなので力を入れてちゃんとやってほしいというよ

うなこともございます。 

 そういったところも踏まえて、いろいろ実行していく頃ではあるんですが、いかんせ

ん、このコロナの問題がございまして、人を集めにくいところで、本当どうしようかと

いうとこも多少あるところでございます。そういう部分では、今後、より有効に利用で

きるように頑張ってもらいたい。 

 ただ、議員御指摘の３年目が取れるかどうかということについては、今の段階では、

私もちょっと答弁しかねるかなというところでございます。一応、２年ぐらいが切りか

なというところでは思っているところでございます。 



 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  先ほどの順番から言いまして、津和野庁舎の増築棟の

場合の──今の農林課の上は、あれが電算センターでしたかいね。じゃけえ、電算セ

ンターちゃ、何かＣＡＴＶの関係のあれがあるところは、いずれにしても環境生活課

が入っているところは壊さない。今の職員寮と、その隣にある自転車置場ぐらいを一

応撤去して更地とする、そのスペースに建てられる程度のものを建てるということで

すか、そのことと。 

 それから次は、今の２２ページの関係の分については、結果的にしまね定住推進のあ

の１,０２６万５,０００円というのは、今後３年間、空家対策で使うための補助金とし

て今年頂いて、来年、再来年、３年間で、この１,２００万ですか、補助金を使えばえ

えわという話なんでしょうか、その辺ちょっと。医療住宅の改修費は別個に、そいじゃ

あ組んであるということで結構ですね。 

 それから、あとは分かりました。それだけで結構でございます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今、議員おっしゃいましたように、庁舎裏の職員寮、

その横に鉄骨で造った車庫があると思いますが、その部分を解体して、そこに建てて

いきたいと、増築棟を建設していきたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  この１,２００万に関しては、今年度の事

業費というふうにお考えください。（「今年度」と呼ぶ者あり）はい。来年度以降は、

また新たにこの予算規模で、また計上する予定でございます。 

 それから、野口の、議員おっしゃった住宅に関しては、しまね定住住宅推進、この事

業は使いますが、この事業とかぶってやりよるわけじゃございません。（「それは、ど

の予算になりますか」と呼ぶ者あり）それは、当初予算のほうで。（「当初予算のほう」

と呼ぶ者あり）はい。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。２番、米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ２５ページの津和野城山整備事業費でありますが、記

念碑の除幕式の予定、これは整備の進捗状況にもよると思いますが、大体の予定とい

うのは決めておられますか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（益井 仁志君）  城山整備の記念碑のことでございますが、まだ今から発

注して、当然、設置をするわけでございます。それと、まだ時期がいつ頃になるかと

いうのは分かりませんが、またそんなことも考えていきたいなというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。１０番、後山君。 



○議員（１０番 後山 幸次君）  もう一回、８３ページの文化財で城山のことをお聞

きしたいんですが。復旧方法について、もうちょっと説明いただきたいんですが。の

り面、相当高いところから切っておられますね。そのまんま、あれをおかれるのか。

あれは植栽土のうか何かを盛って──今、五分ぐらいの勾配で切っとると思うんです

よ。それは、そのまんまおかれるんか。あれだけ高いものをそのまんまさらしでおく

んか。植栽土のうか何かで復旧される計画が、この中に入っておるのか。盛土にしま

しても、よそからつい盛土を持ってくるというわけにはいかんと思うんですが、あそ

この土質が違いますんで、それは文化庁は認めてくれとるんですか。そこんところを、

もう一回。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  先ほども言いましたように、かなり急峻な斜面になって

おりますので、のり面も当然、かなり高さがある場所もございます。ただ、復旧につ

きましては、安全性を考慮して最大で１割ということになりますので、当然、切り取

った上部まで盛土で戻るということにはなりません。その部分につきましては、場所

にもよりますけど、必要に応じて外から、例えば種子の吹きつけはちょっとできない

ですので、現地の植生を回復しろということもございますので、外から、よく道路工

事なんかでののり面の吹きつけというようなことはちょっとできませんけども、現状

の形で植生の回復を待つという形になろうかと思います。 

○議長（沖田  守君）  １０番、後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  吹きつけは、当然できんわけですが、あんなとこへ

持っていくわけにいきませんが。植栽土のうというのがあるんですよ、種苗が入った

土のうが。そういうもんで、高所とか機械が行かんとこは、そういうなんで大体復旧

するんが建前なんですが、そういう候補もあるんで、ひとつそこも検討していただき

たいと思いますが、もう一点ほどお聞きいたします。 

 この破損問題で、町長、三役が責任を取って給料の減額をされました。これについて、

担当課である農林課、教育委員会の職員はどのような処分をされるのか。このまんま何

にもなく終わられるのか、その点はどうなんでしょうか。そして、この事業を直接やら

れました業者に対して、これは何のペナルティーもないのか。全面的に役場のほうが悪

いということで、業者には何らペナルティーは科さないということなんであるか、そこ

のところを、もう一回聞かせていただきたいです。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  担当職員等への処分ということにつきましては、これまでも、

私、副町長、それから教育長、総務財政課長等で構成します懲罰委員会を開催してき

ておりまして、何度も委員会を繰り返して、そして担当職員も個別にその委員会に呼

んで、そして事情経過、そういうものを聞きながら、どういうところに原因があった

のか、そういう部分を、もう数か月にわたってやってきているという状況でございま



す。ほぼ、いろんな状況の調書はできておりますので、私どもの気持ちとしましては、

今日こうして予算を認めていただけましたら、そして、その後にいま一度この懲罰委

員会を開催をして、最終的に担当職員についても処分というものを決定していきたい

とそういうふうに考えております。ですので、できれば今月中ぐらいのところでは開

催をして処分を下していきたいというふうに思っているところでございます。 

 それから、今回、業者のほうでございますけれども、やはり根本として町の管理で大

きなミスがあったということでありまして、その業者に対しての発注をミスのまま行っ

てしまっているというような状況でございますから、業者に対して何らかの処罰という

ものを示していくということはならないというふうに思っておりました。あくまでも、

町の責任として、今回のこの事業については完結をしていくというふうに考えていると

こでございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  先ほどの切土部分につきましては、特殊配合の種子なし

のものをつけて植生を回復するということになっております。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。ほかにありますか。８番、三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  １点ですけども、６３ページの景観対策費の中の負担

金補助及び交付金、この景観対策事業補助金の１７４万３,０００円、これについて、

ちょっと説明いただきたいなと思います。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（藤山  宏君）  これにつきましては地倉沼でございますが、地倉沼

のほうに木道がございます。ぐるっと、要は地倉沼の周りを回遊できる木道があるん

ですが、これにつきましては、雨が降ったらある程度浸りながら、雨がやめば、また

出てくると、現れるというような形のものでございます。 

 これにつきまして、地元が以前、農林系の補助事業を取って独自に造られた木道でご

ざいまして、当初、県と協力しながら自然公園内の設備ということで更新を──かなり

老朽化しておりますので──ということで進めてまいる予定だったんですが、これはや

っぱり地元が造られたということで、県の資産でないということになりましたので、も

う既に一部直しをしております。今後、残りの３分の２程度なんですが、今回併せてや

らさせていただきたいと。実際に私も先日、出来上がったのを歩いてみたんですが、大

変いい形で、地元の方のかなりボランティアの部分で御協力いただきながらですが、き

れいに整備されておりまして、あれが一周きっちり直ると、とてもよい環境になるのか

なというふうに思っております。 

 そういった部分で、地元の方にも、若干、今回は労賃あたりも見ながら、あと材料費

等をある程度計算しまして、この補助金という金額を算定した上で、今回、助成をさせ

ていただきたいということでございます。 

 以上でございます。 



○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第７９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第７９号令和２年度

津和野町一般会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第８０号 

○議長（沖田  守君）  日程第１８、議案第８０号令和２年度津和野町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８０号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８０号令和２年度

津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決さ

れました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第８１号 

○議長（沖田  守君）  日程第１９、議案第８１号令和２年度津和野町介護保険特別

会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８１号令和２年度

津和野町介護保険特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されま

した。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第８２号 

○議長（沖田  守君）  日程第２０、議案第８２号令和２年度津和野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８２号令和２年度

津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．議案第８３号 

○議長（沖田  守君）  日程第２１、議案第８３号令和２年度津和野町下水道事業特

別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８３号令和２年度

津和野町下水道事業特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決され

ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第８４号 

○議長（沖田  守君）  日程第２２、議案第８４号令和２年度津和野町農業集落排水

事業特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８４号令和２年度

津和野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可

決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第８５号 

○議長（沖田  守君）  日程第２３、議案第８５号令和２年度津和野町診療所特別会

計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８５号令和２年度

津和野町診療所特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されまし

た。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議案第８６号 

○議長（沖田  守君）  日程第２４、議案第８６号令和２年度津和野町介護老人保健

施設事業特別会計補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８６号令和２年度

津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第１号）については、原案のとお

り可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．議案第８７号 



○議長（沖田  守君）  日程第２５、議案第８７号令和２年度津和野町病院事業会計

補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。３番、川田

剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  すみません、２ページのところと３ページのところで

過年度損益修正益となっているんですが、これまでは過年度損益留保資金で補填する

というような書き方だったような気がするんですけども、この辺はどういったあれな

んでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（下森  定君）  このたびの病院事業会計の補正予算、まず特別利益

の過年度損益修正益。これは、地方公営企業法に基づきまして、企業会計、３月３１

日で決算になっております。診療報酬の２月分、３月分が、現実的に国保連合会、あ

るいは社会保険診療支払基金から入ってくるのが、４月、５月分になっておりますの

で、未収金で調定を上げております。現実には、４月、５月で未収金の調定より９７

０万２,０００円ほど現金のほうが多く入ったということで過年度損益修正益で上げ

ると。議員さん言われました損益勘定内部留保資金の部分は、これはあくまでも４条

予算の中で、工事請負費等の部分で資本的収入から資本的支出が不足していた部分を、

かがみの中でそういう部分で補填を留保するということになっております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  いいですね。ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８７号令和２年度

津和野町病院事業会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．議案第８８号 

○議長（沖田  守君）  日程第２６、議案第８８号令和２年度津和野町水道事業会計

補正予算（第１号）について、これより質疑に入ります。ありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第８８号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。したがって、議案第８８号令和２年度

津和野町水道事業会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．議案第８９号 

○議長（沖田  守君）  日程第２７、議案第８９号津和野町職員の給与に関する条例

の一部改正についてを議題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  今定例会に追加で提案いたします案件は、条例案件１件でご

ざいます。重要な案件でございますので、慎重審議を賜り、可決賜りますようお願い

申し上げます。 

 議案第８９号でございますが、津和野町職員の給与に関する条例の一部改正について

議会で議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申

し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第８９号を御説明いたします。 

 今回の一部改正につきましては、職員の東京事務所での赴任について、新たに単身赴

任手当を支給することに伴い、島根県条例に準じた内容で津和野町職員の給与に関する

条例を一部改正するものでございます。 

 裏面のほうを見ていただけたらというふうに思います。新旧対照表を御覧ください。

アンダーラインの部分が改正内容となります。 

 改正内容といたしましては、第９条の手当について、第６号で単身赴任手当を新たに

設けております。第１５条の２第１項で単身赴任手当支給の対象職員を規定しておりま

す。第２項では、単身赴任手当の月額を定めております。第３項では、その他単身赴任

手当の支給に関し必要な事項は町長が規則で定める旨を規定をさせていただいており

ます。 



 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、令和２年４月１日から適用す

るものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わりますが、これから質疑に入

ります。ありませんか。６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  この提案は、正規職員と非正規職員、つまり非正規職

員というのは退職された職員ですね。この方にも同様にこれは適用されるものか。と

いうのは、このたび、この東京事務所とありますから、現実に照らしてみて、このた

び東京事務所に赴任される方は、もう退職された者が、会計年度職員制度に当てはま

るかどうかですね、そういう方が今度行くと思うんですよ。要するに、はっきり名前

言いまして前つわの暮らし課長ですね。そうしますと、その方に適用されるような状

況になると思うのですが、そこで、その非正規の職員と正規の職員と同じようにここ

は扱うのかどうかと、それが１点。 

 それから２点は、第１５条の２の３項、２項においては単身赴任手当の月額は７万円

とするとちゃんと打っております。第３項においては、前２項に規定する者のほか、前

２項に規定するというのは７万円というこのことを指すんだと思うんですけど、の者の

ほか、単身赴任手当の支給に関し必要な事項は町長が規則で定めると。こうなりますと、

どういうことを想定されているか。つまりこの意向は、町長の思惑で規則というか、町

長が規則で定める。町長の思惑で定められるというふうに解釈してもいいのではないか

と。ここら辺をちゃんと、どういうことを想定されているのか説明してほしいなと思い

ます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  まず、今回の東京事務所への赴任職員につきまして

は、会計年度職員という身分ではなくて、再任用職員という身分の職員でありまして、

東京事務所に行かれた再任用職員といいますか、職員ですね、規定の中では職員に対

する単身赴任手当の支給関係の条件を定めているというものでございます。 

 それと、第３項について、単身赴任手当の支給に関する必要な事項は町長が規則で定

めるというこの規定でございますけども、想定しているものはございません。 

 これまでも、条例等の新設、あるいは改正の中では、こういった規則委任に対する条

項を設けて制定をしてきております。説明の中で申し上げておりますけども、島根県条

例に準じた形で作成しているということで説明させていただいております。そういった

島根県の条例の中にも、こういった規則委任がうたわれておりますので、こういった条

項を設けさせていただいたということであります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 



○議員（３番 川田  剛君）  このたびの条例の一部改正ということなんですが、こ

れまではどのようにされていたのか。なぜ、ここで必要になったのか。それと、これ

はなぜ東京事務所だけなのか。ほかにも出向している職員さんはいらっしゃると思い

ます。と、７万円の基準といいますか、そういったものも示していただければと思い

ます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  まず、最初の御質問であります。 

 今なぜここで、ということでございますけども、何にも定めておったかということで

ございますが、別で、津和野町東京事務所設置要綱という要項を定めております。その

中で、この再任用職員が東京事務所へ赴任するというところで、その要綱の中にそうい

った手当を規定してまいったところでございます。ただし、先般６月１９日でありまし

たけども、監査委員さん、監査委員のほうからの指摘がございまして、こういった給料

関係につきましては、地公法で、いわゆる条例で制定するということが規則であるとい

うことで御指摘をいただきました。 

 当初、私といたしましては、こういった東京事務所設置要綱というものが、別建てで

要綱が設置されておりましたので、この中にそういった手当関係をうたうことでより分

かりやすくなるのかなというふうに考えておったんですけども、先般監査委員さんから

の指摘を受けまして、今回条例で、条例の一部改正ということになりました。 

 それと、単身赴任手当の月額７万円につきましては、島根県の条例の中で、定額３万

円という部分と、あと距離的、距離加算というものがございまして、そういった部分で

東京ということであればプラス４万という加算額がつくということでございまして、７

万円という規定をさせていただいております。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  さっきの条例の条文の内容ですけども、県のそのまま

持ってきたと言われたんですけど、ですよね。県の、この第１５条の２、津和野町東

京事務所に赴任を伴いと、そのまま転記されたみたいなこと言われましたよね。（発

言する者あり）準じたちゅうことは、もともとは県のだけども、これにこう手を加え

てみたいなことなんです。これ、面白いなあと。この条文読んで面白いなと思ったの

は、住居移転し、同居していた配偶者と別居することとなり単身で生活することをと、

何か口語体をそのままぽろんと持ってきたような、条例の条文としてこんな表現があ

るんかいなと思ったんですよ。何かおかしいと思いません。だから、準拠したちゅう

ときに、配偶者と別居することとなった。それで同居しているというような、別居し

とったらどうするんですこれ。言葉のあや、あやですけども、今私が言ったのは。こ

れ条例の条文かどうかというのが不思議でならんのですけど。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  島根県の条例の内容に準じて作成をさせていただい

たということで御説明をさせていただいております。 

 島根県の単身赴任手当、第１０条の２に規定されておりますけども、その中では、公

署を異にする異動または在勤する公署の移転に伴い住居を移転し、父母の疾病その他人

事委員会規則で定めるやむを得ない事情により同居していた配偶者と別居することと

なった職員で当該異動または公署の移転の云々というふうな表現がされておりますの

で、こういった表現を用いさせていただいて、町といたしましても条文を作成させてい

ただいたという経過でございます。（発言する者あり） 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  別居といういろんなパターンがあるかと思いますけ

ども、別居の場合は単身赴任手当の支給の対象にならないというふうに考えておりま

す。（発言する者あり） 

○議長（沖田  守君）  ５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  いろいろ初めてというか、今までのことが同僚議員も

ありましたが、今まで、長く東京事務所開所して今日まである中で、こういう単身赴

任なのか、世帯で東京に行かれて住まわれて、その際には、地方自治法上に何かある

地域手当というのか特地勤務手当というのかよく分かりませんが、この表現からすれ

ば、東京事務所に御夫婦で行かれていた前任者の方に対しては、単身ではないけども

家族で一緒に行っとった部分で特地勤務手当というようなものが条例上あって、それ

が支給されたのかどうか、そんなものもちょっと私は今回分かりませんので、お聞か

せいただきたいと思いますし、あと町の中では、再任用職員というものが、今回の５

月の町広報の中に東京事務所の次長という管理職のラインに入っているのを見て、お

いおいというような話も伺ったときに、普通再任用職員というのは、現課におって退

職したところでさらに必要があるならば、そこに長年おられた経験を生かしてそのお

手伝いをするというのが基本的なスタンスではないか。それが今回、つわの暮らしか

ら商工観光課の次長というふうにトラバーユをしたところにはどういう背景がある

のか、そんなところもお前知っとるかいというようなことも聞かれて、私はどうした

ものかいなあと思って、今回はこの際だから聞かせてもらおうと思うんですよ。 

 それで、最後に、東京事務所というの、私ども大きな期待を寄せておりました。以前

から、同僚議員が何度か東京事務所の存続に対する云々が問われたときもありましたが、

やっぱりこれは先行投資、費用対効果がなかなか数字としては見えないけども、津和野

町の新しい町長が施策として取り組まれた。その中で、それこそ、先ほどのＫＰＩじゃ

ありませんが、なかなか評価というものがしにくいものがありますが、やっぱり私は必

要であったと、今までは大変な御努力の下でいい成果が、まあ数字じゃないが客観的に

あったと私は思っています。その辺について、今回、再任用職員という人事は、東京事



務所の位置づけがちょっと下がったんではないかと。もっと戦略的に津和野町がやると

するならば。 

○議長（沖田  守君）  板垣君、質問の要旨を簡潔に。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  再任用職員がラインに入ること自体はそんなに問題は

ないのかどうか、そういうことと、以前のおられた担当者の方には、何と言いますか、

特地勤務手当というようなものが支給されておったのかどうか、その辺について。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  議員の質問であります、前行かれておった職員に対

しての、いわゆるそういった手当と、支給があったのかという部分につきましては、

支給されていた手当というものはございません。 

 今回の、いわゆるこういった手当の創設に当たりまして、今議員おっしゃいましたよ

うに、再任用職員の職員の方に、東京赴任ということで行っていただくということにな

りました。そういった中で、それでは東京で生活していかなくてはならないということ

もございます。再任用職員ということになると、現役の給料表よりもぐんと給与額が、

月額が下がってまいります。そういった状況を見た中で、東京に単身赴任で行っていた

だくというふうなこともあって、そういった背景を見ながら、月額３０万程度あれば何

とかやっていけるんじゃないかと。我々が内部協議した中で、そういったことを考えた

わけですけども、そういったことで今回は新たに単身赴任手当というものを創設をさせ

ていただいたということでございます。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  今回、東京事務所に再任用職員を送ったという、少し人事の

考え方についても、せっかくですからお話をさせていただこうというふうにも思って

おります。 

 ああして東京事務所のことは、本当、宮内も一生懸命がんばってくれまして、先行投

資というよりも、この期間中に私は本当に大きな成果を出してくれていると、今回のこ

ども宅食とか、それから一般質問でも１,０００パックの農業分野での達成感も出たり

というようなことを、それらは一部でありまして、あとは文京区からも企業が来てくれ

たりとか、いろんな面での効果があったというふうにも思っております。 

 今後もやはり、東京事務所はさらに、特に文京区長が津和野町に対して非常に熱い目

を向けていただいております。文京区も、１０以上自治体と交流協定を結んでおります

が、その中でも津和野町が今一番関係性が深いと、太いというふうに私自身は思ってい

るというところでもありまして、やはりこうして成澤区長がおられる間は、ぜひともこ

れをいい御縁と、そしてきっかけとして、東京事務所をさらに盛り立てていきたいとい

う気持ちは変わりがありません。 

 そういう中で、私としては、東京事務所、２人職場、あるいはときに１人また追加し

てということにもなりますが、小さい職場ながらも、離れたところでの組織管理という



ものもここで一度しっかりしておきたいという思いがございます。そういう中で、この

たび、内藤が定年になったわけでありますけれども、課長経験ということで、非常に管

理職としてもいろんな経験やものを持っておりますので、一応その経験を生かして、東

京事務所の組織管理というものを徹底していきたいというのが、私自身の今回の思いで

あったということと、それから今回は非常に新人の職員を大量に採用しておりまして、

そういう中で中堅の職員をこの一、二年は送れる余裕もなかったと、そういうことがあ

りました。宮内は、当然管理職として帰らせたいという思いもあったということでもあ

りまして、そういうもろもろの背景があった中で、今回は再任用でも課長経験者である

内藤のほうを送って、この一、二年しっかり組織の管理というものを構築していきたい

という思いがございます。その上で、また中堅どころの職員を送って、より基盤をつく

った上で、この東京事務所を活躍させていきたいとそういう思いであるということであ

ります。 

 そういう背景の中で、再任用職員でございますので、給料としてはすごく下がってく

るというところで、東京事務所を、東京というその物価の高いところでの生活もあるわ

けでありますから、そこは配慮していかなければならないだろうということと、それか

らやはり組織管理という面においては、一定の役職を与えていかなきゃならないという

ことで、次長という形での、いわゆる人事をしたというのが私の思いだというところで

あります。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。（発言する者あり） 

 ５番、板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  この際、せっかくですから、最後にちょっと確認なん

ですが、今回の人事に伴う再任用職員の給与表というのを昔の条例を見てみますと、

再任用職員は一つ横並びでありますけど、結果的に３１万５,１００円というのが給

与としては掲げられて、さらにそれに管理職手当と単身赴任手当が加算されて本人に

支給されるということでいいですね。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今回の再任用職員につきましては、今議員おっしゃ

いましたように、条例の給与表の一番下に横並びであるとこなんですけども、月額が

２８万９,７００円です。ただ、本町の場合は、再任用職員の職員につきましては、

短期再任用職員ということで雇用させていただいておりますけども、そうしますと週

４日勤務ということになります。この基礎額に５分の４、週５日ですので、４日勤務

ということで、５分の４を掛けた２３万１,７６０円が月額ということになります。

これにプラス、今回条例で提案させていただいております単身赴任手当が月額７万円

がプラスされると。（発言する者あり）そうです、はい。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信君。 



○議員（４番 道信 俊昭君）  言葉の遊びというよりも、さっき私、質問した分の別

居の場合は出んちゅうたでしょう。別居と同居ちゅうのを、どうやって確認するんで

す。これ離婚していたら、出ないでしょうけどね。別居と同居ちゅうのを、どうやっ

て確認、今、出んちゅうて言われましたけんね。ゼロちゅうて言われたから、どうや

って確認するんかなあとかね。後々ね、これ、こういうような字句ていうのは、裁判

になったとかの等々になったときに、非常に重いことをしますんで、今、出んちゅう

ていうのはどうなんかなという感じなんですけど。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  ありがとうございます。先ほど御説明する前に、別

居についてはいろいろな考え方があるということで、一言触れらせていただいて、説

明したと思うんですが、その部分が今、議員さんがおっしゃいますような、別居が何

をもって別居なのかという部分は、その事案、事案ごとに内容を確認して見ないと、

何とも判断できないという意味合いを込めて、先ほどそういうふうに言わせていただ

いということで、御理解いただけたらと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。まずは、寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  東京事務所に今まで赴任された方には、ついていなか

ったけど、再任用で行かれるので、この手当をということで条例をつくられるという

ことなんですが、これから先は、正規の職員は派遣しないということなんでしょうか。

正規職員さんもこれの対象になるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  条文の中で、うたわれている文言は職員ということ

で、うたわさせていただいておりますので、今、議員おっしゃいましたように正規の

職員の方も該当してくるというふうに思っています。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  ここを見る限り、単身赴任の部分載っているんですが、

例えばその、家族で出た場合ですとか、既婚者ではなくて未婚の方が出られた場合、

この場合というのは、ごめんなさい、この条文が上下がありませんので分からないん

ですけども、どういった手当がつくようになるのか、東京事務所に限っては、単身赴

任、同居されている方が別居をして単身赴任で行かないと、こういった手当がつかな

いのかというのをお願いします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  この手当につきましては、東京事務所に関する手当

につきましては、今現在、単身赴任手当のみという形になります。 

 ただ、引っ越し代とかいろんな部分がありますので、そういった部分は移転料という

ことで、また別で分けさせておりますけども、手当という形で支給されておりますのは、

単身赴任手当ということだけです。 



○議長（沖田  守君）  ３番、川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  分かるんですけども、今説明の中では、いろんな、ま

あ東京に行くことによる物価の上昇だとか、そういったところで３０万円の基準とい

う部分を、津和野町として持っていると思うですけども、となると、もし今後、前任

者のように正規職員の方が行かれた場合、その方がどういった家族形態か分かりませ

ん。その方の状況を見たときに、その水準というのは３０万円で合わせていくのか、

それに合わせて条例を改正していくのか、それとも今回だけが、この単身赴任手当と

いう形にしているのかとか、正規職員でしたら金額が上になっているかならと、いう

ことになるかもしれませんけれども、そういったところで、全体を見たときにほかの

条文を改正する必要はないということなのか、お尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  先ほども、答弁させていただいておりますけども、

職員ということでありますので、私が行った場合も、単身で行った場合にはプラス７

万円が出ると、支給されるということです。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  東京事務所の場合は、文京区役所とのお付き合いと

か、いろんな飲食店に津和野町の産物を使っていただく上では、やはり飲食をしたり、

相当、前任者もかなりの交際費がいったと予想されるんですが、そういうものは一切

なかったと思います。 

 議会でも、そういうものをというお話も多々ありましたけども、今後例えば、単身者

が行ったとしても、やはりいろんな形でかかると思いますので、まあ今回はこれとして

も、今後、東京事務所をどういうふうに考えていくのか、できればやはり前任者のとき

から、そういうことを、もう少し考えてあげるべきではなかったかと思います。今後ま

た、単身者が行った場合はどうするかとか、そういうことをまた後日でも、また協議等

もしながら、東京事務所をどう考えていくべきかを考えていくべきだと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  ありがとうございます。こうして、今、宮内課長が

帰られまして、そのときの状況というものが直接聞けるという状況でございます。今、

議員おっしゃいましたように、その状況に合わせて見直しというのは必要になってく

るんだというふうに思っておりますけども、またその部分については、検討してまい

りたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  確認させてください。「同居していた配偶者と別居す

ることとなり」とありますが、配偶者がついて行った場合は、つかないわけですね、

この手当は。 



○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  単身赴任手当という手当でございますので、そうい

うことでございます。 

○議長（沖田  守君）  家族あげて行ったらつかんのか。おかしいなあ。 

 いいですか。 

 こりゃ、問題があるで。６番、丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ちょっと今、単身者には７万円の単身手当のあれです

けど、家族で行った場合には、前任者は何もついてなかったという、先ほど答弁あり

ましたね。そうしますと、東京で暮らすのにこのたびは３０万円くらいは、大体単身

者でも必要だろうと、物価水準に合わせて。家族で行った場合には、ここでもらえる

そのうんぬんよりも、向こうでそれなりの手当ちゅうか、何らかの形でやっぱり東京

で暮らせるだけの、家族が、それはやっぱりつけとったんでしょう。単身赴任手当じ

ゃなくて、家族手当とか何とかいうもんで、やはりそこの給料をアップしてあげてい

ないと、やっていけないんじゃないか。ここでの給料をそのまま持っていって、家族

で暮らせていって。そこはどういうふうにやっていたの。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長、宮内君のときの実態も率直にお話をしておい

ていただかないと、降って湧いたように、今回手当をつけるなんちゅうのは、なかな

か皆さん納得できんよ。 

 総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  宮内課長が行かれとったときの手当につきましては、

今言う単身赴任手当は今回創設しますので、そういった手当の支給はありません。従

前たる扶養手当とかそういった部分の手当のみの支給でございました。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。８番、三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  これもそうなんですけども、なぜ、３月に出せなかっ

たかというのも、すごく感じます。また、今回、単身赴任手当という形が出ましたけ

ども、今後です。当然１年か２年で、組織管理を見直していきたいと言ったら、また、

当然人が変わっていくわけです。今の状態で、この降って湧いたようなのを出して、

職員がその出すことによって励みになればええけど、これ、ひがみでもうがたがたに

なるんじゃないかなというのを、すごい恐れるんです。 

 まして、同僚議員からも出たように、例えば、前任者に対して出ていないんなら、東

京事務所、今、抜本的に見直して、前任者に、そのそれだけの家族手当を、後で払うべ

きじゃないかと。これを通して、再任用の人に払うんならですよ。もうちょっと、こう

東京事務所の重要性、まあ大変重要だと思います。だったら今、見直しをかけて、こう

いう人件費に関することも、例えば、今後、同居で行く人には家族手当を出すとか、そ

の職員の中で励みになるような部分をもっていかないと、ちょっと逆に怖いなという気

がしております。 



 これが通って、その検討すると言うとりますけども、今ここで見直しをかけていかな

いと、なかなかそのようにならないんじゃないかなという気がするんですが、どうでし

ょうか。 

○議長（沖田  守君）  あの町長、いろんな意見が様々出とりますから、条例として

提案をされた限りには、執行部はぜひ可決をしてほしいという強い思いもありましょ

うから、納得のいく説明がないと、なかなかこの案件は難しいと思いますから、町長

からしっかりお答えをいただきたい。 

 どうぞ。 

○町長（下森 博之君）  まずこの６月議会での提案ということになりましたことにつ

いては、課長が先ほど申し上げましたように、当初、要綱で対応するという思いであ

ったわけであります。 

 それが、監査委員さんから御指摘を受けまして、これは条例の改正が必要だというこ

とから、急遽、しかも、もう本当に６月議会がもう始まる直前ぐらいの指摘でございま

したので、６月議会も初日にお願いするということじゃなくて、今回、追加提案で慌て

て出させていただいたというのが、本来のところでございます。大変これについては、

申し訳なく思っておりますが、まあ、そういう事情でありますので、御理解いただきた

いというふうに思っております。 

 で、そうした中で、何とか説得のある言葉ということで、議長からも言われましたけ

れども、今回、特にその背景にありましたのは、繰り返しになってしまいますが、再任

用職員を送るということで、で再任用職員でありますから、その内藤の給与というのは、

これまで課長まで定年までの給料からいくと、かなり下がるということになるわけです。

で、その中で、今度東京での生活を強いられるということでありますので、そこは何と

か手だてをしてやらにゃいかんというのが、今回、手当をつけようということになりま

した、根本的な背景であります。 

 で、その７万円というものも基準がいりますので、いろいろ県の条例等も調べた中で、

こういう金額を導き出してきたということであります。 

 で、ただ、７万円の手当を出したとしましても、これまでの内藤がもらっていた金額、

また宮内が収入として得ていた額よりも、まださらに、７万円がプラスされても、こり

ゃ下がるという中で、しかし、次長としての役割も果たしてもらわなあいかんと、そう

いう部分があるというところであります。 

 ですので、今回、この条例をちょっと否決ということになりますと、内藤のほうに、

かなりしわ寄せが行くということもございまして、そういう意味でも何とか御承認いた

だきたいという思いがあります。 

 で、ただ、その中で、じゃあ、今回再任用職員が行った場合のみ、認めるかどうかと

いう議論も、内部でしたわけでありますけれども、それについては、やはりもう今後は、

正職員であっても、やはり東京でのいろんなその生活面での悩みがあるということでも



ありますので、いろんなお金がかかるということで、単身手当というのは、もうこれは

正職員があっても、上乗せする形で認めてやろうという改善の処遇をしていくと、そこ

に条例も含めてきたというところであります。 

 で、今日、今、御議論になっているのが、じゃあ、これまで家族で連れて行った場合

には、もっとお金がかかるんじゃないかと、それとの整合性はどうするのかということ

を、今問われているかと思っておりますので、これについては、また、今回の議会の皆

様の御意見も踏まえた中で、もう少し検討する時間をいただきたいというふうに思って

おります。 

 ただ、今回については、繰り返しになりますが、内藤との待遇というものにも、関わ

ってくるというところもございます。非常に再任用のもう本当にその手当がなければ、

厳しい状況の中での、東京での仕事、生活を強いるということにもなりますので、よろ

しくお願いしたいというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ４番、道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  これ、つまみあてがい的な感覚なんです、私が、感じ

は。それで、この第３項のこれは入れるべきじゃないですよ。もう原則論だけでいか

ないと、これこんなのがついていると、なんかまた、ちょろっと出てくるんじゃない

かみたいな。だから、この３項は、私は削除すべきだと。 

 それと、さっき冒頭に言うた「同居していた配偶者と別居することとなり」という、

そのこのところも、もうちょっと条例っぽい言い方に変えていかないと。口語体ですよ。

これ。 

○議長（沖田  守君）  質問、質疑ですか。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ３項削除する気はありませんかと。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  先ほども御説明しておりますけども、県に準じた形

で、内容を作成させていただいているというふうなことで、御説明しております。 

 そういった中で、この３項もこういった規定をさせていただいておりますので、この

まま議案として、提案させていただけたらというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  １１番、岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  基本的には、地方自治法でこの手当に関することに

ついては、条例で制定しなければ支給することができないということで、条例で制定

しないものを支給すると、基本的には地方自治法違反になるのではないかと思います

が、そこを確認したいと思います。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  今言われましたように、地方公務員法でそういった

ことが定まっておりますので、条例で定めることになろうかと思います。 

○議長（沖田  守君）  ６番、丁君。 



○議員（６番 丁  泰仁君）  いろいろ意見ありましたけど、私、思いますけど、こ

の案件、今、町長も説明されましたように随分考えられて、まあこういう案件になっ

たと思うんですが、問題は、これを認めるとするならば、前任者の、今、座っておら

れる、家族を連れて行ったとこに何の手当もなかったと。 

 こういうことで、前任者がこの案件が通った場合、どういうふうに思われるかと。そ

れはやっぱり一つの職員の公正さとか、何かそういうもんが入ってくると思うんです。

つまり、整合性がいるんじゃないかと。 

 だから、そういうとこを前任者の気持ちをどっかで吸収して、そこを調整しないとい

けないんじゃないかと思うんですが、それが、今ここで、あなたどうですかということ

はちょっと不可能ですね。言いにくいんじゃないかと思うんで、そこは、議長ちょっと

ひとつ聴取しまして、その気持ちと、町長とひとつ話をしまして、そこを調整して納得

いくように、この条例が通るようにしてもらえれば、私としましては、これはまあそれ

でいいんじゃないかなと思っております。私としましては、そういう意見ですが、いか

がでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長、６番、丁君の貴重な御意見ですから、町長からしっか

りお答えをいただきたいと思います。 

○町長（下森 博之君）  今回、こうした手当をつくるということで、私も、その前任

でやりました宮内課長と今まで苦労かけてまいりましたので、そことの不公平感とい

うか、そういう部分というのは、非常に心情的にも申し訳ない気持ちもありながらと

いうとこでもありまして、非常に気にしておったところであります。 

 ですから、今回、条例を提案させていただくに当たっては、前段で、宮内と町長室に

来てもらって、２人でいろいろ話をいたしました。 

 で、まあそういう中で、今回こういう待遇改善になるんで、宮内との比較の中で、宮

内もいろんな思いが当然あるだろうし、本当にそこは申し訳なく思うけれども、後任か

ら、また、さらにその次、誰か後任に行くにしても、宮内の経験から一つ待遇改善につ

ながることなので、理解をしてくれないかということで、お願いのような、おわびとお

願いのような形で率直にさせてもらったということであります。 

 で、宮内のほうからは、本当いろいろ自分自身も苦労してきたけれども、こういう形

で待遇改善なることは、ぜひやってもらいたいと、そういう話もしてきたところであり

ます。 

 そういう中で、当然、宮内自身には、いろんな思いが、まだあるかと思いますが、し

かし、一応、そういう話し合いのもとで、気持ちよくこの提案をするということについ

ては、賛同してくれた経過は取ってきているというところでございます。 

○議長（沖田  守君）  ただいま、６番、丁議員からの質疑というか、貴重な意見を

含めての町長に対する思いがお話になられて、町長もそれに対して回答があったわけ

でありますが、少なくとも、前職の宮内課長は３年という長きにわたって東京事務所



で頑張ったという、そういうこともありますので、そこら辺を踏んで町長、どういう

形でどうするかは執行部のお考えでありますから、とやかくは申しませんが、なかな

か本人の口から私はこうじゃったんだからとは言われませんので、そこは首長がしっ

かりお含みになって対応していただくと、こういうことでお願いしたいと思います。 

 その他、御意見ありますか。質疑、いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  以上で、質疑を終結させていただきます。 

 これから討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  今回の条例、若干、少し問題があるかなとは思うんで

すが、やむにやまれない条例提案ということで、これはこれで賛成したいと思います

が、先ほどのような議長の取り計らいのもとで、これから東京事務所の位置づけと職

員の待遇、その他、十分熟慮されて検討されて、さらに近い将来、次の定例会にでも

一部改正をまた地域手当なのか特地手当かわかりませんが、それにそぐうような手当

を検討されて、条例を提案していただくことをお願いして賛成したいと思います。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  賛成いたします。 

 いろいろな問題が先ほどから出ておりますが、前向きな東京事務所での活躍ができる

ような方向に行っているものだと思っております。 

 ただし、６番議員も言われたように前任者のいろんなことを考えて、また今後、正規

職員が行ったときのことも考慮に入れていただきまして、賛成といたします。 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。４番、道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  やっぱり東京、大東京ですんでね。ここから、情報と

か、もろもろは絶対に必要になるんですよ。ですから、この田舎を育てていく、ある

いは発展させていくのはやっぱり東京があってこそというふうに、私も思っています

んで、これはぜひ、遂行していきたい、もらいたいと。 

 ただ、条文もうちょっと考えんといかんですよ、これはね、というところしまして賛

成とします。 

○議長（沖田  守君）  次に、反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、討論を終結したいと思います。 

よろしいですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  これより議案第８９号を採決します。本案件を原案のとおり

決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立、全員であります。したがって、議案第８９号津和野町

職員の給与に関する条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．請願第５号 

○議長（沖田  守君）  日程第２８、請願第５号「新型コロナウイルス感染症対策に

ついての意見書」の提出を求める請願についてを議題といたします。 

 本請願につきましては、お手元に配付の請願文書表のとおりであります。 

 お諮りをいたします。 

 本請願につきましては、会議規則第９２条第２項の規定により委員会付託を省略した

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。よって、本請願は委員会付託を省略

することに決定しました。 

 これより本請願について、紹介議員より説明の必要があれば、これを許可します。 

 ９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  本請願について趣旨説明をさせていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症対策のための緊急事態宣言は解除されましたが、解除後も

東京都を中心に感染者が報告されています。 

 また、世界保健機関のテドロス事務局長は、６月１９日の記者会見で感染者が１日と

しては最大の１５万人を超えたことを受けて、パンデミックは加速していると警告しま

した。 

 多くの感染症の専門家は、秋、冬にインフルエンザの流行とともに新型コロナウイル

スのさらなる感染の広がりの可能性があると指摘しています。 

 津和野町では、感染すると重症化のリスクが高い高齢者世帯が多く、感染を防ぐとと

もに感染者が出たときの対策の備えが必要です。感染の拡大が落ち着きつつある現在こ

そ、経験を踏まえ問題点を明らかにし、今後の対策に生かしていただきたいと思います。 

 特に、医療、介護体制などを抜本的に拡充することや、子供たちの教育と学習環境を

守る緊急対策が求められます。町民の暮らしや命を守るために津和野町議会においては、



請願事項について、政府に対し意見書を提出していただきますようよろしくお願いしま

す。 

 請願事項としましては、 

 １、検査体制・医療・福祉体制の強化について 

 ①効率化が優先されてきた現在の医療体制では、感染症の拡大や医療崩壊を防ぐこと

はできないことが明らかになった。安心できる医療体制の確立が求められる。公立・公

的病院再編リストの撤回と地域医療構想を抜本的に見直すこと。 

 ②医療機関及び福祉施設に対し、病床確保、減収補填、感染拡大防止のための施設整

備及び資材、備品の調達費用などへの財政支援を行うこと。 

 ③感染拡大によって受診抑制が起きており、医療機関は深刻な減収に直面しています。

地域での医療体制を維持するためにも医療機関への財政支援を行うこと。 

 ④介護事業者は、デイサービスや訪問介護の中止・縮小で大幅な減収となっています。

このままでは介護事業所の倒産、介護労働者の離職が相次ぎ、介護サービスの基盤が崩

れかねません。サービス中止などによる介護サービスの減収分の補填を行うこと。 

 ⑤医療崩壊を止めるため、検査体制を抜本的に改善・強化すること。 

 ２、子供の教育と学習環境を守ることについて 

 ①、子供への手厚く柔軟な教育をするためにも、また、新型コロナウイルスから子供

と教職員の健康と命を守るためにも、学校の教職員やスタッフを大幅に増やし、少人数

学級にすること。 

 ②急激な収入源にも対応できるよう、就学援助の対象を拡大すること。 

 以上の項目について、津和野町議会において、国、関係機関に対し、地方自治法第９

９条の規定により意見書を提出していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、紹介議員からの説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。５番、板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  質疑ですね。この紹介されている寺戸議員は、本町の

実態をどのように理解しておられるのかということが、ちょっと気になりますので質

問しますが、本町の公立・公的病院再編リストということで、全国に何病院か掲げら

れたものが本町においては、これはリストの対象から下ろされたというふうに私は理

解しておりますが、このことについて、この文言が入っていることについて違和感を

少し感じます。 

 それと、子供の教育と学習環境というところに、少人数学級にすることというような

ことが、あえてうたわれておりますが、この辺についての現状認識をここへ加えている

ということについて、寺戸議員の認識を伺います。 

○議長（沖田  守君）  ９番、寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  再編リストに関しては、県のほうでは津和野の共存病

院は、対象もうこれ以上、再編する必要はないと県は言われているんですけど、これ



を出した国は、直接、そういうことを言っていただいていないということと、それか

ら、公的な病院の再編ということになりますと、津和野町だけの問題ではなく、全国

的な問題として津和野町議会で訴えていただきたいということです。 

 そして、少人数学級につきましては、津和野町は既に少人数学級なんですが、やはり

隣の益田市とか、そういう県内の東のほうにも、少人数学級にはほど遠い学級がありま

すので、そのことも考え、津和野町議会から声を上げていただきたいということです。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますね。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより請願第５号を採決します。本請願を採択することに賛成の方の起立を求めま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、請願第５号「新型コロナ

ウイルス感染症対策についての意見書」の提出を求める請願については、採択と決定

いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．各委員会からの閉会中の継続調査の申出について 

○議長（沖田  守君）  日程第２９、各委員会からの閉会中の継続調査の申出につい

てを議題とします。 

 各委員会から会議規則第７５条の規定により、お手元に配付のとおり閉会中の継続調

査の申出があります。 

委員会 目 的 事 項 期 限 

総務経済 
議会活動に資するため

の所管事務調査 

津和野町の生鮮食料品・

日用品店の現状について 

９月定例会ま

で  

文教民生 〃 
学校教育の現状と文化

施設のあり方について 

９月定例会ま

で  

議会運営 所掌事務調査 議会の運営に関する事項 
９月定例会ま

で  

○議長（沖田  守君）  お諮りをいたします。 

 申出のとおり閉会中の継続調査をすることに御異議ありませんか。 



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、各委員会からの申出の

とおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

 請願第５号が採択をされましたので、この請願は、意見書の提出を求める請願でもあ

ります。つきましては、発議第１号新型コロナウイルス感染症対策についての意見書（案）

の提出についてを日程に追加し、追加日程第１、発議第１号としたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  異議なしと認めます。したがって、発議第１号を日程に追加

し議題とすることに決定いたしました。 

 日程の追加をお願いしたいと思います。 

 ここで１１時５５分まで休憩といたします。 

午前 11時 47分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１ 発議第１号 

○議長（沖田  守君）  追加日程第１、発議第１号新型コロナウイルス感染症対策に

ついての意見書（案）の提出についてを議題といたします。 

 本意見書については、お手元に配付のとおりであります。 

 お諮りをいたします。 

 本案件につきましては、会議規則第３９条第２項の規定により、趣旨説明を省略した

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、発議第１号は趣旨説明

を省略することに決定しました。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより発議第１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起

立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立多数であります。したがって、発議第１号新型コロナウ

イルス感染症対策についての意見書（案）の提出については、原案のとおり可決され

ました。 

 したがって、各関係機関に津和野町議会の意見書として提出いたすことに決定をした

しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、本日の日程はすべて終了しました。会議

を閉じます。 

 令和２年第４回津和野町議会定例会を閉会いたします。大変御苦労でございました。 

午後０時 02分閉会 

────────────────────────────── 
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